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第  ５  回  大  山  町  議  会  定  例  会  会  議  録（第２日）  

平成２２年６月２２日（火曜日）  

                                                       

議事日程  

平成２２年６月２２日午前９時３０分  開議  

1．開議宣告                                               

日程第  １     一  般  質  問   

通告

順  

議 席

番号  
氏    名  質        問        事        項  

  1 6 池  田  満  正  1．神田山香荘の看板について  

  2 4 杉  谷  洋  一  

1．仁王堂公園の充実について  

2．阿弥陀川の管理について  

3．全国学力・学習状況調査で何が得られたのか  

  3 2 米  本  隆  記  1．恵みの里公社の運営について  

  4 9 吉原  美智恵  

1．住民自治組織の進ちょく状況と今後は  

2．「子宮けいがん」の予防対策は  

3．「大山町食育推進計画」に基づく保育所、学校での  

取り組みは  

  5 13 小  原  力  三  
1．松くい虫防除について  

2．大山診療所の運営について  

  6 8 西  尾  寿  博  
1．「役場組織の機能充実」  

2．「堆肥センターはできるか」  

7 5 野  口  昌  作  
1．汗入農免農道の交通安全対策について  

2．家畜伝染病口蹄疫に対する初動対応の体制について  

  8 15 椎  木    学  
1．転作率達成と米所得補償  

2．中山間地域等直接支払制度の拡大  

  9 3 大  森  正  治  
1．「すくすく子育て支援医療費助成」の拡充を  

2．住宅リフォーム助成で地域経済の活性化を  

10 1 竹  口  大  紀  

1．町営住宅の今後  

2．町長交代で滞っている案件  

3．子どもの髄膜炎予防  
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11 10 岩井  美保子  1．町民の思いが町長にしっかりと届いているか  

 

                                      

本日の会議に付した事件  

1．開議宣告                                               

日程第  １     一  般  質  問   

通告

順  

議 席

番号  
氏    名  質        問        事        項  

  1 6 池  田  満  正  1．神田山香荘の看板について  

  2 4 杉  谷  洋  一  

1．仁王堂公園の充実について  

2．阿弥陀川の管理について  

3．全国学力・学習状況調査で何が得られたのか  

  3 2 米  本  隆  記  1．恵みの里公社の運営について  

  4 9 吉原  美智恵  

1．住民自治組織の進ちょく状況と今後は  

2．「子宮けいがん」の予防対策は  

3．「大山町食育推進計画」に基づく保育所、学校での  

取り組みは  

  5 13 小  原  力  三  
1．松くい虫防除について  

2．大山診療所の運営について  

  6 8 西  尾  寿  博  
1．「役場組織の機能充実」  

2．「堆肥センターはできるか」  

7 5 野  口  昌  作  
1．汗入農免農道の交通安全対策について  

2．家畜伝染病口蹄疫に対する初動対応の体制について  

  8 15 椎  木    学  
1．転作率達成と米所得補償  

2．中山間地域等直接支払制度の拡大  

                                                    

出席議員（１８名）  

１番  竹  口  大  紀      ２番  米  本  隆  記  

３番  大  森  正  治      ４番  杉  谷  洋  一  

５番  野  口  昌  作      ６番  池  田  満  正  

７番  近  藤  大  介      ８番  西  尾  寿  博  
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９番  吉  原  美智恵     １０番  岩  井  美保子   

１１番  諸  遊  壌  司     １２番  足  立  敏  雄  

１３番  小  原  力  三     １４番  岡  田    聰  

１５番  椎  木    学     １６番  鹿  島    功     

 １７番  西  山  富三郎     １８番  野  口  俊  明   

                                         

欠席議員（なし）  

                                        

事務局出席職員職氏名  

局長  ………………  諸  遊  雅  照       書記  ………………  柏  尾  正  樹  

                                        

説明のため出席した者の職氏名  

町長  …………………森  田  増  範      教育長  ………………山  根    浩

副町長…………………小  西  正  記        教育次長………………狩  野    実  

総務課長  …………  押  村  彰  文      社会教育課長  ………手  島  千津夫  

中山支所総合窓口課長…澤  田   勝      幼児教育課長  ………高  木  佐奈江  

大山支所総合窓口課長…岡  田   栄      学校教育課長…………林  原  幸  雄   

企画情報課長  ………  野  間  一  成      税務課長  ……………小   谷   正   寿  

建設課長……………  池  本  義  親      農林水産課長  ………山  下  一  郎  

水道課長  …………  坂  田   修       住民生活課長…………中  田  豊  三   

福祉介護課長  ………  戸  野  隆  弘         観光商工課長…………福  留  弘  明    

保健課長……………  斎   藤    淳       人権推進課長…………門  脇  英  之  

農業委員会事務局長…近  藤  照  秋       地籍調査課長…………種   田   順   治                        

教育委員長……………伊  澤   百   子  

                                       

午前９時３０分  開会  

      開議宣告  

○議長（野口俊明君）  おはようございます。ただいまの出席議員は１８人です。

定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。  

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は一般質問を行いますが、一

般質問を通告された議員は、１１人ですので、本日と明日の２日間にわたり行う予

定であります。  

なお、議会では議会改革及び議会活性化の一環として、このたびの一般質問から

一問一答方式を採用することにいたしました。これは３回までと規制されていた従

来の質問制限回数を廃止し、６０分の制限時間内で執行部ととことん政策論議を行

おうとするものであります。議会あるいは執行部の皆さんとも初めての試みであり



 37 

ますので、戸惑いもあろうかと思いますが、よろしくお願いいたします。  

それから、現在そこに新しい時刻が出ております。あの時刻に合わせて行います

ので、よろしく議員の皆さま、執行部の皆さんお願いいたします。  

────────────────・───・─────────────────  

日程第１  一般質問  

○議長（野口俊明君）  それでは日程第１、一般質問を行ないます。通告順に発言

を許します。６番、池田満正君。  

○議員（６番  池田満正君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  池田満正君。  

○議員（６番  池田満正君）  池田でございます。私は山香荘の食中毒事件の１０

日位前に妻と山香荘を訪れ、この質問を考えました。  

 神田山香荘の案内板、説明板、看板が旧名和、中山、大山町が合併して新大山町

になってから５年以上の時間を経ても、いまだ名和町の名前が使用され、またペン

キが落ちて文字が分からない状態で立てられています。今後はどうされますか。  

①この状態のままでいくのか、または、撤去するのか。  

②撤去するとしたら新しい看板を立てるのか。以上を質問します。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  おはようございます。そうしますと通告いただきました池

田議員さんの山香荘、神田山香荘の案内看板についてということにつきましてその

今後の対応についてということでご質問にお答えさえていただきたいと思います。  

 ご指摘のとおり山香荘敷地内にあります案内看板の老朽化が著しく、合併後の手

入れがなされていないという実態がございます。  

実は、山香荘に限らず、町内にはいくつか古い看板が、旧町のままの看板が残っ

たりしておりまして、早急な改修が必要とされておったと存じております。  

そこで、昨年でございますけれど、平成２１年、県の合併支援交付金を受けまし

て、町内の老朽看板の調査と補修内容の精査を行い、併せて必要なところには新設

するという計画を立てたところでございます。現在、繰り越しの事業として１４カ

所の補修および新設の工事の発注作業に着手いたしているところでございます。  

 議員さんお尋ねの山香荘に関わる部分でございますが、敷地内にあります案内看

板のうち一基については撤去、そしてもう一基は全面張り替えといたしておるとこ

ろでございまして、道路沿線につきましては文字の修正を予定をしているところで

ございます。  

撤去いたしました看板の代替えは、当面考えず、今後の山香荘活用策を検討して

いく中で、必要なものを整備していきたいと考えておるところでございます。ご理

解をいただければと思っております。また今後につきましてもお気づきの点ござい

ますれば、ご助言を賜りたいと思いますので、よろしくお願い申し上げたいと思い
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ます。以上で答弁に代えさせていただきます。  

○議員（６番  池田満正君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  池田満正君。  

○議員（６番  池田満正君）  逐次、撤去や補修していくというお考えのようであ

りますけれど、先般問題になりました高田工業団地、見取図看板も住所が訂正して

ありません。また全部売却してあるのに、未分譲地と示してあります。去年は、町

内は交通死亡事故が多発し、大変なたくさんの方々が亡くなられました。交通安全

看板のペンキがはげたり、それから看板が抜けているのもまま見られますので、町

長の言われたように、再点検してチェックされるのが良いと思います。他の案内看

板、説明看板もチェックしたほうが良いと思いますが、わたしの確認したところで

は、旧大山町内の部落看板、安全看板なども文字がはがれ、読めないものが結構あ

ります。元々、町名が大山町で、チェックがあまりなかったので、大山地区に多い

ような気がしました。  

 さて、神田山香荘の２８年前のペンキがはげてよく分からない旧名和町名の看板

を合併後５年以上もそのままにして、大山町と書き換えず、町の内外から山香荘に

いらっしゃるお客さまに、そのまま使用してきたという対応のまずさが、直接では

ありませんが、山香荘の無許可営業の原因の一つとなっているのではないかと思い

ます。看板の横で写真を撮って帰りたかったお客さまもいたのではないでしょうか。

お金を払って過ごされたお客様に対して、大切にしなければならないという心が、

町長の言われる安全、安心のまちづくりと矛盾しているように思います。今後どう

されますか。  

 また山香荘に新しい看板を立てられるとしたら、国際交流の掛け声だけでなく新

しい時代に合わせて英語、ハングルでも書くぐらいの神経が必要ではないかと思い

ます。以上答えてください。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。池田議員さんからの質問でございます。ご指摘の点

のようにわたしも昨年の２１年度に従来の状況の中で看板等々修正をしなければな

らないという判断の中で、昨年の、先ほど申し上げましたように、県の合併支援の

交付金を使いながら、そういった調査をさせていただいて、この今年度にその取り

組みをしていこうという計画を立てて、今進めているところであります。  

まあご指摘のように、調査をさせていただく中で、漏れているところがあるのか

もしれません。担当課の方でもう少しそういった内容について精査をし、必要なと

ころについては随時対応していくということを考えていきたいと思っておるところ

であります。一つひとつのやらなければならないことを着実にしていくということ

が、私は今非常に大切であるということを感じておるところでありまして、ご指摘
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のこと、点も踏まえて取り組みを進めたいと思っておりますのでよろしくお願い申

し上げたいと思います。  

○議員（６番  池田満正君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  池田満正君。  

○議員（６番  池田満正君）  再質問いたします。よい結果を出すための心のあり

ようについて重点的に質問させていただきます。  

行政は無理、無駄、ムラのない職場でないといけないと思っています。標識は目

印です。目印というのは、覚えたり見つけたりする便宜のための手がかりです。目

印が正確でないと、うそをついているのと同じではないですか。誠実ではないと思

います。職員の士気、モチベーションの問題だと思います。公務員は全体の奉仕者

という原点が欠けていませんか。このようなことから、公金紛失問題、山香荘問題

が発生するのではないですか。職場の危機、職場の士気を高めようとしていないん

ではないですか。職場の乱れは、心の乱れです。標識の不備は大きいと書いてだい

せんと読む大山町の命題に反しています。  

 わたしはある企業に勤めていました。才能には恵まれませんでしたが、５Ｓとい

うことを大事にして働いてまいりました。町長もご存じでしょうが、まず３Ｓ、整

理、思い切って要らないものは捨てる、要るものと要らないものを区別する。２番

目、整頓、安全、美観に考慮して必要なものはいつでも取り出せるようにしておく。

３番目、清掃、隅や裏まで手を抜かず、きちんと清掃すること。そして清潔、これ

が４番目のＳです。整理、整頓、清掃に乱れが出たら、きれいな状態を維持すると

いうことです。最後に一番重要なのは、しつけ。５番目のＳです。しつけというの

は心を教えることだと思います。町内の看板の状態という結果を見て、口踊る者ほ

ど実なしということわざがあります。言葉より人間は本当の心は行動になってそし

て結果が出るということを知ってます。心から無理無駄を取り除き、形あるものの

３Ｓ、時間、心などの目に見えないものの無理無駄を取り除いて結果を出す努力を

今後どういうふうにされますか。町政のトップとして、今後の職員をどう指導され

ますか。質問いたします。よろしくお願いします。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  池田議員さんの神田山香荘の案内看板というところからの

質問の中で内容が少し展開をしているんかなという具合に思いますけれど、答えさ

せていただきたいと思います。こういう形がいいのかなということを感じながらで

ございますけれども、答えさせていただきます。  

まあ、心のありようということについての質問であったと思っております。また

その中で、無理、無駄というお話がございました。心は行動に表れるというご発言

でもございました。私もそのように思っております。  
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従いまして先ほどにも少し述べさせていただきましたけれど、職員として、公務

員としてやるべきこと、一つひとつ基本的なこと、やるべきことをしっかりやって

いく、わたしはそれがまず第一歩だと思っています。その中で基本的なことを着実

にやっていくこと、そこに無駄であったりとか、無理であったりとか、ということ

が出てくるのではないかなと思っています。もう一度公務員としての基本、そこに

しっかりと目配りをもち職員もそのことをお互いに研修しながら、この取り組みを

しているというところでありますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。  

それから先ほど山香荘の方の活用の中でのハングルということもございました。

今後の活用の方針を計画していく中、あるいは煮詰めていく中で、そういったこと

も参考にさせていただくことであろうと思っておりますので、よろしくお願い申し

あげたいと思います。  

○議員（６番  池田満正君）  終わります。  

────────────────・───・─────────────────  

○議長（野口俊明君）  次、４番、杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  はい、議長  

○議長（野口俊明君）  みなさんおはようございます。去年当選させてもらって、

去年１回、一通りこの定例会をくぐりまして、今日はふた回り目ということで。ま

あ今回から１問１答方式ということで、私自身いろいろ戸惑っておりますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。  

 そこで今日は町長に２つの質問をし、またもう一つは、教育委員長に１問質問さ

せていただきます。よろしくお願いします。  

最初にですね、仁王堂の充実について質問いたします。  

仁王堂公園は、平成７年、旧大山町が１億創生事業で県と町とで公園として整備

し、遊具は小学生のアンケート調査結果に基づいて審議会で決定されたと聞いてお

ります。更に平成９年には、大山一円の守護神であります大山カラス天狗、８．８

８メートルありますか、が設置されました。  

当公園のグランドゴルフ場では、各種の大会を始め、沢山のグランドゴルフ愛好

者が利用しておられます。併せて遊園地は近隣の小学校や保育園の遠足、休日には

多くの家族連れが訪れるなど、利用者が年々増加の一途をたどっております。  

また、仁王堂公園からはすばらしい眺望が臨め、小さな子どもたちが安心して遊

べる親子の触れ合いの場として、またグランドゴルフを通じての健康増進や出会い

の場として、町民の憩いの場として、更なる充実がわたしは必要かと、必要な施設

と考えますが、町長はこの施設を今後どのように維持管理、また充実されていかれ

るのか見解を伺いたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  はい。杉谷議員さんの仁王堂公園の充実についてというこ
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とにつきましてお答えさせていただきたいと思います。  

平成８年５月に完成オープンした仁王堂公園は、たくさんの方々に利用いただい

て、利活用またいただいておりまして、そこに関わっていただいております関係者

の方々の自発的な芝管理作業等いただき、本当に充実した公園となっていると存じ

ております。  

現在、仁王堂公園は、芝生・樹木維持管理費、公園トイレ及び公園の清掃費、そ

の他修繕であったり、保守点検等、額にいたしますと４９３万９，０００円の予算

で管理をいたしているところでございます。  

 特に利用者の多いグランドゴルフ場におきまして、また遊具におきましては、遊

具自体オープンしてから年がたっております。古くなってきたりしているために、

安全確保の面からも、必要に応じて修繕を行い、保守点検の委託を中心に職員自身

も点検を行いながら管理をいたしておるところでございます。  

 今後とも、町民の皆様の憩いの場として楽しんでいただけるよう最善の注意を払

って維持管理に努めていきたいという具合に考えているところでございます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  再度お尋ねいたします。遊具の点検は、どのように

行われているのか。まあ先ほど、職員を中心に点検も管理も行なっているというよ

うなお話ではございましたけれど、この辺をもう一つ詳しくご説明願いたいと思い

ます。  

まあここの遊具はですね、特に普通な一般的な遊園地の遊具のブランコであると

か、あるいはすべり台とかジャングルジムなどとは違いですね、木製でできていて、

自分の力で壁をよじ登ったりロープで上まで登ったり、あるいはトンネルをくぐっ

たり、まあ子どもたちが自然への挑戦、冒険心をかきたてる遊具で大変人気があり

ます。まあこの点検は、確かに木製でできております。一度事故があれば、大変な

ことになります。このへんのは本当にどのように点検なさるでしょうか。詳しくご

説明願いたいと思います。  

 次に、事故、怪我、こういうことがあっちゃあならんわけですけれど、過去には

ですね、そういう事例というのがあったかどうなのか。また当然保険には、これは

入っておられると思いますけど、これはどうなのか。あるいはそのまあここの遊具

を使うにあたってはですね、親子で、保護者の人責任もってくださいとか、事細か

く安全についても注意はしてありますけれども、たとえばその遊具を使っておって

ですね、不具合があった場合、いち早くやはり連絡先をですね、表示してですね、

そこに連絡をもらえるというようなことはできないのかということをお尋ねします。 

 それともう一つ、この遊園地は、まあ私らの小学校の頃の遠足といえば、名和神
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社が定番でした。最近ではですね、この仁王堂公園が定番になっております。まあ

この春もわたしがおりましたら、中山小学校の子どもたちが、大山支所までスクー

ルバスで来て、そこから歩いてここまでやってきたんだというようなこともありま

したし、米子の保育所の子どもたちが、親子遠足ということで、大変にぎわってる

日もあります。  

 特に日曜日はですね、親子でですね、親子、あるいはおじいさん、おばあさんに

連れられてですね、子どもさんがですね、利用されております。特にですね、ある

おじいさんに言わせればですね、「孫の顔が見たいけど、なかなか帰ってきてごさん

だがな。ただこういう遊具があるから、しかたなしに嫁がこっちに帰ってきて、孫

の顔を見せてくれる」というようなことがあってですね、「大変この遊具というのは、

ありがたい」というようなことを聞いております。「まあえらいけど、孫のため喜ん

でおるところですわい」というようなことがありますので、そのへんのことをもう

一度再質問いたします。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君） 杉谷議員さんの方から３点のご質問だったかなと思います。

詳しくはということでございますので、担当課の方から述べさせていただきたい  

と思いますが、１点目は遊具の点検についての説明ということでありました。  

２つ目が事故怪我の事例があるかないか、あるいは保険あるいは、そのあった場

合の連絡先というようなことであったと思います。  

３つ目に利用が多くなってるし、非常に充実した施設ということで、高い評価を

仁王堂公園の遊具であったり、そういった管理のことについて話をいただいたとこ

ろでございます。おかげさまでといいますか、管理が徹底をされておったり、非常

に子どもさんたちの使い易い遊具であったり、また無料であるということから、利

用の方が非常に多いということなのかなと思っておりますけれど、まあ現在オープ

ンしてから１４年目ということでそれなりの評価をいただきながら、今日にいたっ

てきておると思っております。多い利用者への対応ということについてですけれど

も、現状の管理をしっかりとやらせていただく中で、満足をしていただくような形

の公園、維持管理、保守ということで取り組みを継続してまいりたいと思っており

ますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。  

最初に２点につきましては、担当課の方から述べさせていただきます。  

○大山支所総合窓口課長（岡田  栄君）  議長、大山総合窓口課長。  

○議長（野口俊明君）  岡田大山支所総合窓口課長。  

○大山支所総合窓口課長（岡田  栄君）  はい。ただいまの杉谷議員の質問に対し

ましてお答えさせていただきます。  

委託管理の面でございますが、これは専門業者に年１回の委託管理ということで
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点検していただいております。それから仁王堂公園での今までの事故とか怪我があ

ったかどうかということに対するご質問ですが、これはございません。  

 あと保険加入の件ですが、もちろん保険加入しております。遊具に関しまして、

遊具の過失で怪我や事故があった場合には、当然保険で対応していく、そのように

なっております。  

あと一番、わたしたちがどうしても重点をおきたいのは、やはりご利用をいただ

く皆さんの遊具の安全でございます。それは毎月職員はもちろん、先ほども申し上

げましたように、専門業者に頼んでの委託管理を行っております。何かありました

時にはすぐその業者が私どもの方に連絡をくださいますので、それで修繕なりして

おりまして、ちゃんと対応しておるつもりでございます。以上でございます。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（ 4 番  杉谷洋一君） 先ほどの課長のお話を聞きまして、まあある面安心し

たり、やはり安全というのはですね、これでもか、これでもかと言ってもですね、

安全になんか問題があったりということがよくあるもんですから、今後もですね、

しっかり点検管理をしていただきたいというふうに思います。  

 次に進みます。公園内の管理、遊具の管理はよく理解できましたけど、芝とかあ

るいは植木、木の管理のことでございますけど、確かにその芝の管理はですね、そ

こらの普通のゴルフ場よりすごい管理がされてるなと、これすごいなというふうに

わたしは理解をしておるところでございます。まあ先ほど４９０万、約５００万の

金を投じてあるというお話だったんですけど、委託料は３８０万円で林原工業が請

け負ったと聞いておるんですけれど、その他にこれで言いますと、１００万程度は

かかっておるわけなんですけど、その他どういうことにお金が掛かっているかとい

うことをお聞きしたいと思いますし、まあその芝の管理、年に何回か行なわれてお

ると思うんですけど、その他にですね、やっぱり使われる人、グラウンドゴルフ協

会の皆さんがですね、ボランティアでですね、管理をされたりということで、みん

なで管理をしていくということでですね、管理状態がいいんではないかなと思いま

すけれども、そのあたりのことはどうなのかということをお尋ねするとともにです

ね、町長、まあ山陰道が全線開通に対する、観光ルートのへんが変わってきはしな

いかなというふうに思います。  

 ただ、今はまあこの山陰道まだ完成していません。名和、中山も今度完成します

し、京阪神のお客様、鳥取道が無料になっております。そうした場合、今度は山陰

道が完成すればですね、鳥取から県ずっとこっちに向けてですね、京阪神の人が鳥

取砂丘経由、あるいは大山・米子・境の水木しげるロードの妖怪、あるいは水郷松

江、さらに出雲大社ということで一つのルートができはしないかな。そうなればで

すね、この大山インターチェンジが表玄関として再度世に現れてくらへんかなとい
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うふうに思うわけでして、このあたりのですね、今後どういうふうにですね、観光

ルートを仕掛けていかれるのか、まあお考えをお聞かせいただきたいと思います。  

 まあ大山ツーリズム講演会というのがですね、まあこの頃防災無線で第２回のあ

りますよという放送もあります。わたし第１回のこれに講演会聞きまして、その中

で観光カリスマの山田先生がおっしゃるにはですね、この大山町というのは、非常

に観光資源がたくさんある、あまりありすぎてですね、本当に何を生かしていいの

かという、生かしきれてはいないんではないかと、というようなお話もありました。

まあこのあたりも含めてですね、どうなのかということを町長に再度ご質問いたし

ます。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  ２点の質問があったかなと思います。総額の約５００万の

中での管理委託料以外の使途は何かということであったと思いますので、この点に

つきましては、担当課の方から述べさせていただきたいと思います。  

 それからこれも仁王堂公園の充実というテーマの中で、今後観光ルートどのよう

に仕掛けていくかという話でございまして、主題とちょっと展開がこういう形でい

いのかなという具合に思いますけれども。少しだけ触れさせていただきたいと思い

ますけれど。  

山陰道が開通をする中で大山インターがあそこにできております。その中での仁

王堂の位置づけはということにも結びつくのかなと思っておりますけども、まあ現

在の流れの中では、今それぞれのインターから大山に向かっていく、あるいは９号

線を利活用していくという形で、大きな交通量の変化は、そんなにそんなに大きく

ないんじゃないかなと思っております。ただ、まあ大山町の観光というテーマから

しますと、先ほど議員おっしゃいましたように、たくさんの海から山まである観光

資源をもっておりますので、これをいかに磨いて、点をいかに輝かしていくかと、

原石をいかに輝かしていくか、そしてそれを線としてつないで行って面として広げ

ていって、たくさんの方々にこの大山というものの観光交流ビジネスにつなげてい

くかということであろうと思っております。  

 そういった位置づけの中でこれからこういった観光ルート展開は、出来上がって

いく、作っていくものであろうと思っておりますので、これからのルートづくりに

ついてということになろうと思っております。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  ちょっと待ってください。  

○大山支所総合窓口課長（岡田  栄君）  議長、大山総合窓口課長。  

○議長（野口俊明君）  岡田大山支所総合窓口課長。  

○大山支所総合窓口課長（岡田  栄君）  芝、樹木の維持管路の他にどういったこ
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とにこの予算が使われているかというご質問に対してお答えいたします。  

まず芝、樹木の維持管理に３５７万、公園内の清掃、これはトイレも含みます。

これが年間３０万、遊具の点検料、委託としてこれが年間１３万ございます。あと

遊具の修繕料、これ一応３０万組んでおりますが、今後の点検によりまして、また

修繕費ということがかさばる可能性も大きく出てまいります。あと浄化槽の点検で

す、トイレの。これが年間２３万７，０００円、主にこういったものに予算を使っ

ております。あとはトイレの掃除の消耗品費ですとか、光熱水費、それと公園の保

険料として年間５万５，０００円、毎年支払っております。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  わたしもですね、一問一答といえ調子に乗りながら

しゃべって余分なこともしゃべったかと思います。まあだけど仁王堂公園もですね、

大山に上がるまでの一つの道の途中ですので、合わせて考えていただきたいと思い

ます。  

 次の質問に移ります。その大山の、まあちょっとちらっとは出たんですけれど、

その観光、圓流院、この頃大山観光の一つの目玉商品にもなっておりますけど、天

井絵の中の中心にですね、大山烏天狗があります。まあ、観光客の人にいいますと、

「この銅像みたいな門がどっか建ってませんか」というようなご質問もあるそうで

す。まあそういうことからしてこの仁王堂公園と観光大山、特に圓流院を含めた観

光の一本化ということでＰＲを今後いろいろ考えていただきたいと思います。  

 続いてですね、の烏天狗なんですけれど、あまりにも大きすぎてもうちょっと小

さい子ども用烏天狗はできないか、まあ触れて触って、まあそういうのはどうかな

と思うわけですけれど、一緒に写真を撮ったり、大山をバックにもっと身近に感じ

られる天狗であったらどうかなというふうに思います。  

それとまああそこから、仁王堂公園から見る夕日はとてもきれいです。日本海に

浮かんで見える島根半島に沈む夕日、幻想的なとてもいい夕日です。この間、わた

しも行ってみてきまして写真を撮ったんですけれど、なかなかパソコンがよくあり

ませんで、解像度が悪くてですねプリンターの、あまりうまく写っていませんけど、

何人か来られてですね、一緒に写真を撮りました。百選ブームといってですね、日

本全国には滝だ、道路だ、名水だ、朝日だ、街並みだ、なぎさだ、いろいろありま

す。大山町もどんどんどんどんこういうのに、応募してですね、まだ空き家、イン

ターネットを見るとですね、空きがあるそうですので、もっとどんどんどんどん攻

めのですね、観光というのをやったらいかがなもんでしょう。ということをお尋ね

します。どうでしょうか、町長。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  
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○町長（森田増範君）  ご質問の中で天狗が巨大なので、小さいものを造ってはど

うかなというご提案や、非常に仁王堂公園の方からの夕日きれいであるということ

の中で、そういういったことを写真撮ったりということでいろいろとＰＲ展開した

らどうかということの提案でございます。いろいろとご意見いただくところであり

ますけれども、たくさんいただく意見の中で参考にさせていただきながら、今後の

仁王堂公園考えていく中で、参考にさせていただいて実現できるものは実現できる

ことかなという具合に思っておるところでありますので、よろしくその点について

ご理解願いたいと思います。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  この仁王堂公園について最後の質問をさせていただ

きます。便所のことなんです。遠足あるいはグラウンドゴルフであそこを利用され

てる人がですね、遠足の場合、先生がですね、「早くもう集合の時間ですよ」と言う

んですけれど、なかなかトイレの数が少ないもんで時間がかかったり、あるいはグ

ラウンドゴルフ大会もですね、練習だけなら別に問題ないわけですけれど、ちょっ

としたですね、大きい大会をしようと思えば便所の数が不足しているということで

是非この便所の増設をお願いしたいと思います。  

 それと合わせてですね、屋根付きの休憩施設の増設、現在休憩所８メートル、４

メートルということで、長い建物があったりあるいは東屋があるわけなんですけど、

子ども遊園地でですね、遊ばせて、付き添いの親御さんや各種サークル等の休憩施

設であるとか、あるいはその炎天下での日よけ、あるいは急な雨宿り、まあ急な雷、

最初ごろごろごろごろ小さい音がしていて急にですね、大きい、すぐそばまでです

ね、雷が寄ってくるということもありますので、こういうことも含めてグランドゴ

ルフの大会運営の中もですね、現在の８メートル、４メートルでされておるわけな

んですけれども、例えば商品を飾っておいたり、あるいは集計する時にですね、雨

が入り込んだりということでですね、そんなにですね、今の８メートル、４メート

ルぐらいをちょっと伸ばしてもらう。やはり例えば遊園地からしてもですね、まあ

中にはですね、もうちょっと藤棚の先に行けば休むところあるじゃないのと言われ

る人があります。ただ小さな子どもっていったらですね、先ほどのおじいさんおば

あさんの話ではないですけれど、本当にすぐそばで見ていないことにはですね、何

が起こるか分からないということもありますので、それをですね、是非実現して欲

しいなと要望するわけですが、町長は、最後にこれにご答弁お願いいたします。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  この件に関して最後の質問だということでございますけれ

ど、トイレの増設、あるいは休憩施設の増設というご提案かなと思っておりますけ
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ども、まあオープンいたしましてから１４年ほど経ってきております。この間に本

当にたくさんの方々にご利用いただいて、おっしゃいますようにグランドゴルフの

大会であったりとか、各所からの保育所の方から仁王堂公園にたくさん来られたり

とかということがあってにぎわっております。ただまあそういったことに対応して

いくということについてどうしても平日、そして一時非常に多い方が来られるとい

うようなこともあるわけでありまして、現在１４年間経過する中で今日の形できて

おるところでありますので、そのことを周囲の皆さんの方にもご理解いただいて今

の施設の中で充実した芝管理をしていくとか、遊具の施設の点検をしていくとかと

いう形の中で維持管理継続していきたいなと思っておるところでありますので、ご

理解を願いたいと思います。たくさんの方々がお集まりいただいてどうしても不自

由をされるという場面は、どうしてもどの大会でもやっぱりあると思いますので、

その点についてはそれを前提とした配慮を、やっぱり運営をされる、大会される方々

からも検討いただく中で取り組んでいただければ、あるいは施設がどうしても小さ

いという場合には、テントを、仮設のテントをですね、立ててもらうとかというこ

ともあると思いますし、そういった形の対応もされたりしてる経過もあると思って

おりますので、そういったことをこれからも続けさせていただきたいなと思ってお

るところであります。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  先ほどこれで止めようかなと思ったけれどもう１回

しつこいようですけど、今のトイレの件に関してですよ、わたし日南町にこの前、

グラウンドゴルフで行ったんですけれど、山の中で何も施設もないところでトイレ

だけはたくさんありました。まあ、例えばこの辺りのですね遊園地に行けば、例え

ば弓ヶ浜遊園地などはですね、大山町と変わりません。しかしあの周りには武道館

があったりあるいはゴルフ場があったり緊急性でどっか使えるところがある。です

があそこは何もない。それから先ほど町長がテントがうんぬんという話もありまし

た。確かにわたしもそう思います。だけどあそこは結構突風がきます。突風がふい

てそれが当たってこの間もどこかの子どもが死んでおったですけど、ということに

なっちゃあ困るなというふうに思いますので、再度町長このへん頑張ってもう１回

考え直してください。まあこれは質問、いいです。  

では次に進みます。なりませんので。えー次に…。  

○議長（野口俊明君）  杉谷議員、今の質問は取り下げですか。  

○議員（４番  杉谷洋一君） ああそれか。じゃあ、答えてください。すんません。

しつこいようだけ。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  
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○町長（森田増範君）  まあ突風が吹いたりという場合にはやらないということが

大切だと思っておりますので、危険のあるときにはそこの使用はしないということ

が大切ではないのかなと思っております。いろいろと利用いただく中での不便さは

あると思いますけれども、その不便さの中でも現状の仁王堂公園の素晴らしさを感

じていただく中で、利活用していただきたいなと思っておるところでありますので、

ご理解を願いたいと思います。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  まあ、じゃあ次にいきます。  

続いて阿弥陀川の管理についてです。近年は、地球温暖化の異常気象により想定

外の集中豪雨により、全国各地では大きな被害が発生しています。財産はもとより

生命が奪われたりとかということがあります。  

本町の阿弥陀川の大名橋付近でございますけれど、川床の雑草やあるいは雑木が

増え続け、集中豪雨により橋桁にひっかかったりあるいは流木が川をせき止めて氾

濫するなど、甚大な被害が予想されます。  

かつての阿弥陀川は、天然鮎の遡上や沢山の魚が生息し、秀峰大山を背景に自然

が豊かな美しい川でありました。しかし、現在は荒れ放題になり、川の両岸にはコ

ンクリートのブロック積みされて川の出入りが不可能になっております。子供たち

の自然観察や町民の憩いの場としての川との触れ合いができなくなっていますが、

町長、これについての町長の見解を伺いたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  杉谷議員さんの２つ目の質問であります阿弥陀川の管理に

ついてということにつきましてお答えをさせていただきたいと思います。  

近年の異常気象によります集中豪雨は、県内におきましても、平成１９年９月琴

浦町と大山町の一部地域で発生をして、被災を受けたところでございまして、防災

強化の重要性を再認識しているところでございます。  

 ご指摘の阿弥陀川河川敷地内に繁茂しております樹木、雑草の伐開につきまして

は、河川管理者であります鳥取県へ毎年要望をいたしておるところでございます。

阿弥陀川につきましては、平成２０年度からその取り組みを実施していただいてお

りまして、集落が河川に隣接する大名橋から下流の方向に向けて、順次行っていた

だいており、今年度もすでに業務発注済みとのことでございます。  

 阿弥陀川につきましては、河川幅が広く、伐開面積が広大となるために、緊急性

を考慮した箇所から優先的に行っていただいているところでございます。引き続き

鳥取県へ要望してまいりたいと考えております。  

 また、水に親しみ、自然を体感し、憩いの場としての整備につきましては、やは

り地域の皆さま方と町が一緒になって、その知恵を絞りながら構想を練ることから
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やっぱり始めていかなければならないと思っておりますし、その上で河川管理者で

あります鳥取県へ思いを伝え、要望を行う必要があると思っているところでありま

すので、ご理解とご協力のほどまたよろしくお願い申し上げたいと思います。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  まあこの阿弥陀川についてはですね、わたしは鳥取

県の１級河川は日野川や天神川や千代川と、この大山町においてはですね、わたし

はまあその２級河川みたいなのあるわけですが、やはり甲川、阿弥陀川が二大河川

だろうというふうに思っています。  

そこでまあ町もですね、県には要望してるということはあるわけなんですが、た

だ紙に書いて出すぐらいなら誰でも出すことであって、どの程度のこと、気持ちで

要望されているのか、そのあたりをもう一度それをお聞きしたいと思いますし、わ

たしそこで阿弥陀川の大名橋、実際測ってみました。川床から橋げたが僅か３メー

トルです。３メートルって言えばちょっとです。で、それから橋脚はですね、２５

メートルに１本ということでですね、その上流はですね、の木はですね、もう７、

８メートルあるいは１０メートルに届こうかという木がたくさん生えています。ま

あ確かにさっき町長がおっしゃったのは、下流域の中から、きれいに掃除をしてる

ということはおっしゃいました。確かに上福ですか、集落ですか、あそこの人かよ

う分からんですけど、あの周りの橋から下流の方はきれいに草が刈ってある。わた

しはそこもですけども、そこからずっといけば山陰道があります。山陰道の場合だ

ったらですね、橋げたまで距離がありますので問題ありません。今言っておるのは

ですね。そこの前が大事であって、わたしは昭和の３４年の９月の伊勢湾台風、ま

だ小学生でした。その時の阿弥陀川の状況見ていましたら、もう今でこそあの堤防

まではきませんけど、堤防いっぱいの水が流れて、まあよくテレビで災害のテレビ

など見るわけですけれど、木が一緒に流れたりということがありました。まあわた

しは、こういうことがですね、１００年にいっぺんだから、ごめんなさい、あるい

は何年にいっぺんだからごめんなさいで済むような話じゃありません。やはり生命

財産、「やあごめんごめん、県に言っておったんだけれど、なかなかやってくれんで

ね、ごめんなさい」。それで済むだったらこれは簡単なことです。まあそのことも含

めてですね、もう一度町長にですね、そのあたりのことはどうなのかお聞きいたし

ます。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  杉谷議員さんの方から要望の内容、あるいは先ほどから万

が一という話がございましたので、要望の内容については担当課長の方から述べさ

せていただきたいと思います。なお、おっしゃいますように、万が一ということが

一番こう懸念をするところでありまして、そういうことも含めて県の方には要望し、
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求めをしているところでございます。ご存じかと思いますけれども、そういった要

望の中で、２０年度、２１年度、昨年度でありますけれども、９号線阿弥陀川の橋

を渡る海側から、橋から山手の方に向かって数百メートル、非常に木が、樹木がた

くさん生えていたという中で、まずそこの部分を県の方で木の伐開をされたりとい

うのは目にしておられるという具合に思っておりますけれど、県の方での優先順位

ということもありますので、今後どのような形になるのかなという具合には懸念す

るところではあります。内容につきまして担当課の方から述べさせていただきます。 

○建設課長（池本義親君）  議長、建設課長。  

○議長（野口俊明君）  池本建設課長。  

○建設課長（池本義親君）  阿弥陀川の件でありますけども、議員さんおっしゃる

ように、非常に特に河川に隣接している集落がございますので、災害に対する警戒、

非常に大事なことだというふうに認識いたしております。また２０年度から阿弥陀

川の伐開を行っていただいておりますが、これにつきましては、隣接する集落から

の強い要望もございました。で、これにつきましても、過去１０年以上前から要望

してきておりますが、なかなか実施をしてもらえなかったといった実態がございま

した。その中で地元の集落からの強い要望ということで何とか次年度から実施をし

ていだだいたところであります。  

 また県が管理いたしております２級河川につきましては、大山町内で１８河川ご

ざいます。で、距離にしまして、７万７，５００キロメートルあります。で、２１

年度に河川抜開をしていただきましたのが、阿弥陀川をはじめ６河川１１キロの河

川の伐開を行っていただきました。従いましてかなりの大きな延長と路線数があり

ますので、県の方としましても順次できるところからやっていただいておるという

ことでございますので、引き続き県の予算の範囲内でできる部分また優先順位、緊

急度を考慮していただきまして、要望してまいりたいというふうに考えています。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  じゃあそのまあ、河川敷、まああそこは非常に荒れ

ています。そこでまあたとえばそれでですね、川本来の機能を守り、育てることは

大事かと思います。  

そこでその河川敷にですね、四季折々の美しい花を植えたり、大山をバックに阿

弥陀川と河川敷が一体となった災害のない生き物豊かな河川を目指すものだと考え

ますけど、町長はどうお考えなのか。  

 それとまた、魚が泳ぎ水鳥が訪れ、子どもの遊び場、環境の教育の場、町民の憩

いの場として、川の機能を回復させるべきであるかと考えます。川公園として魚道

などを作って少し時間はかかるかもしれませんが、天然鮎がそじょうできる、たく

さんの魚が帰ってくるすばらしいロマンのスケールの大きい計画はどうでしょうか。
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町長お答えください。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  杉谷議員さんの方から阿弥陀川河川敷といいますか、利活

用という話でございます。描く夢は非常にすばらしいものが描けると思いますけれ

ど、やはりそこに利用する、あるいは利活用していく地元がどうなのかというとこ

ろが大きなわたしはテーマがあるのではないかなと思っております。県の方にいろ

いろな要望活動するにしても、できたあとの維持管理を県の方でやっぱりやってく

ださいということであるのか、しっかりそのへんの地元での管理をするからどうだ

ろうかと、あるいはどういうプランニングをしていくのかということが、今の時代

でわたしは問われていると思っております。  

 最初の答弁の中でも、少し触れさせていただきましたけども、やはり地元として

の、そこに住む、近くに住み方々の熱い思いや、そういった利活用をする上でのプ

ランであったり、そういったものをやっぱり熟成をしていく中で、県の方への働き

かけ、必要でないのかなと思っております。そういう思いを議員さんお持ちである

とするならば、やはり地元の方の方々へとの働きかけであったり、そういった仲間

づくりであったり地域おこし、そういった形にもつながっていくことだろうと思っ

ておりますので、一緒に汗をかく形の中で、その取り組みが一歩でも進めればいい

のかなと思っております。  

ご意見は参考にさせていただきながら、そういった熱い思いがあるとするならば、

地域から住んでおられる住民の皆さん、近い関係集落の皆さん方からのプランづく

り等も必要ではないのかなと思っているところでありますので、よろしくお願い申

し上げたいと思います。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  じゃあ、次の質問に移ります。  

○議長（野口俊明君）  杉谷議員の質問の前にこれから休憩いたします。再開は１

０時４０分。休憩いたします。  

午前１０時３０分  休憩  

午前１０時４０分  再開  

○議長（野口俊明君）  再開いたします。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。残り１９分ということでとり急いで行いたい

と思います。最後に教育委員長にお伺いいたします。  

全国学力・学習状況調査で何が得られたかということで、まあ今年度より全国一

斉参加から抽出方式に変更され、初めての文部省の全国学力・学習状況調査が行わ
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れました。まあ鳥取県内でも、小中学校の抽出校と参加希望校を合わせて１８７校

が参加し、参加率は９１．２ %であったと聞いております。       

今回調査項目において、児童・生徒の学力と生活習慣や学習環境に着目した問題

点を掘り下げ、分析結果を今後の児童・生徒の教育に取り入れた学校と保護者の信

頼関係に基づいた情報の共有化を図りながら、また人間形成に活用されるべきであ

ると考えます。  

学力結果と生活状況には相関関係がある過去の分析結果であります。どのように

本町ではこの教育に反映されているのか、まあ今年はまだ結果は出ていませんけど、

去年、おとどしあたりから、どのような見解をお持ちであるかをまずお聞きしたい

と思います。  

○教育委員長（伊澤百子君）  議長、教育委員長。  

○議長（野口俊明君）  教育委員長、伊澤百子君  

○教育委員長（伊澤百子君）  おはようございます。よろしくお願いいたします。  

 そういたしましたら、ただいまの杉谷議員さんの「全国学力・学習状況調査の学

力結果と生活状況には相関関係があるという過去の分析結果が、今後、どのように

本町の教育に反映されるのか」というご質問にお答えいたします。  

 全国学力・学習状況調査の結果の生かし方につきましては、これまでも何度かご

質問をいただいてきました。この調査は、平成１９年の４月から今年で４回目の実

施となっております。今年度は４月２０日に実施をいたしました。先ほどおっしゃ

いましたように、これまでの調査とは異なり、今年度から抽出調査というふうにな

りました。ただ、大山町につきましては、１校だけ除いた６校というのが抽出の対

象校になりまして、抽出校にならなかった１校につきましても希望参加といたしま

したので、結果といたしましては、町内の全ての小中学校で実施したところです。  

なお、今年度の調査結果につきましては、８月の下旬にまとまって送付があると

思っております。現在は国の方で採点を処理しておられます。  

さて、本調査の目的というのは、先ほど杉谷議員さんがおっしゃいましたように、

教育委員会が自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握して、その改善を図るこ

と、また、各学校が全国の中ではどうなのか、県内の状況はどうなのか、大山町は

どうなのか、その中で自分の学校はどうなのかということをしっかりと捉えた上で、

それぞれの児童生徒の学力とか、学習状況を把握して、また生活状況の課題という

ものもしっかりと確認をし、その改善に向けまして学校、家庭、地域、一体となっ

て取り組んでいくということにあるというふうに思っとります。  

教育委員会では、学校現場の先生方と一緒になって、学力向上検討委員会という

のを設けまして、学力調査結果と生活状況等の調査結果を様々な角度から分析をし、

その相関関係とか課題を明らかにしながら、適宜、広報だいせん、昨年は１１月号

と１２月号に掲載いたしましたが、他、町のホームページを中心に、情報を公表し
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てまいりました。ご覧になっていらっしゃると思います。各学校におきましても、

そうした情報などをもとに自分の学校での課題解決に向けまして、先生方が、全員

が一体となって取り組みを進めてきているところです。  

これまでの調査結果から明らかになっていますとおりに、家庭を基本とした基本

的な生活習慣やさまざまな体験活動、規範意識などが学力の土台になっております。

当然、学校の先生だけの力では限界がありますので、学校が保護者や地域の方々と

うまく連携をして、また行政がそれを効果的に支援していくなかで学力の向上とい

うものは果たしていけるものだというふうに考えています。  

例えば、今回の調査で、この一連の調査で明らかになってきましたが、町内の児

童生徒の共通課題としまして、「家庭学習の不足」の問題があります。これは全国と

比べましても、また県と比較しましても総体的に大山町は少ないということが明ら

かになっております。家庭学習の習慣化を図るためには、当然、学校だけではでき

ません。それで各学校では、それぞれに「家庭学習の手引き」というものを作成し

たり、家庭学習時間調べというのを行ったりして、家庭のご理解とかご協力という

のをお願いしながら、授業と関連づけた課題やプリントを毎日こう配布したりする

など、それぞれいろんな取り組みで家庭学習の習慣化を図ろうと今一生懸命取り組

んでおられるところです。  

教育委員会でも、課題プリント用の教材開発のデータベースの予算化とか、ＰＴ

Ａの活動支援で、「かがやきライフ支援事業」というものを行うなどこれに対してい

ろんな支援を行っているところです。  

また、ちょうど１９日の土曜日に実施いたしました「日本語検定」試験は、「親子

でチャレンジ日本語力レベルアップ事業」と位置づけまして、大人も子どもも含め

て全町民を対象に昨年から実施をしていますが、これは家庭の中で親子が同じ目標

に向けて学ぶ雰囲気づくりの一つとして実施しているものです。そのほか、広報誌

や町ホームページを活用して、生活習慣定着の必要性も啓発してきております。  

家庭での取り組みですが、各家庭それぞれの取り組みをされておりますが、ＰＴ

Ａといたしましても、小中が連携をされて前にもお話いたしました「ノーテレビデ

ー」運動とか「生活がんばり週間」の設定など、親子の対話時間を増やすことや、

食事を、当たり前のことですが、食事を一緒に食べる機会を増やすなど家庭学習も

含めてその規則正しい生活ができるように取り組んでおられるところです。  

このように、学校・家庭・行政などが連携して取り組めるきっかけになったのが

このたびの全国学力・学習状況調査ですので、今後とも調査結果を十分に活用しな

がら、さらに有効な取り組みが進められていくものというふうに考えているところ

です。以上でございます。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  
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○議員（４番  杉谷洋一君）  一番気になるところをちょっと聞いてみますけど、

この前、中永前教育長のお話を聞く機会がありまして、鳥取県の教育力というのは

非常に高いということは、わたし聞きました。鳥取県は教育予算は、全国で２番目

であるとか、あるいは学力は、全国で１０番前後であるということを聞きましたけ

ど、ところが気になるのは大山町はどうなのかということをまずお聞きいたします。 

それと先ほどありました朝食を食べるとかあいさつをするとか、いう調査項目が

ありまして、これも以前東海大の小沢教授が大山町の中山でお話をされた中で、朝

ごはんを食べると、食べてる子どもは成績もいいんだというようなお話もありまし

たし、まあこの専門家の、他の先生も言われるには、頭に血糖値が上がり活性化を

するんだというようなことをよく聞くわけなんですけど、このあたりの大山町はそ

ういう朝ごはんをきちっと食べている子どもっていうのは、やはり成績っていうの

はいいわけでしょう。そのことと、それから先ほどまあテストのこの結果でですね、

保護者とのいろいろな中での信頼の醸成と情報の共有化はどの程度できているか、

いろいろなものをつくってですね、お話したりというようなことがあるわけで、そ

のあたりのことをもう少しお話ししてください。  

○教育委員長（伊澤百子君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。  

○教育委員長（伊澤百子君）  そうしましたらただいま杉谷議員さんからの追及質

問にお答えいたします。  

 大山町は全国の中であるいは県の中でどうなのかということですが、まず県のレ

ベルというのは、全国の中で比較的高い、良好なところにございます。県でも東中

西というふうにまたちょっとずつ傾向が分かれておりますが、大山町につきまして

は、そういう県のレベル、全国のレベルより高いところもありますし、科目の中の

狙いによっては、低いところもあるというふうにお答えをいたしますが、まあ概ね

良好ではないかというふうに、もちろん改善するところはたくさんございますけど、

概ね良好ではないかというふうに思っております。  

 それから先ほどの朝食の件につきましても、また後ほど食育について質問を受け

ておりますので、その時にもまたお答えをしたいと思っておりますが、本当に朝食

を食べるということが、非常に体力はもとより学力、生きる力において大事なこと

であるということはもう教育委員会みんなで認識をして、いろんな形で取り組んで

いるところです。  

 先ほどおっしゃいました細かいことにつきましては教育長の方よりお答えをいた

します。  

○教育長（山根  浩君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  山根教育長。  

○教育長（山根  浩君）  委員長さんがかなり詳しくおっしゃいましたので、わた
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しが付け加えることがないですけど、おっしゃったとおりでございまして、大山町

のそれぞれの７つの小・中学校一生懸命頑張っておるということだろうと思います。

特に今年、今年度は抽出調査になりましたけれども、平成１９年に６年生だった子

どもが中学校３年生になった。で、同じような質問し調査も受ける。今年の結果を

非常に楽しみにしているわけです。６年の時にきちんとやったのが、中学校３年に

なった時にどう変わったっていったかというのが、今年度の調査でよく分かること

ではないかなと思います。特に朝食を食べる、というのが一番基本的なことですけ

れども、心穏やかにやっぱり朝早く起きてご飯いっぱい食べて、学校に元気よく行

って、午前中しっかり勉強して、給食食べてまた元気になってという形が一番望ま

しいことではないかという気がしております。  

 それから、家庭学習が少ないというのは、大山町全部に言えることでございまし

て、今どの小中学校もこの家庭学習のどういうふうに手引きを作ろうかとか、手引

きも作っておりますし、どういうふうに勉強せ、勉強せばっかり言ってもですね、

成果はありませんので、どういう具体的な方法でやるのかということをそれぞれ、

それぞれの学校が考えて実施しておるというところでございます。以上でございま

す。   

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  はい、時間がなくなって、こっちが焦ってしまいま

すけども、最後になろうかと思いますけど、あいさつについてです。  

 やはりそのあいさつっていうのは、社会性一番大事かと思います。わたしも大山

カレッジ通わさしていただいて、毎朝中山中学校の子どもたちが一年生の部屋の前

を通ると子どもがドアを開けてきてですね、「おはようございます」というようなあ

いさつをしてくれます。とてもこちらも気分がいいです。ああ、やっぱり大山町は

前教育長がおっしゃったようにあいさつはしっかりやってるんだなと思ったわけな

んですけど。その後頃、大山口で「さわやかマナーアップ」というのがありまして、

わたしも立たせてもらい、さぞ高校生もしっかりあいさつできるんだろうなと思っ

て張り切っておりまして、「おはようございます」とこっちもしっかりあいさつした。

「おっす」なんちゃなことですね、これはどうなってるんかいなと思って。そのあ

たりのことはですね、やはりそのわたしが小学生の頃、ＰＴＡやっているときは、

あいさつをしましょうということで、一生懸命やっておったんですけど、そのあた

りのことはどうなってるのか、最後質問いたします。  

○教育委員長（伊澤百子君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。  

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまそのあいさつが大切だということで、もう

本当に人間の基本だというふうに思っております。たまたま今回の基本的生活習慣
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の調査の中にも、あいさつという、近所の人に合ったときはあいさつをしています

かという項目がありまして、これがあいさつをしていますという肯定的に答えた子

どもたちというのが、実は国語の知識も活用も、算数の知識も活用も、どれも非常

に高い、もう肯定的に答えた子ほど高いという結果がでておりまして、何か明確な

相関関係なんだなというふうにわたしどもの方も思ったところです。ということで、

あいさつ運動というのは、地域の皆さんにもみんな一緒になって、協力をしていた

だき、これからも押し進めていきたいというふうに思っております。以上です。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  杉谷洋一君。  

○議員（４番  杉谷洋一君）  時間がきましたので終わります。どうもありがとう

ございました。  

○議長（野口俊明君）  これで杉谷議員の一般質問は終わります。   

────────────────・───・─────────────────  

○議長（野口俊明君）  続いて２番、米本隆記君。  

○議員（２番  米本隆記君）  わたしは恵みの里公社の運営について１点質問させ

ていただきます。  

まずこの一般質問の前にわたしは、経済建設常任委員会の副委員長として管轄し

ます農林水産課および観光商工課につきまして質問いたしますが、これにつきまし

ても議員の皆さんの中では賛否両論あるかというふうに思いますし、また執行部の

方としてもそのように思っておられることもあるかと思います。が、しかし、これ

はですね、実は３月の議会の中で、経済建設常任委員会として行政、執行部の方よ

り聞き取り調査をいたしましたこととですね、恵みの里公社の職員がですね、生産

部会の中で申してました発言の内容がですね、食い違っておりましたために敢えて

この問題を一般質問させていただきます。  

恵みの里公社の中に生産部会が作られまして、５月３０日ですか、これの中の野

菜部会が今後の活動などについて話し合われました。その会の中である会員が農産

物処理加工所のことについて質問がありました。どのような物を作るのか、原料と

なる農産物は何かなど興味をもっておられまして、で、いつ、何を出荷すればいい

のかなというふうな質問もありました。  

公社の職員は、農産物処理加工所の稼動や作り出す商品まで説明をしていました

が、ところがその内容はですね、３月議会の常任委員会に担当課長が報告する内容

と全く違ったことでありました。わたし、常任委員会で聞きましたのは、操業時に

は技術ができていないので受注商品をまず最初に手がける。その後、技術が伴って

くればプライベート商品を製作するというものでありましたが、ところがわたしが

生産部会で聞きました内容では、プライベート商品を今スポット的に作っていると。

で、その内容は何ですかというふうに問い合わせましたらコロッケ、シュウマイ、
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餃子、こうようなものを作っているというふうな回答でありました。  

そこでわたしは、この本当に農産物加工所の現状はどうなのか、これを明らかに

したいという問いに思いまして、町長に次の事を質したいと思います。  

まず、農産物処理加工所は６月本稼動と聞いていましたが実際はいつになるんで

しょうか。  

二つ目、この６月に本格稼動できなかったのならその理由はどういったことでし

ょう。  

三つ目、現在、本当に製作して商品化できる商品は何でしょうか。  

四つ、これは専務の方が言われたんですけれど、問屋を通して販売しているとい

う商品がありました、この商品はなんでしょうか。  

五つ目、この１番、２番ですけど、農産物処理加工所が６月本稼動と聞いていま

したがいつになるのか。また６月に本稼動できなかったというのならその理由はっ

ていうことなんですが、この２つの理由で本年度農産物処理加工所の計画に影響が

及びはしないか。  

最後に、この担当課長の説明とですね、公社の職員の言われることが食い違って

いたことは何故か。  

わたしは、課長と担当する公社とは緊密に連絡をとっておられるというふうに考

えておりますが、なぜそのように食い違ったのか、ご質問いたします。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  それでは、米本議員さんの大山恵みの里公社の運営 (農産物

処理加工施設 )についてということでございます。公社の理事長を町長が務めておる

ということの質問でありますので、お答えをさせていただきたいと思います。  

まず１番目の、農産物処理加工所は６月本稼動と聞いているが、実際はいつにな

るのかということについてのご質問でございます。  

当初の予定よりも１カ月ほどの遅れということになりますけれども、７月の中旬

には本格の稼動を予定をいたしているところでございます。なお、一部の受託の加

工品につきましては、試作段階でございますが、工場の製造工程、設備等の製造能

力の検証、想定の共通経費の確認及び、味付けの評価等の検証をするため、５月に

は受注品としてメンチカツ約５，０００食ほど、４，９２０食でございますけども、

そしてカレーの４００食ほどを出荷させていただいたという経過がございます。  

２番目の６月に本格稼動できなかったその理由ということについてでございます。

先ほど述べさせていただきました内容も含めまして、机の上の計算だけでなくて、

実際の運営加工に必要な事項、いわゆる経費の積算によります販売原価の検討であ

ったりとか、食品衛生上の細菌数、あるいは成分分析等の安全基準の確認であった

りとか、表示方法の検討、そういったこと事柄、あるいは注文の時の販売体制の整

備、特にネット注文のためのネット回線等の整備であったり、販売ページやカタロ
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グ等の作成、そういったことなど、総合的に解決しなければならない問題が多くあ

りました。時間が少しかかっておるということでありまして、それが原因となって

もおります。  

 また、当面、肉製品を中心としたラインナップとなっておりますけれど、特に４

月後半５月、そして現在もですけれど、口蹄疫に対する問題の中で原材料の価格の

問題、そういったことを含めて出来るだけ安価な時期を狙ってはという考え方の中

からそういった作業もあるいは発売時期もずらす、そういったことに影響があった

というところでございます。  

 いずれにいたしても、当初計画どおりに進まなかったというのは現状でございま

して、今後、堅実な加工所の運営、これを目指して加工所の現場、あるいは生産者

の部会、事務方の連携を密にしながら取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。  

そして３つ目の、３番目の現在製作している商品ということについてでございま

す。鶏肉の製品につきましては、チキンカレーであったり、チキンのメンチカツ、

鶏肉のつくね、あるいは鶏肉のギョーザ、あるいは鶏肉のシューマイ、また牛肉の

製品としては、ハンバーグカレー、牛肉のメンチカツ、牛肉のすきやき風のコロッ

ケ、牛肉ハンバーグ、牛丼、そういったもの、豚肉製品といたしましては、豚丼と

いったものであります。最後に野菜の製品といたしましては、野菜カレーといった

ものでございます。今述べさせていただいたものがだいたい７月の中頃の発売、予

定している商品群ということであります。  

そして４番目の、『問屋を通して販売する商品は何か』ということでございます。

現状では、先ほど申し上げました商品群が、それに該当するというところでござい

ます。要望に応じて、重量、あるいは包装の形態等々が、あるいは入り数、そうい

ったものを変更して対応していくことになります。  

また５番目の、本格稼動が遅れることで今年度の農産物処理加工所の計画に影響

を及ぼさないかということについてでございますが、発売の遅れは、もちろんその

影響があると懸念をすることは否定できませんけれども、不十分な体制の中で商品

を販売展開していく、そのことの方が、先々のことを考えれば、消費者の方々への

信頼を含めて、はるかに大きなリスクを負うことになると考えておるところであり

ましてこの時期の、７月の販売ということで計画をして進めているというところで

ございます。販売時期につきましては若干遅れましたけれども、更に営業努力に励

んで、公社商品を多くの人に食べていただくように、買っていただくように努力し

てまいりたいと考えております。  

そして６番目の担当課の説明と公社職員の言われることが食い違っていると、何

故か、ということについてでございます。わたしも恵みの里の野菜部会のときにも

おらせていただいたのですけれども、たぶんいずれかの説明不足が、そのような勘
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違いをもたらしたのではないかなという具合にわたしは感じて思っております。現

在受託商品というもの、そして取り組んでおりますプライベート商品、これは全く

別という物ではございませんで、基本的には同一の商品の中で、納めるところによ

ってのいわゆる商品の重量や数量、あるいは軽包装あたりが変わってくるというも

のでございます。  

商品そのものが完成をしておりまして、販売の相手によって受託商品としての納

品、あるいは、プライベート商品としてのセールスを展開して行くという形のもの

で現在はございます。当然ながら、既に販売ルートの開拓、いわゆる受託先であり、

問屋さんであり、小売店さん、そういった販売ルートの開拓と自社の直売、いわゆ

るインターネット通販であったり、道の駅の販売であったり、そういったところへ

の準備を進めているところでございまして、最終的に完成した商品をもってのプレ

ゼンテーション・商談の詰めを行うのは７月からということになります。ご案をこ

れからさせていただくということなりますけれども、７月の７日の日に、こういっ

た出来上がった商品をＰＲし、試食をしていく、あるいはそういった公の方にお披

露目する会を予定しているところでございます。  

 そういった流れの中で、売り上げ目標の比率も２２年度は受託商品に力点置いて

おりますし、出荷の計画も上半期は受託の商品優先になっているというところであ

ります。  

 スタートをして、製造や販路拡大、あるいは商品ニーズ、取り引き先からの求め、

そういったことを積み重ねて経験する中で、たぶん米本議員さんの方が理解をして

おられると思いますけども、加工所独自のさらなるプライベート商品の開発と、展

開ということにつながっていくことになると、目指していくということになると理

解をしております。  

 この度の説明の内容の中で、わたしは一致した内容であると理解しておりますけ

れども、十分な説明でなかった、あるいは誤解を招くようなところがあったという

ことにつきましては、お詫びを申し上げご理解を賜りたいと思っております。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。  

○議員（２番  米本隆記君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。  

○議員（２番  米本隆記君）  今、町長の方から県の話の聞き方の食い違いという

ことがありましたが、実際そうであればいいんですけれども、実はわたしが一番懸

念するのはですね、町民の皆さん、生産者の皆さん、まあ町民の皆さんですね、が、

受けられる印象とですね、議会がこの３月議会で予算を承認するときに、わたした

ちがこういう内容で、これだったら大丈夫でしょう、やってくださいということで

承認することはですね、またずれてしまってるということになりますと、あとあと

町民の皆さんから問い合わせがあった時に、「いや実はこうだったんです、実際は」
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とかといっても、公社の方がそういうふうに発言されて、こういうものがやってき

ますとか、こうですよと言われた時に、やっぱり食い違いが出ます。そうすると、

逆に町民の皆さんからは、「議会は何しとるんだい」とお叱りを受けるようなことに

なってもなりません。  

それで敢えて今回この質問をさせてもらったんですが、一点ちょっと、もうちょ

っと踏み込んでお聞かせ願いたいんですが、まあ口蹄疫で原材料が高くなるんで、

安いときに仕入れるというふうなことを言っておられました町長、答弁されました

けれど、実はですね、わたしも鳥取中央農協の畜産の担当の方にもちょっと問い合

わせてみました。そうしますとね、県内の牛肉の出荷量には変わりないし、価格、

また養豚の方ですね、これも価格も上がりもしない下がってもいないというふうに

言ってましたんで、多分町内の肉にしても、その地元産、地産地消ということで加

工所を使われると思うんですけども、そうしますとその価格的にも上がりもしない

下がりもしないということでありましたら、口蹄疫の影響っていうのは、まず考え

られないと思います。  

それと肉を扱う業者の方にちょっとわたし、ちょっと知り合いがありまして、そ

ちらの方も聞いてみたんですけれども、やはり業者の方も販売については、影響は

出ていないと言ってます。ただ、今後影響が出てくるとしたら、宮崎九州産の子牛

の価格が高騰するだろうと、ああ、激減、安くなるだろうと。そうすると、四国九

州ぐらいの、あ、四国中国ですか、の子牛の価格が上昇するだろうというふうな予

想をしておりました。現に６月３日の琴浦の家畜市場のセリでの話なんですけどね、

これ有名なところ、松坂とかそういうところからもひきがあったみたいなんですが、

やっぱり平均的に牛は上がっていると。で精肉については上がっていないというこ

とですんで、わたしはさっき言われました口蹄疫の影響というのはまずないんでは

ないかなというふうに感じております。そのへん、本当に口蹄疫が原因だったんだ

ろうかというふうにちょっとお聞かせ願いたいというふうに思いますし、それと７

月に１３、えーと先ほど発売する商品群があるといわれましたけれど、実は先日議

会全員でですね、その加工所の方に伺いました。そこで工場長の方からですね、い

ろいろとその話を聞いた内容の中で、なかなかそうはいきませんよという話も、ち

ょっと消極的な意見も聞いたんですが、っていいますのが、一つ商品を開発するの

に、やっぱり時期的６カ月ぐらいの期間が欲しいというふうなことを言っておられ

ました。で、先ほど１０何種類というふうに言われましたけど、本当にこれを全部

やられるのか、これからでも絞ってでも、これとこれとこれだと、これである程度

やっていくんだというふうな考え方をもたれるんかね、そのへんのところもちょっ

と合わせまして、この２点ちょっともう一度お聞かせ願いたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  米本議員さんの方から２点のご質問でございます。口蹄疫
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の原因が本当かということでございますけれども、わたしが話を聞く中で、特に原

材料を調達するその時期の問題もあったのかなと思いますけども、そういう動向が

あるということで、時期をずらさせていただかなければならないのではないかなと

いう話があります。まあ米本議員さんが、聞かれた時期とあるいは担当するものの

方が対応について苦慮していた時期とが、ずれるのかもしれませんけれども、そう

いった判断の時期の中でわたしは把握をさせていただいております。そしてもう一

つ、自分なりにこう感じる中では、特に肉製品というものが、今非常に宮崎牛とい

うことについての買い求められるということについては、よくスーパーの方で、セ

ールをされたりということで賑わいがあるようでありますけども、加工商品を、肉

製品をタイミングの中でこういった口蹄疫が非常にこう取りざたされる中での新し

いこういった加工品の販売時期というのは、少しやっぱり検討しないといけないん

ではないかなという、わたしなりの思いは少しあったりしております。そういう意

味合いで６月よりも少しやっぱり伸ばすほうがいいんではないかなという、そうい

う話を聞く中で、感じた場面もございます。  

まあ原因が実際ないよということであるとするならば、非常にありがたいことで

ありまして、仕入れる原価、そこに反映がされないということでありますので、非

常にその面については、ありがたく思いますし、取り組みについては予定をさせて

いただく中で、順調にいけるんではないかなと思っております。  

それから製品についての期間が非常に短い中でこれだけたくさんの商品を本当に

やるのかということでありますけども、ご存じのように工場長が先般、皆さん、議

員の皆さんが加工所の方に行かれていろいろなご質問をされたのかなと思いますけ

ども、工場長としての正直な気持ちをたぶん述べたんじゃないかなと思っておりま

す。  

しかし、彼は彼なりに昨年から工場長候補という形で採用し、この期間ずっと１

月２月３月、いろんな製品の試作についても勉強し、そして４月この加工施設が動

くと、稼動すると、そして従業員の方々も雇用してそういったメンバーに指導して

着実な製品を仕上げていくという形の中で目標をもって今日を迎えてきておるとこ

ろでありますので、それまでの経験を踏まえながら、公社の加工所としても事業と

して成り立たせていかなければならないという大きな使命をもって工場長も取り組

んでおるところでありますので、このことも踏まえて先ほど述べさせていただいた

たくさんの商品について７月に皆さん方にもまた試食をしていただいたり、マスコ

ミの方にもＰＲをさせていただいたり、本当に気持ちよく地元産品で作った大山の

加工品を是非とも大山ブランド品に仕上がるような形の中で発展させていただきた

いなと思っておるところであります。そういう思いの中でこういった商品を、従業

員も一緒になって取り組みを進めておるところでございますので、どうぞお力添え

を販路拡大も含めて賜りたいなと思っておるところでございます。どうぞよろしく
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お願い申し上げます。  

○議員（２番  米本隆記君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。  

○議員（２番  米本隆記君）  今、原材料についてもやはり町内産を主に使うとい

うことでありましたんで、口蹄疫の影響も少ないというふうにわたしも感じました。

これは一つ置いておいてですね、まあ安全なものを供給していくのがやはり努めだ

というふうに思っております。  

それで今度はですね、野菜の、まあわたしも野菜部会の方に加入させていただい

ておりますんで、野菜の方についてちょっと聞きたいと思いますが、やはり公社の

方が使われる野菜、これにつきましては、ある程度、どの程度のものを受注するか

ということをお聞きしております。昨年のですね、１２月に配られました資料なん

ですけども、大体的にですね、ハンバーグ、コロッケなどですね１万から、コロッ

ケ、メンチカツだと３万ぐらいとかというふうに受注の数量も、あのとき岡崎専務

が来られたときだと思います、全員協議会の中でお聞きしておりまして、だいたい

この程度のものは受注ができるだろうと。ですから生産するにあたりまして農産物

につきましてもどのくらいっていうのは大体目星的なものはついているというふう

にわたしも感じておりました。  

ところがそのへんのところもですね、生産部会の中では一応今年やってみて来年

からっていうふうなことで、本格的に作付けするのはっていうふうな言い方をされ

ておりまして、ちょっと待てよと思いましたのが、実はタマネギ一つをとって例に

挙げますとですね、タマネギというのは、９月に種を蒔いて１１月に植え付けです

ね、で、６月になってから収穫しますと、来年のタマネギの数量はもう９月には分

からないと、種が蒔けないんですね。そうするとまた１年遅れになる。で、そうい

うふうに遅れ遅れっていうふうなことになってきますと、やはり農家の皆さんも何

を作っていいのかっていうのが分からんようになってくると思いますんで、これは

まあタマネギというのは一例ですけども、各その生産の時期、それといつこのぐら

いっていうのはやはりおおよそのところはやっぱり生産の中、生産物が、農産物が

できるときにある程度、その受託商品がこの時期にはこれぐらいできますよ、プラ

イベート商品ができますよということをやっぱ計画的にもってもらわないと、いけ

ないというふうにわたし思うんですね。そのへんのところ再度町長のお考えをお聞

きしたいと思いますので、まあ全てがじゃあそれに合致するっていうふうにはなら

んと思います。しかし、ある程度その大筋なものですね、道筋でないですけど、作

ってもらってこの時期にはこういうものがだいたいどのくらい要りますよというも

のを作ってもらわないと、生産体制というのもできないというふうに思います。そ

のへんのところお考えをお聞きしたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  
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○町長（森田増範君）  米本議員さんの方から、野菜を中心とした質問でございま

した。ご案内のように、公社の事業を進めていく中で、安定をした事業展開という

ことの中で当初にも話をさせていただきましたけれども、年間コンスタントに、原

料として供給ができるところの肉製品をまず、メインの形にして取り組みを進めて

いこうということでございまして、まあ町内の牛、豚、鶏そういった肉製品をまず

メインにした製品づくりということで取り組みを進めておるところでございます。

その中で先ほど述べられました資料の方も、議会の皆さんの方にもお示しをさして

いただいておるところでありますけども、そういった製品を中心として、じゃあ野

菜をどれぐらいのものを扱うのかということで示させていただいたあの表がござい

ます。その中でももう早速使えるんかなというぐあいに農家の皆さんは、思われて

たふしもあるのかなというぐあいに思っておりますけれど、実際に加工の方をとり

進めていく中で、実際にタマネギがどれぐらいの歩留まりになっていくのか、ある

いはこれが仕上がった時にどれだけの原材料になるのか、原価になるのかというと

ころの計算をやはり製品を作りあげていく中で、必要になってまいります。原価計

算が必要になります。そういった契約を農家の皆さんと、これぐらいの金額で買い

ますという契約をしていく形の中で、やはり買わせていただく、単価を占めさせて

いただかなければならない。その段階が１００円～１５０円ぐらいの間ですけんな

ということでは契約に当然ならんわけでして、そういった詰めをさせていただくに

はやはり製品を作り、原材料計算をしていって年間を通じて求められるもの、旬の

もの、いろんなパターンが出てまいりますので、そういったものをこの１年間、ま

ず第一段階として取り組む形の中で数字的なベースがでてくるだろうということで、

それをもってこの時期のものは、この単価で買わせていただきたいという公社の加

工所の方からのまあ提案、それに農家の皆さんが、じゃあ作っていいわいというよ

うな多分流れになってくると思います。そういった取り引きの流れは、現在部会の

方で、野菜部会、立ち上がっておりますので、これから野菜部会の方に向けて、そ

ういったデータを積み重ねながら、正式な形ではおっしゃいましたように、作付け

が２３年ということになりますと、それの計画は、今年の秋あたりから、種の準備

であったりとか、いろんなことが始まりますので、２３年産に向けて、今年の秋あ

たりからもう詰めて押していかなければならないと思いますので、部会の方の、皆

さんの方に部会員さんを通してお示しをし、部会の中でどういう取り組みができる

かなという形を、の中で取り組んでいただくということになろうと思います。その

時に単価はいくらでというお示しができるんじゃないかと思っております。その単

価を見て、やあこれだったらいやだわい、いやだなという方もあるかもしれません

し、まあやってやろうっていう方もおられるかもしれません。  

まあそういうことでありますので、野菜の方につきましてのこれからの取り組み

は一つご理解願いたいと思います。ただそうは申しましても、このたびも野菜部会
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等もまた開かれていくわけですけども、この時期のタマネギがもう旬のものが収穫

が始まるようになっております。計画をしていただいて、契約をしていただいてお

る状況ではないんですけれども、それでもこの扱います利用の中では、タマネギは

非常に野菜の中では多い量でありますので、これから工場の方でどれくらいの金額

ならいいのかなということを検討しながら、７月の部会あたりには金額を示させて

いただいたり、こういう重さ以上のものであったり、こういう形状のもので収めて

いただく場合にこれだけの金額でということを示させていただいて、対応がしてい

ただける方があれば、それでも出していただこうかというような検討を今進めてお

るところでございます。契約生産であったり、急な部会の皆さんへのお願いであり

ますので、ここに予定をしておるほど求めれるのか、あるいはオーバーするのかよ

く分かりませんけども、まずそういった取り組みもやはりできるところからやり始

めていこうやと言うことで検討し、提案をさせていただくような形になろうと思っ

ております。当然、これも部会の部会長さん、副部会長さんとも相談をさせていた

だきながら、部会の皆さんの方に示していただくという形になろうと思いますので、

ご理解を願いたいと思っております。以上です。  

○議員（２番  米本隆記君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  米本隆記君。  

○議員（２番  米本隆記君）  そこんところは了解しました。最後にですね、確認

のためにお伺いします。  

 今回一番問題というか、わたしが言いたかったのは、やっぱりその公社の職員さ

んが、部会の中で発言されたことと、議会の方が聞いたことがちょっと違っている

ということです。で、そこのところですね、やはり公社の方にも理事会、また評議

委員会ありますんで、そこでやっぱり決定されたことが、公社の運営として生かさ

れてこないけんと思いますし、まあそこんところには担当課の方からの協議という

ものが必要になってくると思います。  

ですからのそのあたりのですね、再度町長の方にこれはお聞きしたいんですが、

きちっとこの辺を遵守して、単独で公社の方が動かない。そのへんのところは評議

委員会、理事会そこんところできちっとしたところで、まあわたしは動いていただ

きたいというふうに思うんですが、そのあたりのことを最後お尋ねしたいと思いま

す。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  米本議員さんの方からのご指摘でございますけども、それ

ぞれ行政の方、あるいは公社の方での取り組んでいることについての表現が誤解を

得るような形であってはならないと思っておりますので、その点については公社の

方もそして担当しております担当課の方、行政の方も気をつけていきたいと思って

おります。  
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ただその中で、公益事業、収益事業という事業を抱えて公社が取り組みを進めて

おります。公社は、公益事業については特に大山恵みの里のプランを具現化をして

いく、特に雇用を確保していこうというテーマと、それから農家の皆さんの当然こ

の加工所を運営していく、これも事業展開していくという大きな目標は、公社の加

工所の事業が安定していく、あるいは拡大していく、そういう形の中で拡大するこ

とによって使わせていただく原材料が、大山町地元産、そういったものであります

ので、所得の増大、向上につながるということでありますので、そのことを大きく、

そのことをしっかりと頭に置きながら取り組みを進めておるところであります。  

まあそういう流れの中でありますので、単独で進めていくと、あるいは独自の捉

え方の中で、いろいろと戦略を練って取り組んでいくというのは公社であるという

具合に思っておりますので、公社のいろいろな取り組みを所管します行政の担当課

の方に連絡を密にしながら、大きなこう誤解があるような形で町民の皆さんや皆さ

んの方に表現の形で誤解を得るようなことのないように努めていきたいと思います

し、そういった指示をしたいと思っておりますので、よろしくお願い申し上げたい

と思います。  

○議員（２番  米本隆記君）  終わります。  

○議長（野口俊明君）  これで米本隆記君の一般質問は終わります。  

────────────────・───・─────────────────  

○議長（野口俊明君）  次、９番、吉原美智恵君。   

○議員（９番  吉原美智恵君）  はい。  

○議長（野口俊明君）  なお、吉原美智恵君の質問に関しては、午前、午後にわた

ると思いますので、場合によってはきりのよいところで切らしていただきますので、

よろしくお願いいたします。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  分かりました。それでは通告にしたがいまして３

問質問いたします。  

まず１問目です。住民自治組織の進捗状況と今後はということで、町長に質問い

たします。今年度の重要な施策として取り組まれている住民自治組織が具体的な作

業に入っています。そのひとつであります「集落の健康診断」は、現在のところ１

６８集落のうち、１８の集落で開催されたということであります。今のまま、手を

上げたところへ出向く方法でよしとされますか。  

また、まちづくり推進員さんの出ていない集落もあると聞いています。  

住民の皆さんと行政とが、共に取り組むまちづくりを推進していくうえで、大変

重要な取り組みだと思いますが、住民の皆さんの理解と関心が深まっていないよう

に感じます。今後、どのように取り組みを進めていかれるのかお答え願います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  吉原議員さんの１つ目の住民自治組織の進ちょく状況と今
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後はということについてでございます。  

 まず「集落の健康診断」につきましては、現在のところ、集落の健康診断につい

て話を聞いてみようという集落、あるいは行政のほうで司会役をあるいは進行役を

させていただき、そういったお手伝いをさせていただく中でのワークショップをし

ていただいた集落、また自主的に点検を行ったりして積極的に取り組んでおられま

す集落、合わせますと３０集落ほどに何らかのそういったアクションをいただいて

いるという現状がございます。  

現在の取り組みにつきましては、集落の自主性と集落のペースを尊重して、手を

挙げられた集落にお手伝いに行っているというのが現状でございます。ご指摘のと

おり、この事業についての理解と関心が無ければ、ワークショップであったり、む

らのことを自ら考えていこうというそういった取り組みが花開くことはないと思っ

ています。  

このために、区長さんには、集落の役員会やまた皆さんが集まられる機会があり

ましたら、事業の説明に出かけさせていただきたいというお願いをさせていただい

ております。これまでも数集落で事業説明をした後に「集落の健康診断」へとつな

がっておるところでもございます。  

いずれにいたしましても、これは息の長い取り組みになると思っております。む

らの健康診断をしてそれで１年で終わりでということはないと思っていますし、そ

れをすることによってさらさらにいろいろな展開も進んでくると思いますし、やっ

ておられないところには、その火を付けさせていただくそういった手だても必要で

あると思っております。今後も区長さんへの働きかけと広報をとおして呼びかけを

進めてまいりたいと思っております。  

また、まちづくり推進員さんにつきましては、町内旧小学校区の１０地区のうち

逢坂、下中山、あるいは光徳、御来屋地区の４地区でまちづくり推進員の地区会議

が始まっておるところでございまして、おおむね月１ペースで、４地区合わせてす

でに１０回ほど行っているところでもございます。  

それぞれの会長さんの下でワークショップや話し合いが行われているところです

が、まだご指摘のようにまちづくり推進員さんの選出がなされていないところもご

ざいますので、現在、まちづくり推進員さんの選出、あるいは地区会議への出席を

お願いをしているというのが現状でございます。以上であります。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  さっきの町長の説明ですけれども、まずきちんと

しておきたいのは、今の地区会議状況、健康診断と、それについてですね、アクシ

ョンと言われました。それはアクションはアクション、行動ですよね、行動したの

は３０部落って言われましたけれど、それについては聞いてませんし、わたし自身
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としての調べたところは、ワークショップ、このワークショップという言葉がまた

どうかと思うんですけれども、話し合いということですけれども、そのされたとこ

ろが１２部落、そして自主的に健康診断をしたのが７部落で、今１９、まあちょっ

と１部落増えましたけども、それが実際に今、行われている状況だと思います。  

それでこの間広報だいせんが出まして、いいぐあいにアンケートをとっておられ

ます。その中でですね、この住民自治組織の機能強化というところのアンケートが

ありまして、住民のほうの皆さんとしては、満足度が低く重要度も低いという改善

分野のところに入っています。そこがですね、満足度が４８．９７％、重要度も６

０．３％ということで、まあ住民さんの意識はそういうところです。そうなります

と町長は今年３月に目玉施策は何かと同僚議員が尋ねた時にですね、この住民自治

組織がんばるんだと、目玉施策だといわれました。そのへんのずれについて聞きた

いと思います。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  集落の健康診断ということについての住民の皆さんのまだ

まだ認識が低いのではないかというご指摘だろうと思っております。私もそのよう

に理解しております。特にワークショップという言葉自体も本当にこれって働いた

お店ってなんだかいなというのが現状だろうと思ってます。こういったことの言葉

自体もですね、何だろうなと思っていただくところから始めることも大切だろうな

と思っておりますし、やはり自分たちのまちを考えていく中で、わたしも住民の視

点、町民の方々の視点に立ったまちづくりという捉え方の中で、やはり生活をして

いる場所が集落である、そこにやはりもう一度軸足を置いてむらづくり、自分たち

の住んでおる村づくりを考えながら、それを町づくりにつなげていこうというのが、

前回からの話の大きな視点でございます。そういったことを話をさせていただく中

でまだまだ皆さんの方には行き渡っていないという状況であります。わたしもそれ

を理解しております。  

ただこの取り組みについては、それでも何らかの関心を持っていただく中で３０

に近い方々の集落が、動きが見えてきている。わたしはこの実際に動き始めており

ます半年間の中では、非常に動きの中ではそれぞれ集落の中での動きが始まってい

るんでないかなと思っています。特にこの取り組みについては、わたしは人権啓発

と同じような形の視点ではないのかなと思っております。一人ひとりが気づくこと

によって、そういったことをやっぱりやらなきゃいけなんでないかという気づきを

促すということも大切ですし、そこから広げていく、一人ひとりの意識を高めてい

くということから、やはりこのむらづくりあるいはまちづくりにつなげていくべき

だと思っておりまして、その点にはやはり時間が掛かるんではないかなと思ってお

ります。ただおっしゃいますようにこの時点でこういう状況でありますので、担当
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課の方とも少し検討しながら、この集落の健康診断ということも含めてむらの方に

少しずつ出て、行政の今取り組んでおります内容の状況であったり、こういったむ

らの、づくりから町づくりを考えていこう、あるいは農林水産課のほうでも過疎法

の関係で中山間の取り組みを村のほうにも集まっていただいて説明させていただい

てるところもありますけども、まだまだ１００％ということでもありませんので、

そういったことも絡めたり、いろいろな行政が抱えていますそれぞれの住民の皆さ

んのほうに伝えたいこと、あるいはこうした取り組みを是非とも皆さんも一緒にな

って汗かいていきましょうやという取り組みをしなければならないなということで

担当課のほうともその検討を今しておるところでございますのでよろしくお願い申

し上げたいと思います。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  先ほどですね、大事ではあるけれど、まだまだっ

て言われました。で、施政方針で３月の時はですね、説明書ではですね、集落の健

康診断をまず行いということが書いてあります。そして今年１月の区長会で旧村単

位でのまちづくり推進員さんの会合を開催しということが書いてあります。で、今

回の６月議会における政務報告になりますと、１１集落で事業説明を行ない、９集

落でワークショップを行いました。さらに旧校区で地区会議が４地区で始まってお

りということになって、集落の健康診断と地区会議の推進に努力してまいりますと

書いてあります。地区会議がここで出てくるわけですけれども、その地区会議とそ

のまちづくり、むらの健康診断とその２本立てみたいになった状況になっています

けれど、その兼ね合いを教えていただきたいと思います。  

それからまず、どうして浸透が遅いのかと振り返ってみますと、１月の区長とま

ちづくり推進員の全体会議があったと思います。その時にですね、まあいつも言っ

てるんですけれど、区長さんも忙しかったり回り順だったりしますので、やっと出

てきておられる区長さんもおられるわけです。で、そしてその時に区長にまちづく

り推進員さんも出てもらうようにということで頼まれたみたいです、行政のほうは。

それが通じていなくて１月のまちづくり推進員になっててすごく気にしてましたの

に出られなかった、そういう状況もありまして少なかったと思います。  

そしてまたその次に、３月２０日に全町のまたまちづくり推進員の集まりがあり

ました。その時にあるまちづくり推進員さんが出かけてみますと、庄内地区ですけ

れど、８部落の方しか来られてなかったと、そしてですから分科会に分かれたとき

に何も話ができなくて先に進めなかった。会長も選べなかったということを聞いて

おります。で、その受け取り方がそれぞれ個性が違いまして、そのむらづくり推進

員さんはこの庄内地区の会議がきちんと終わらないとむらづくりの健康診断ができ

ないと捉えておられまして、わたしはジリジリしてたんです。健康診断いつ行うん
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だろうかと。そういうふうに行き違いがあったみたいです。そのあたりのこと伺い

たいと思いますが。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  詳しいところについては、担当課のほうから述べさせてい

ただきたいと思いますが、まあむらの方の健康診断とそれからまちづくり推進員さ

ん集まっての地区会議のこれの兼ね合いといいますかということについてでありま

すけれども、これは以前にも話をさせていただいたと思っております。資料のほう

でも出させていただいておると思います。以前にも話をさせていただいたと思って

おります、資料の方でも出させていただいてると思います。集落の健康診断、集落

のことを自分らで自ら守り考え、次につなげていこうという視点での集落の取り組

みをしていただくと。その中で、当然集落で解決できない問題等々が出てきます。

そういったものは、地区であったりあるいは行政であったりという視点のテーマも

出てまいります。まちづくり推進員さんについてはそういったことも含めてですね、

地区旧校区単位で集まっていただいて、地区の集落で解決できない広域的な問題に

ついては、そこで話をしてもらうという形への２段階的な取り組みでいくんですよ

という話しをさせていただきました。ただその中で、集落の取り組みと、まちづく

り推進員さんという形の中での地区会議、兼ねられる方もあったりしますので、あ

ったりしてるんかなと思ったりしておりますので、そのへんのところでいろいろと

理解が十分していただけてないところもあるのかなと思っております。まあそうい

ったことも含めて担当課の方から少し説明をさせていただきます。  

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。  

○企画情報課長（野間一成君）  ご質問の件でございます。従来からこのまちづく

りにつきまして議員さん方にもご説明申し上げておりますが、町は今３本の矢、基

本的には３本の矢で進めておるところでございます。ご承知のことと思います。一

つが集落の健康診断の取り組み、それからもう一つが広域でのまちづくり推進員さ

んの取り組み、合わせて行政の取り組み、この３本が一緒になって元気な大山町を

作ろうという取り組みをしておるところでございまして、区長会でもそのように説

明をさせてもらいました。１月の推進員さんと区長さんの会議でもそのような話を

しましたし、３月のまちづくり推進員さんの活動の中でも広域での話をお願いしま

すということで、話をしてきておるところでございます。で、まあおっしゃられる

ように十分に浸透してない、連絡がうまいこといってないところもあったかもしれ

ませんけども、とりあえずこの取り組みは、住民の皆さんが自ら考えましょうや、

自分たちの地域をこの先どげんなるだろうかという話をまず考えてみませんか、っ

ていう話をしてきておるところでございますんで、そういう気がないところはある
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かもしれませんし、今十分力があるっていうところであるかもしれませんし、そう  

いった話し合いをもつ時間がなかなか取れないというところもあるかもしれません

が、それは皆さん方のことですから、最終的に。声かけは当然していきます。けど

も考え方としては、言ってみると意識啓発っていいますか、ケネディーの言葉では

ありませんけども、「国が何をしてくれるか問うんじゃなくて、国のために何をする

かを問うべきだ」という話がありますけども、今そういう取り組みをこの集落の健

康診断の中では進めておるところでございます。以上でございます。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君  

○議員（９番  吉原美智恵君）  今のところですね、じゃあ取りあえず何か問題が

ないかとかやってみようかという姿勢で行政はおられるみたいですけれども、この

目指すところは、１月の全員協議会で説明を受けたところによるとですね、わたし

の感覚からいたしましても、本当は重大なことでありまして、実際にこれからです

ね、財政が緊迫した中、そのそこそこの地域で本当に必要な事業は何かを自分たち

で考えて欲しいということが前提にあってこの事業をはじめられたと思っています。

で、いっぱいお金があるときは、どの事業も全部すればいいんですけれども、その

部落、その地域によって要望が違う、それの考える下地を作るんだという意味合い

にとっておりました。そこまで推進員さんが理解してるかどうか、またそのように

行政が説明しているかどうか分かりませんが、それぐらい根底には重要なんだとい

うことがないと、手を挙げてください、健康診断をしてくださいということですと

このまま、３年経ってもかなりの部落が残る可能性もあります。それでよしとされ

るのであれば、いたしかたないですけれども、そしたらそれだけ重要な下地がある

のでしたら、どこまでの最低ラインといいますか、むらづくり推進員さんからして

みますとある程度の全事業説明だけは全部落に行うとか、そういう最低ラインとい

うものも必要じゃないかと思うんですね。そして住民の皆さんが本気でこの取り組

みは大事だなと思わないと推進員さんだけ、区長さんだけが「しょいや、しょいや」

っていってもいけないわけで、まあそれの説得もいるでしょうけど、区長さんはむ

らづくり推進員さんの説得もいりますけれども、行政もきちんと仕事として捉えて

火をつける役はしてもらわないけんと思うんです。そのへんはどう考えるかという

ことと、それから実際にですね、推進員さんが９部落出ていませんが、それついて

アクションを起こされましたか。  

それから、対象地域の１６８集落ある中の１０戸以下の集落は、企画情報で対応

されるということが決っているようですね。この財政的支援の概要を見ますと。で、

実際に１０戸以下の集落に対してアクションされましたか。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  
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○町長（森田増範君）  ３つのご質問かなと思っております。まあこれからどう取

り組むのかということ、それから推進員さん出ていないところはどうなのかという

こと、それから１０戸以下の集落についてはどうなのかということのようでありま

すけども、最初の１点についてはわたしの方で述べさせていただいて、あとの点に

ついては担当課の方から述べさせていただきたいと思いますが、どう取り組むかと

いうことについてでありますけれども、ずっとお話をさせていただいております区

長さんあるいはまちづくり推進員さんが来られる中でこういったことの重要性、そ

れについては、吉原議員さん先ほどお話をされたとおりであります。で、区長さん

あるいはまちづくり推進員さん、なかなかこれを自分でやられるのは大変、大切だ

なと思ってもなかなか大変だ、あるいは忙しい、そういった思いを持っておられる

方もおられると思っております。でありますので、とにかく一度帰られておもだっ

た方ででもちょっと話を寄っていただいて、話を聞いてみらいやという会をもって

ください、という話をさせていただいております。それをそこに行政の方から、担

当課の方から来させていただいて、この思いを集落の皆さんの方に共有をして、役

員の方々の方に共有をしていただく、「おおー、ええことだな、やってみらいや」と

いうことになった時には、今度は行政の方からそういったワークショップ、村づく

りをどう考えていこうか、どういったところがわれわれの自慢なのか、問題点なの

かそういったことを一度いろいろ意見だしやこやってみらいやという司会進行をで

すね、役場の職員の方でやらせていただく、お手伝いをさせていただく、そういう

体制を組んでおります。そういうことも話もさせていただいております。  

でありますので、これからもそうですけれども、集落の方々の方から何人か集ま

って話を聞きたいけん、やってこいやという働きかけ、思いをですね、やはりどん

どん出していただきたいなと思っておりますし、これから時間をかけさせていただ

く中でわれわれの方からも少しずつこの集落点検を含めて行政の取り組みについて

の話をさせていただく場も持たせていただこうかなということであります。ただこ

れにつきましても、皆さんのほうからうちのほうには来んがなということでなくっ

てですね、そういうことがあるとするならば、是非ともはやことうちのほうに、集

落のほうに来てください、来てもらいたいという声上げもですね、積極的にしてい

ただく意志表示もしていただく、これも今の時代では大切ではないかなと思ってお

るところでありますので、両方の視点の中で、とにかく町が、村が元気になってい

く、自分たちの村町はやっぱり自分たちが一緒になって汗かいて作り上げていくと

いう視点を何とか進めさせたいという思いでこの取り組みをしておるところであり

ますので、どうぞよろしくお願い申し上げたいと思います。  

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。  

○企画情報課長（野間一成君）  それではまちづくり推進員さんが出ていないとこ
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ろが８集落ございます。それから１０戸以下のアクション集落については、特に今

まだアクションを起こしていません。ただおっしゃいましたように、この取り組み

は最終的には、最終的にはっていいますか、今おかれている、行政のおかれている

状況の中で財政のことだったり、権限のことだったり、大きく行政の仕組みが変わ

る時期だったりということの中で、話は出してきておりますけども、最終的には、

その形がどう変わろうと、ここに生まれ住み、次にどう続けようかってされるのは、

皆さん方っていうか、住民一人ひとりの気持ちであったり、それのつながりである

集落であったりっていうことですので、どちらがどうせないけんって、当然行政も

その話し合いをしませんかっていう話し合いをしていきますけども、それはどっち

がせないけんじゃなくってお互いにやりましょうやっていうことだと思います。以

上でございます。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  そういたしますとですね、この地区会議と健康診

断の相関関係を調べてみますと、地区会議というのは、企画情報の方が段取りして

開いてもらえるものだと思いますが、それについて今のところ下中山、逢坂、御来

屋、光徳だけの４地区が地区会議が開かれておって、それが２回ずつあって、それ

についてその４地区だけが２回やっている。そういう状況、で、そこの地区会議し

たところがやっぱり健康診断も進んでいるという、そういう関係がありますので、

まあ目指すところは行政も住民の方も、健康診断がたくさんの部落がしてもらった

ほうがいいわけですから目指すところは、ですから地区会議だけでも企画情報課が

どんどん皆さんを集めて、地区会議を開いていくと、ちょっとそれが触発的になっ

て健康診断が広がるんじゃないかとわたしは思いますが、最後に質問いたします。

いかがでしょうか。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  地区会議の関係につきましては、担当課の方から現状を述

べさせていただきたいと思います。  

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。  

○企画情報課長（野間一成君）  まちづくり推進員さんについて、若干誤解がある

ようでございますから、説明をさせていただきますと、集落の健康診断は、集落の

責任者である区長さんにお願いをしております。で、各集落におられますまちづく

り推進員さんは、それに協力して一緒にやっていただくことも結構ですし、主な役

目は広域での課題、問題、解決に向けての取り組みを進めていただくことが推進員

さんの役目でございます。で、まちづくり推進員さんにつきましては、地区ごとに



 73 

会議をしていただきまして、会長さんを決めていただきました。で、できたところ

につきましては、会長さんが会を主催をされます。いつ、どこでしようか、どんな

話をしようかっていうのは会長さんが、段取りをされますので、通知文書だけは企

画のほうで出させてもらっております。そういったことですので、まちづくり推進

員さんの取り組みは自主的に皆さんが取り組んでおられる活動でございます。以上

でございます。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議員であるわたしがこういうふうに勘違いをして

いるということは、大変、住民の皆さんはもっと分からないかと思いますが。そう

です。実際にまちづくり推進員さんはわたしは聞いております。で、結局、区長さ

んがされるということは、いつ、取り方によってはまちづくり推進員さんが、自分

が開かねばいけないと思っておられる方もおられるんです。実際におるんです。で

すから申し上げているんです。ええ、で、問い合わせたら、企画財政に、どちらで

もいいって言われました。区長でもまちづくり推進員さんでも、そのへんもおかし

いですし、それから何が今こんがらがっているかといいますと、庄内地区で言いま

すと、その区長さんが出ていないから開かれていないんです。待っていますけれど

も。ですからその会長さんが選ばれていないからだからまだまちづくりでまだ声を

上げれんわと思ったんですね、じゃあ、まちづくり推進員さんは。だからそういう

ところでやっぱりこう食い違いが出てきて始めのでだしの道筋がはっきり分かって

なくて、最終目指すところも分かっていないから重要でないと考えたり、誰がする

んだ、じゃあ区長さん１年交代の区長さんが音頭とると言われましたけど、まちづ

くり推進員さん３年間で、このことの中心は、まちづくり推進員さんかと思ってる

ところもあるわけです。そのへんの食い違いは、まあここで今長々と言ってもでき

ませんけれどもそういう食い違いがあるということを認識してもらって町長どう考

えますか。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  そういう誤解がもしあるとするということなのかなと思い

ますけども、いずれにしてもテレビのほうでも流れておるわけでありますので、そ

ういった誤解があるとするならば是非とも集落のほうで行政のほうでやってきて説

明してくれと、いうことをまずアクションを起こしてやってください。そのほうが

一番早いのではないかと思いますし、逆にこちらのほうからたくさんの皆さんのほ

うに役員さんでも結構だと思います。集まっておっていただいて、そういった誤解

があるとするならばどうなんだという意見交換も必要だろうと思いますし、それを

踏まえて、じゃあやっていかいやということにも進んでいくんじゃないかと思って
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おりますので、誤解がある、場面があるとするならばそれも含めてどうぞわれわれ

行政の方の職員呼んでいただきたいなと思います。一緒になって、とにかく一緒に

なってやっぱり汗かきながら、自分たちの住むむらを、まちを作っていかいやとい

うところで、ありますので、同じ思いの中で意見点はあると思っていますので、よ

ろしくどうぞお願い申し上げたいと思います。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  終わります。１問目。  

○議長（野口俊明君）  はい、ここで休憩いたします。再開は午後１時。  

午後０時５分  休憩  

午後１時  再開  

○議長（野口俊明君）  そういたしますと再開いたします。午前中に引き続き吉原

美智恵君の一般質問を継続いたします。吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  それでは２問目の質問いたします。町長に、子宮

けいがんの予防対策はということではじめたいと思います。  

子宮けいがんは、２０～３０代の女性にとって一番多いがんとされています。こ

のがんは、ＨＰＶというウィルスの感染が原因であるということが発見され、予防

できるワクチンが日本でも接種できるようになったところであります。  

しかしながら、この予防ワクチンは半年間に３回接種しなければならず、合計で

４～５万円という高額費用がかかることが難点であります。大切な母体を守るため

に、助成の仕組みを考えてはいかがでしょうか。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  吉原議員さんの２つめの質問でございます。子宮けいがん

の予防対策はということについてのお答えをさせていただきたいと思います。  

子宮けいがん、これは先ほどおっしゃいましたように、ＨＰＶの一種の種類が原

因として認められたものでございます。さまざまながんの中でもワクチン接種によ

って、唯一防げるのがこの子宮けいがんということであるとも言われておるところ

でありまして、日本国内では昨年の１２月から接種できるようになったということ

であります。  

この子宮けいがんワクチンは、乳幼児が接種する三種混合や高齢者に対するイン

フルエンザワクチンのような、国が接種を勧める「定期接種」のワクチンではあり

ませんで、あくまでも希望者を対象とした「任意接種」のワクチンに現在位置づけ

されており、積極的な接種が勧められていないというのが現状でございます。  

また、認可されましてから日が浅いため、ワクチンの供給量が不安定であるとい

うことや日本国内では接種効果の検証が不十分であり、副作用についても詳細がよ

くわかっていないといった不安な面もありますので、この大山町といたしましては、

このワクチンに対して慎重な見方をしてきたところでございます。  

しかし、現在ワクチンの供給状況も改善されつつあるようでありますし、他県や
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近隣の町村の中にもこの助成制度を始められたところもあるようでございます。そ

のそういう中でその必要性についても、私自身も具体的に検討する時期になったの

ではないかというぐあいに考えています。  

ワクチンの安定供給、接種実績に基づく安全性と効果の判断、主な接種対象であ

ります女子中学生あるいは高校生、そういったところへの世代への啓発やニーズの

把握といった点、そういったところについてまだまだ課題が多いのではないかとい

うぐあいに承知をしているところでもあります。あわせて、財源確保という面でも

考慮に入れながら、これから判断してまいりたいと思っておるところでございます。

ご理解を願いたいと思います。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  先ほどらい、なかなかまだ啓発か、ニーズの把握

とか効果性とかが問題だと言われました。国のレベルでいいますと、まず国が１２

月からやっと接種できるようになったということで国内からまだ認識ができていな

いんじゃないかと思います。このワクチンはね、海外ではもう既に１００カ国以上

で接種されているということす。そしてですね、子宮がんの検診といいますと、も

のすごく若い世代には、その検診が特徴がありまして、ものすごく接種率が、受診

状況がものすごく悪いんです。で、子宮がん検診には、けいがんと子宮胎がんの検

診があるんですけども、２０代では、もう０．０３％、３０代で、大山町において

ですよ。３０代で０．０９％。ほとんどの方が受けていません。それは検診の形態

が女性特有でなかなか進んで受けにくい状況があるわけです。けれどもですね、こ

の子宮けいがんは恐ろしい病気でありまして、気が付いたときには遅いということ

があります。そして母体が損なわれます。  

 ですので、その重要性からして邑南町では、子宮けいがん予防ということで、町  

独自にもうされております。中学生の１年生の女子と中３の女子がもう接種が始ま

っています。このワクチンというのがですね、がんがワクチンで予防できるという

ことは本当に画期的なことでありまして、やっぱり効果があるとしてそういう邑南

町は決断されたと思います。それについてどう思われるかということをお聞きした

いと思います。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  先ほど申し述べましたように、近隣他県でもそういった取

り組みについての助成制度を立ち上げているという状況であるということでありま

して、大山町のほうでもいろいろな観点からこういった取り組みもしていかなけれ

ばいけないのではないかというぐあいに考えておるということも先ほど述べさせて

いただいたところでございます。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  



 76 

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君  

○議員（９番  吉原美智恵君）  今大山町の女子中学生ですけど、１年生で全体で

６０名です。ですので、まあお金の問題から言いますと、経費はかかりますが、効

果を考えますとこれから是非検討をしていただきたいと思います。そしてこの子宮

けいがんが何で怖いかと言いますと、働き盛りの女性を襲います。そして、女性が

仕事をもっている、その家庭も仕事もこなしながらそういう若い最中にかかってし

まって、女性としては仕事も失うという社会的な死にも直面しますので、そのへん

からしましても本当に近隣市町村がやっているというのを、もう実際に邑南町でや

っているということは、もう少し積極的に取り組んでいただけるのでないかと思う

んですけれども、本当に大事にしてもらいたいと思いますが、子どもを産む体であ

ります女性、そして２０代以上は自分で行かなければいけませんけれども、女子中

学生からワクチンを打てば効果があるということは、風疹と似たような状況だと思

います。国がやらないからという前に大山町がこの人数だからできるという可能性

もあると思います。そこのところもう一度、意向を伺いたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  子宮けいがんのこの対策について、わたしも必要であると

いうぐあいに認識しておりますので、いずれかの時期にはしなければならないとい

うぐあいに思っております。ただその過程の中で、これのワクチンを接種するとい

うことによって１００％かからないかということではないわけでありまして、やは

り感染ということも何がしかの、１００％でないということの認識であったりとか、

啓発活動も当然しなければならないだろうと思っております。何故かかるのかとい

う問題もあると思いますし、そういったこと、あるいは中学校から始めるのか、じ

ゃあ高校生はどうなのか、そこの区切りはどうなのか。そういった問題も出てくる

のではないかなと思っております。  

 また他県の方では、県の方でそういった制度、助成制度を設けるということによ

って、各町村が上乗せをして取り組んでいくという県もあります。わたしが大山町

を率先してという捉え方もあると思いますけれども、やはり県内そういった状況を

踏まえながら県の方への働きかけをしていく中で、県内全域に広がっていく、そう

いった取り組みも非常に大切ではないのかなと思っております。実施をするという  

早い、遅いという問題はあると思いますけども、啓発活動、啓発の問題であったり

とかあるいは助成の額の問題であったりとか、対象はどこにするのであるとか、い

ろんな問題が出てくるわけでありまして、この件について少し慎重に時間をいただ

きたいたいというぐあいに考えておるところであります。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  終わります。次に移ります。  

それでは３問目は、教育委員長に質問いたします。大山町食育推進計画に基づく

保育所、学校での取り組みはということです。  
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６月は、食育月間ということでもありますが、大山町では今年３月に食育推進計

画が策定されています。この近年、食をめぐってさまざまな問題が起こってきてい

る中で、次世代を担う子どもたちに食の大切さや、食を通じて健康な体をつくるこ

との重要さがいよいよ求められています。  

食育を進めるためには、一人ひとりが主体的に取り組んでいくことが基本であり

ますが、この推進計画の中の理念を達成するためには、学校や地域、保護者が連携

して取り組みを進めていくことが重要になると考えられます。  

これからの具体的な取り組みはいかがでしょうか。また給食の食材として地元産

食材をさらに積極的に取り入れていく仕組みの構築はできていますでしょうか。  

○教育委員長（伊澤百子君）  議長、教育委員長。  

○議長（野口俊明君）  教育委員長  伊澤百子君。  

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまの吉原議員さんの大山町食育推進計画に基

づく保育所、学校での取り組みはについてお答えします。  

 近年、偏った栄養摂取とか、朝ごはんをきちんと食べないなど食生活の乱れや肥

満、子どもの生活習慣病など、子どもたちの健康を取り巻く問題が深刻化している

といわれております。午前中の杉谷議員さんのご質問にもちょっとお答えしており

ますが、「食」というのは、人間の体の基本を作ります。体力とか、学力とか生きる

力にも深く関わる非常に大切なことだというふうに思っております。  

 こうした現状を踏まえまして、平成１７年に食育基本法が制定され、それをもと

に、子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけることができ

るよう、学校や保育所におきまして積極的に今、食育に取り組んでおります。  

 大山町では、今年３月に「大山町食育推進計画」を作成いたしまして、現在は、

引き続いて「実践プログラム」の作成に取りかかっております。この食育推進計画

の中で家庭・個人、保育所・学校、生産者・事業者、地域、行政と５つの分野に分

けて、それぞれ目標を立て、連携をとりながら取り組みを進めているところです。  

 学校での具体的な取り組みとしましては、まず、当たり前のことではありますが、

「早寝、早起き、朝ごはん」を合言葉に、朝食を食べることの大切さを子どもたち

や保護者に啓発しながら、食習慣の改善と、まず朝ごはんを食べずに登校する子ど

もがひとりもいなくなることを目指しているところです。  

 また、給食を通して栄養、地産地消で食の安全、地域の食文化、食事のマナーな

どを食育の視点でもいろいろと指導しているところです。特に「いただきます」「ご

ちそうさま」などのあいさつ指導というものは、徹底して行っております。  

このほか、生産者とのふれあいや生産現場に対する理解を深めるために、各小学

校では、地域の方々のご協力をいただきながら農作業体験を行いまして、植え付け

から収穫、また給食での利用などを通して、食べ物への感謝の気持ちを育てるよう

にしております。  
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こうした食育に関する取り組みは、毎月発行している「給食だより」にも掲載を

し、家庭でも取り組んでいただくよう、啓発に努めております。  

次に、保育所の取り組みについてお話しいたします。保育所でも、保育課程のな

かに、食育の推進というのをきちんと位置づけをしておりまして、保育所ごとに食

育計画というのを作成いたしまして、年間を通してさまざまな取り組みを進めてい

ます。子どもの成長段階に応じまして、「好き嫌いなくしっかり食べる」「食事のマ

ナーを身につける」「食事のはじまりと終わりにはきちんとあいさつをする」などは

まず基本として繰り返し教えているところです。保護者に向けましても、保育所だ

より、給食だより、給食サンプルの展示、レシピの紹介などによりいろいろな形で

食の大切さというのを啓発推進をしております。  

特に、毎月１回の食育の日には、子どもたちに絵本や、ゲームやエプロンシアタ

ーなどを使って、食べ物や食の大切さ、箸の持ち方、食事のマナー、そういったこ

とを教えております。  

また、食育活動の一環として、交流をとおした菜園活動、保護者と共に行う「お

にぎり教室」などを開催しています。  

菜園活動では、各園の方で、野菜とかお米を植えて、育て、収穫の喜びを感じる

中で、地域の方々やおじいちゃんやおばあちゃんとチマキを作ったり、梅干しを作

ったり、それから餅をつくなど、食と自然、物と人への関心を持たせ、自然のめぐ

みと季節の行事を楽しみながら地域交流もしているところです。おにぎり教室は昨

年度、地産地消をテーマに地元でとれた野菜などを大山恵みの里の職員がキャラク

ターの山幸くんや海幸くんに扮して紹介し、保護者と共に自分で握ったおにぎりを

味わいました。大変盛り上がったといっております。今年度は、だしをテーマに、

たべものの味付けを紹介したいと思っています。  

このおにぎり教室というのは、保護者からも大変好評で、「改めて食の大切さを感

じた」とか「子どもたちがごはんを大好きになった」というようなこと、声を聞い

ておりますし、今後も趣向を変えながらこういったことに取り組んでいこうと思っ

ております。  

次に、給食の食材として地元産の食材をさらに積極的に取り入れていく仕組みの

構築はとのご質問にお答えします。  

 地産地消という面でいえば、中山地区の地産地消の割合が、給食における割合が

名和や大山地区より少し低くなっております。これは町内産、県内産の野菜類を供

給するシステムが弱いことが要因だというふうに考えられております。給食用の食

材については、できるだけ地元の産品を使用するよう努めておりますけれども、取

引可能な業者がどれくらいあるか、またその業者の配送システムや仕入れ方法など

により、いつも地元の産品が手に入るとは限らず、なかなか思い通りにいかない場

合もございます。  
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 今年度は、中山地区の地産地消の割合を改善するため、県の「学校給食用地産地

消支援事業」というのを活用いたしまして、この８月よりは、地元産品の仕入れ、

配送、納入業者の開拓などに取り組む予定にしております。  

 子どもたちは、給食の食材に地域の方が作られたものが入っていると聞くと、本

当に喜んで給食を食べていると聞いております。できるだけ生産者の顔が見えるよ

うな食材を使い、地域と結びついた食育ができるように努めて行きたいと思ってい

ます。以上です。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  吉原美智恵君。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  大変丁寧に答えていただきまして、制限時間がす

っかり少なくなりましたけれども、２つに絞って質問させていただきます。  

 一つはですね、どうしても気になりましたのがわたしたち教育民生でこの間、給

食を試食させていただきました。その中で、ここにも出ていますけれど、大山町産

は、６４％ということだそうですね。地産地消率が６４％。でその中で、ご飯でし

たけども、麦ご飯ということでしたが、色も白いご飯、麦が入ってるか分からない

ですけれど、そうは言ってもちょっとグレーみたいな、灰色みたいな色でした。食

べてもはっきりいってそんなにおいしくありません。せっかく米飯が４日もなった

のに、ちょっと残念だなと思って聞いてみましたら、大山町の米じゃないっという

ことですね。  

で、まあ地産地消６４から７０に上げるってどういうことを考えられてそういう

目標を立てられたか分かりませんが、そういう米が大山町米になりますと、かなり

上がるんではないかと思いますが、そのへんについてどうなのかということと、そ

れからですね、あと一つは、今ほとんど完璧に答えてあります。で、結局食育とい

いますと保護者、今、保育園と小学校といいますと、保護者が結局は大事な要にな

ると思うんですけれども、その保護者の啓発の面で、一つは、あんまり朝ごはんっ

て皆さん言われますけれども、保護者の中には忙しくて、そんなに絵に書いたよう

にきれいな立派な朝ごはんが食べられない子どももいるわけで、子どもじゃなくて

それは保護者が気を使わないけんし、忙しい中でもがんばってやっていかないけん

です。でもただ本当にあまりにも朝ご飯って言いすぎて、たまたま忙しくて出して

もらえんかっても、それが罪悪感にならないようにっていいますか、そういうこと

も配慮しながら、やはり保護者の指導をなんとか、ここまで学校は言ってますよと

いう感じで、保護者の指導をうまくやっていただきたいと思います。  

 それからもう一つ、保護者の指導に関してですけど、ジゲの味っていうのが伝わ

っていないと思うんですね。おにぎり教室はいいんですけれども。わたし自身が本

当に考えてみましたら何でも自分で作ってるつもりでしたけれども、ジゲの味がは

っきり言ったらよう作りませんね。自分ひとりでは。で、法事とかで、よく法事と
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かお祝い事でおこわを作るんですけど、わたしたちなんか分担が決まってて、わた

したちは材料切りばっかりとかって感じでおこわができるところはあまり見ていな

かったりして、で、ジゲの味でよく出ているのが、「大山おこわ」とか、それから「い

ただき」ですか、そういうのをですね、この間、初めてファミサポで経験したんで

すが、若いお母さんとわたしも出て。で、教えていただいたんです。で、やってみ

ないと分からないし、そういうことも参観日の中で１回ぐらいは、子どもと一緒に

お母さんも作って食べる、そういう企画もされたらどうかと思います。以上ですが、

どうでしょうか。  

○教育委員長（伊澤百子君）  はい、議長、教育委員長。  

○議長（野口俊明君）  教育委員長、伊澤百子君。  

○教育委員長（伊澤百子君）  ただいまの吉原議員の追及質問につきましては、教

育長の方よりお答いたします。  

○教育長（山根  浩君）  議長。教育長  

○議長（野口俊明君）  山根教育長。  

○教育長（山根  浩君）  吉原議員さんのご質問についてお答えいたします。給食

のご飯が色が悪かったと言われましたけれど、あれが普通でございまして、決して、

結局、麦が入っておりますし、強化米が入っておりますし、ということだろうと思

います。一つも味が悪いとこはっていうのはないではないかなという気がまずいた

します。  

 それから全部米そのものにつきましては、大山町産あるいは名和町産のを分を使

っています。ただ農協っていう形か県の学校給食会かというその違いはあると思い

ますけれども、あります。  

それから地産地消の率でございますけれども、中山が５６％、名和が６５％、大

山が６８％でして、大山町平均しますと吉原議員さんおっしゃいましたとおり６

４％でございます。これを食育推進計画によりますと７０％に持っていこうと。こ

れは絶対、とても大事なことだと思いますし、わたしたちも努力していかなきゃい

けない。ちなみに県の平均は５７％でございます。  

それからその、地産地消率の割合の中に米というのは、主食の米は入らないとい

うこと、での出し方でございまして、そのへんを一つご理解いただきたいと思いま

す。  

それから朝ごはんのことにつきまして、その保護者の指導はどうするのかという

ことがありまして、それぞれの学校には学校給食委員会というのを設けておりまし

て、ここには、中山の小学校の分がありますけれども、児童生徒は、給食委員会と

いうので活動しますし、保護者の皆さんは、学校給食委員会という形でＰＴＡの皆

さんも入っていただいて、給食のあり方について討議をいただいておると、まあそ

ういったところの中で、保護者の皆さんにもがんばって朝ご飯を、おいしい朝ごは
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んを作っていただくということがまず大事なんではないかなという気がします。ち

なみに中山小学校では１年生がグリンピースの豆のさやむきをしまして、翌日にグ

リンピースご飯を全部の生徒に食べてもらうとかですね、とってもいいことだと思

いますし、それから給食を作っておられる調理員さんの作られるまでをビデオに撮

りまして、それを委員会やパクパク集会というところで流しておられるとかですね、

いろんな形で努力していると思っています。よろしくお願いします。  

○議長（野口俊明君）  残り３分となりました。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  はい、大山町米に関してはわたしの認識不足でし

たが、ただわたしは自分の意見だけじゃなくてわたしのテーブルの子どもたちに意

見を聞きました。  

それから地産地消で、じゃあそしたら６４％を７０にするというのは、どのへん

でできるのか、ちょっと余計逆に不思議になります。野菜もですね、この献立表を

見ますと、地元産の野菜ってブロッコリーが１回出ます。１カ月のうちに。あとど

このへんでと思いますが、まあ工夫７％は、どうして工夫されるのかと思います。  

そして時間がないですが、結局は恵みの里構想の中での、例えばここにメンチカ

ツとか、ハーブチキンのメンチカツが出ております。これが安く供給されれば、大

山町産のものがたくさん入るので、そのへんに関しては、行政に教育委員会の方か

ら働きかけてはどうかと思いますが、以上ですが。どうですか。  

○教育委員長（伊澤百子君）  議長、教育委員長。  

○議長（野口俊明君）  伊澤教育委員長。  

○教育委員長（伊澤百子君）  後の方の質問の恵みの里公社で今回、今取り組んで

いらっしゃるそういったような加工食品がちゃんとできて、給食の方に入っていた

だくシステムが、きちんとできるようであれば、是非使っていきたいなというふう

に思っていますし、今県の方の学校給食の地産地消支援事業っていうものを活用し

てできるだけ平均６４％を７０％にもっていくための少し息の長い、努力もしてい

きたいというふうに思ってるところです。ご理解いただきたいと思います。  

○教育次長（狩野  実君）  議長、教育次長。  

○議長（野口俊明君）  狩野教育次長。  

○教育次長（狩野  実君）  失礼します。少しだけ補足をします。地産地消率を具

体的に上げるということですが、地産地消率は県内産のものを使ってるか、使って

いないかということで、町内産だけではないわけですが、特に県内産、町内産も含

めて、県内産の割合の今低いもの、これが例えば人参であるとか、それから白菜、

キャベツ、あるいはジャガイモ、タマネギ、かぼちゃ、たけのこ、こういうような

ものが比較的割合が低いので、こういうところできれば、町内産のものが使えれば

ということで考えてますので、また生産者の団体等とも開拓を含めて努力をしてい

きたいなと思ってるところです。以上です。  
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○議長（野口俊明君）  これで時間になりました。  

○議員（９番  吉原美智恵君）  終わります。  

○議長（野口俊明君）  これで吉原美智恵君の一般質問は終わります。  

────────────────・───・─────────────────  

○議長（野口俊明君）  続きまして１３番、小原力三君。  

○議員（１３番  小原力三君）  １３番小原でございます。今日は２点ほど一般質

問したいというふうに思います。  

一つはですね、松くい虫防除についてということでございます。  

この間、ちょっと不祥事が起きたということで聞いております。まずその、これ

までの経緯をちょっとかいつまんでご説明したいというふうに思います。  

二月から四月にかけてですね、鳥取県森林連合会に、農林水産省の大臣官房の条

例監査が行われたところでございます。この中で松くい虫の防除の談合がありきと

いうことでございます。次第によっては公正取引委員会に報告するということで、

赤松前農林水産大臣が記者発表したということでございます。これをうけて知事ま

で同様な記者会見を行ったということでございますが、それについて、これは談合

疑惑といって差し支えないんじゃないかなというふうに思っておりますけれども、

これは特殊な作業っていいますか、事業でございますし、また大変な経験が必要で

はないかというふうに思っておるところでございます。  

それで次にこの作業内容をかいつまんでご説明いたします。組合数がですね、正

組合員数が１，６４４名、準組合員が１２４名の計１，７６８名という組合でござ

います。この作業はですね、特殊な作業でもありますし、森林組合でなければ、出

来ないんじゃあないかというふうに思ったりもします。１台、数千万円、１千万円

近くもするような機械も必要だというふうに思っております。  

そこでこの松くい防除については、空中散布と地上散布の２種類に分かれている

というふうに聞いております。それでですね、この機械はですね、連合会しか持っ

ていないということで、これを森林組合に貸したり、借りたりというようなことで

防除に取り組んでいるということでございます。まあ空中散布するためには、それ

だけの準備も必要であるわけでございますし、また木の上に上がって旗を立てなき

ゃならない、目印ですね、目印をつけなきゃならないということで、だいたい２５

人役ぐらいかかるんじゃないかということでございます。また水源確保、地元の調

整など必要でございますし、しかも入札は５月２０日頃ということで、この散布時

期が限られておりまして、６月上旬には散布しなければ効果がないということでご

ざいます  

 このような状況の中で、県は、これまで県森連と２５年間にわたってきた随意契

約を平成１６年から指名入札に変更したということでございます。これも農薬が漏

れたためと、これはまあ故意ではございませんが、農薬が漏れたために指名競争入
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札をしたということでございます。県は市町村に対し、やりたいところがあればや

ってくださいと、非常に行政指導をしなければならない行政が、あまりのも無責任

じゃないかなというふうに思っておるところでございます。  

 それでまず１点、これだけの大騒ぎをしておいてですね、大臣は火を付けただけ

で、その顛末も何も言っていない。町長、これでいいんですか。  

２点目、県は、不都合になると、町に押し付けてですね、知らんぷり、このよう

なことは、県は無責任きわまりないと私は考えますが、町長の考えをお聞きかせい

ただきたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  はい。小原議員さんの松くい虫防除についてということに

つきまして、ご質問につきましてお答えさせていただきたいと思います。  

 まず、ご質問の答弁の前に、鳥取県森林組合連合会の談合疑惑を受けてからの本

町の今年度の松くい虫特別防除における対応についての経緯の説明とご報告をした

いと思います。  

この疑惑が出ましてから、本県におきましては知事が松くい虫防除に係る全ての

補助金の凍結を行ったところでございます。それを受けて、関係全市町村と鳥取県

農林水産部で協議した結果、入札の透明性を図るために、誰でも入札に参加できる

一般競争入札を導入して実施することとなりました。  

それにより補助金凍結は解除されたわけでありますが、本町及び県西部の市町村

におきましては、地上作業にかかる入札参加者なしという状況に陥りました。  

それを受けて、西部市町と鳥取県農林水産部で５月２１日に協議を行い、県民町

民の利益が最優先であり、事業遂行が第一という観点から、随意契約にて事業実施

能力を有する森林組合に発注することをこれも可能であり、補助金も出すとの結論

に至ったところでございます。  

 そして、本町におきましては、５月２５日に大山森林組合と契約を締結をし、６

月８日からの第１回目の空中散布を無事に安全、かつ適切に実施することができま

した。このことにつきましては、関係の皆様のご理解とご協力があってこその実現

できたことの思いでもございますし、この場で感謝申し述べさせていただきたいと

思います。  

 さて、ご質問の答弁に対しましてですけれども、まず、これだけの騒ぎをしてお

いて、大臣は火を付けただけで、その顛末は何も言ってない。これでいいのかとい

うご質問についてでございます。  

本町におきましては、その後の経過等連絡がきておりません。そのために詳細は

わかりませんけれども、現在、鳥取県の森林組合連合会とそして農林水産省の間で

指導改善等のやりとりがなされている最中でございまして、顛末あるいは結論はま

だ出ていないという具合に聞いておるところでございます。  
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次に、２つ目の．県は、不都合なことは、町に押し付け知らん顔ではないか、い

かがなものかということについてでございますが、このことにつきましては、平成

１６年に県で農薬漏れの事故があり、その後の県営での空中散布を実施しないとい

うことを決定をいたしました。ただ、県も守るべき松を守っていかなければならな

いことから、市町村が事業主体となって補助事業に移行して、そして特別交付税も

入るということから、市町村への財政的な負担がほとんど従前と変わらないように

なっているところでありまして、その取り組みをしているところであります。事業

実施の際に県からの指導等はいただいておりまして、財政的な面は変わらないとい

うところかもしれませんけれども、人的な面で事務量が増大していることは否めな

いところでございます。  

しかしながら、現状として市町村が事業主体ということになっている以上、その

責務を果たすために、今後とも県やそして関係機関と協力して事業実施に努めてい

きたいと、推進をしてまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い申

し上げたいと思います。以上で終わります。  

○議員（１３番  小原力三君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  小原力三君。  

○議員（１３番  小原力三君）  ええ、もう一度、これは大事なことでございます

んで確認をしておきます。  

今、一般競争入札、指名競争入札、随意契約ということで、随意契約でも森林組

合に発注することも可能ということですけども、これは、特殊な今もわしも申し上

げましたように、特殊な作業でございます。技術もいります。それから今日持って

きておりますけれども、これは大山道路の散布状況の写真でございます。これは昭

和天皇が植えられたところの松の、これは地上防除でございます。まあ空中散布は

これ皆さんご承知のとおりヘリコプタ－で、町長持ってますか、これ。ちょっと見

てください。そこにありますけれども、随意契約、本当にこれ執行機関である大山

町がですね、しっかりと受け止めて、やはり山を守るんだと。その中には生態系守

らにゃいけん。ホタルか、蝶々、トンボ、それから国のなんですかいな、あれ、ど

忘れしましたですけれど、今のサンショウウオでも、ね、これもみんな全部場所を

特定して外してやってるんです。サンショウウオ、そういう技術とか、そういう実

態調査、散布する前の調査、いろんなこともやってきておる。だけこれからも随意

契約ということで確認させてよろしゅうございますか。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  この件について質問でございますけども、先ほど述べさせ

ていただきましたように、県の指導の中で、一度一般競争入札を行ったという中で、

実際に手を挙げられる方がなかったということの中で、県の農林水産部、それから

西部の市、町と関係し、町とで５月の２１日に緊急に協議をもって、山を守らなけ
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ればならないという視点の中で協議をして、そういった経過の中で、随意契約も可

能であるという方向性を出していただいたということで、早々にこの取り組みをし

たというところでありますので、その経過についてもご理解を願いたいと思います。 

○議員（１３番  小原力三君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  小原力三君。  

○議員（１３番  小原力三君）  えーとですね、今の随意契約ということで理解さ

せていただきます。それとですね、えっ、随意契約でしょ。えっ、来年度？来年度。  

 それからですね、決して森林組合が莫大な料金をあげるとか、というようなこと

は決してございません。薬代が、その機械を使えば薬代が９割、１割は作業員の報

酬でございます。ちなみにこれからもやはりこういう事態が起きたならば、速やか

に町として、執行機関がありますから大山町も、国や県にしっかりと物申すような

こともいかがでしょうか。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  小原議員さんのほうからの姿勢ということについてでござ

いますけども、先ほどから申し述べさせていただいておりますように、大切な森林

を守っていくと、松くい虫防除についてはそれは重要であるという視点の中で、県

の方の働きかけをし、取り組んでいるところでございますので、その姿勢をこれか

らも貫いていくと、取り組んでいくということでありますので、よろしくお願い申

し上げたいと思います。  

○議員（１３番  小原力三君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  小原力三君。  

○議員（１３番  小原力三君）  次に移ります。  

大山診療所の運営ということでございます。この診療所の問題につきましては、

１年有余にわたりまして、議員の皆さんからたくさんの一般質問が出されてきたと

ころでございます。また１年も経過しているところでございます。  

今、大山診療所ではですね、変則的な日程で外来診療で継続されておりますが、

住民が望む地域医療は、近くに入院施設、介護施設があるということであります。

高齢化比率が高くなり、老老介護が余儀なくされていることは誰しも周知している

ところであります。今までも一年間にわたり数多くの議員が一般質問しましたが、

町長はどのように対策を考え、動かれてきたのか、町長の考えを質したいというふ

うに思います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  小原議員さんの２つ目の質問であります大山診療所の運営

についてということについてでございます。  

まず大山診療所の固定医が不在になりましてから１年が経過をいたしましたが、

未だ後任の医師が決まっておらず、大山診療所をご利用いただいている皆さんには、
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本当に何かとご不便をおかけしております。この場を借りまして、お詫び申し上げ

ます。  

さて、大山診療所の全面的な運営を目指してどのような対策を講じてきたのかと

いうご質問についてでございますけれど、私は、以前にも申し上げましたとおり、

まず外来診療ができる固定医が確保すること、これが先決であると考え、その方針

で行動してまいりました。そして、２階の入院病棟の利活用については、固定医が

決定した段階で一緒にその先生と相談しながら、具体化したいとの思いをもって鋭

意努力をし、取り組んできたところでございます。  

これまでの一年間の医師探しにつきましては、議会やまた町民の皆様からいろい

ろな情報やアドバイスをいただきました。また私どもの得られた人脈であったりい

ろいろな情報の中から可能性を探りながら、いただいた情報の方々に出会いに行っ

たり、本人さん直接接触したりという取り組みをし、また医師が所属する医療機関

とも交渉したケースも実はございます。しかし、思うような成果につながらなかっ

たということが現状でございます。  

昨年１１月には、この３月までの医師確保がなかなか難しいという見通しを持ち

まして、１階は診療所として継続しながら２階は福祉の介護施設、そういった一体

的な管理運営をまかせることができるんではないかなという事業者の方々にも相談

させていただいた経過も実はございます。  

しかし、その事業者の方々からは、内部の検討を行ったけれども、現状では大山

診療所の立地条件を理解して、地域医療を支えてくれる医師、この方がなかなか確

保できない、との回答を受けて、この案も具体化させることはできませんでした。  

小原議員さんのご質問にもありますが、２階の部分を入院施設として利用するた

めには、２４時間、その体制で医師や看護師を配置しなければならないことになり

まして、今の医療事情におきましては、非現実的であるというぐあいに感じており

ますが、医師が常駐することのない、福祉介護施設としての利活用でしたらば可能

性があると思っております。引き続き、より有意義な利用方法についても研究しな

がら、来年の４月の全面的な運営の開始を目標に、取り組みを進めてまいりたいと

考えております。  

なお、大山診療所の活用問題につきましては、医師や医療関係機関等との交渉事

でもありますので、なかなか逐一経過を公表しにくい問題である、現状にあるとい

うこともご理解を賜りたいと思います。終わります。  

○議員（１３番  小原力三君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  小原力三君。  

○議員（１３番  小原力三君）  まあ３月定例議会の答弁と、全く一緒じゃなかっ

たかなというふうに聞いております。それでですね、町長。もうちょっと視点を変

えましてですね。２階部分の固定医が決まってからというような、今お話がござい
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ました。しかしながら２階と１階は切り離してでも、例えばですよ、特老を２階に

もってくるとか、別に切り離していいじゃないかなというふうに思ったりもいたし

ます。その点が１点と、それからですね、固定医、固定医ってあまり固定医に携わ

っていてもなかなか解決する案件ではないではないかなというふうに思ったりもし

ております。   

そこで、一つはリース、あるいは売却、思いきったことも考えていろんな面から

の検討が必要ではないかと私は思うわけでございます。で、まあ今も申しましたよ

うに、老老介護、全国では殺し合いまで始まってるんですよ。老老介護できないで。

そういう時代に今になってきてるんです。今もう大山町に押し寄せてくるんですよ、

そういう時代が。もう、全国始まってるんです。そういうこともしっかりと受け止

めながら町長、もう一歩、視点を変えてででもこれを地域住民に対する安心を与え

ていただきたいというふうに思うわけですけども、町長の考えをお聞かせ下さい。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  踏み込んでという質問についてでございます。先ほど来か

ら申し述べておりましたように固定医ということを昨年１年間、確保するというこ

との中で、固定医が来ていただける環境ということを想定をしながら２階の部分を

と、それはやはり固定医が決まってからの相談をしながらということで取り組んで

きた経過がございます。先ほども、申し述べさせていただきましたように、１階、

２階を合わせて取り組んでいただけるような形はとれないのだろうかという事業者

の方への働きかけをさせていただいたり、実はもう一つ、その後でありますけれど

も、この３月末まで何とか４月以降、あるいは来年の４月あたりにでも、来ていた

だける可能性がある方との接触をずっと続けてきておりまして、３月の終わりの方

になりましてから、来年１年間の捉え方の中でどうでしょうかというそのほうに話

をし、その方も勤め先の事業所のほうの院長さんのほうにもその思いを伝えられた

りということの中で、改めて出会いに行かせていただいた経過も実はあります。  

 そういった経過の中ですけども、やはり向こうの方がなかなか離されないと、お

ってもらわにゃいかんと、いうことの中で、いよいよやはり難しいのかなというこ

とを改めて感じたところでもございます。そういった方の関わり等もありまして、

固定医という捉え方も含みを持ちながらずっとここまで、前年度１年間取り組みを

進めてまいりました。  

しかしまあ先ほど議員さんおっしゃいますように、２４年度も２階の病棟を利活

用しないということで本当にいいのかという問題があります。昨年度までそういっ

た思いを持ちながらきておりましたけれども、やはりこの新年度に入った中では、

２階の活用ということについても、上と下を離した位置づけの中で検討していかな

ければならないという思いも強めておるところでございます。先ほどおっしゃいま

したように、固定医にこだわらないようないろいろな取り組みというご指摘もござ
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いました。そういったことも含めながら、あるいはそれでも先生の来ていただく方

の情報をいただいたり、そういった方々への接触を続けながら取り組みはしていか

なければならないと思っております。幸いにも今来ていただいております大山診療

所の先生方、本当に複数でありますけれども現状を理解していただき、月曜日から

金曜日までの間、変則的ではありますけれど、ずっと地元の利用していただく方々

には対応ができる体制を取らせていただいているというところであります。２階の

取り組みにつきましては、そういった視点で今年の年度については、上と下を分け

た捉え方の中での取り組みもしなければならないという具合に思いを強くしておる

ところでございますので、またいろいろな形でのご理解やお知恵を賜りたいと思い

ますので、よろしくお願い申し上げます。  

○議員（１３番  小原力三君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  小原力三君。  

○議員（１３番  小原力三君）  まあ今ただいま、上も下もちょっと分けてでも検

討したいというふうに言われました。まあこの診療所の問題、大きな問題でもござ

います。地域医療、地域福祉の問題、本当に厳しいと思います。しかしながらも今

申しましたように、安心と地域に対する安心感、与えなければならないというふう

に思っておるところでございます。  

まあ私が最後の一般質問者ぐらいにしておいていただきたいというふうに思いま

すが、町長どうですか。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  わたしもそうさせていただきたいなと思っておるところで

すけれど、本当に相手があることでございまして、この方がいいよというぐあいに

情報をいただき、わたしもありがたいなと思って出会わせていただきます。でもそ

のお医者さんが背負っておられる患者さんが、皆さんそれぞれ抱えておられます。

なかなかここから出られなくてねという言葉が非常に重く受け止めれます。そして

そこに勤めておられます院長さんであったり、たくさんの方々が、やっぱり引き止

めになられる、そういう現状があります。大山町に来てやってもいいだけどなとい

う思いを持ちながら、なかなか来ていただけれないというのが、これまで出会わせ

ていただいた中での本当にたくさんの方々でありまして、何とかこの機会、その方々

の中ででも、もう一度踏み込みをしながら、来ていただける機会を見つけたいなと、

そういう接触は続けたいなと思っておるところであります。たくさんの情報がござ

いましたら、またよろしくお願い申し上げたいと思います。  

○議員（１３番  小原力三君）  議長、終わります。   

○議長（野口俊明君）  これで小原力三君の一般質問は終わります。ここで休憩い

たします。再開は２時１０分。  

午後２時１分  休憩  
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────────────────・───・─────────────────  

午後２時１０分  再開  

○議長（野口俊明君）  再開します。続きまして一般質問を。８番  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君）  今回は２問質問させていただきます。  

１番目、役場組織の機能充実、いまだ解決にいたっていないごみ袋の収入金８４

万９，１００円紛失問題、わたしたちに説明があったのは、２２年２月の半ば、今

年の２月ですね。発生したのは前の年２１年５月、７月のはじめに発覚していたの

に内部で捜査していた。半年以上経ってからの報告だということです。この問題は、

警察が調べていますし、３月定例議会で同僚議員も今後の対策について質問してい

ます。その件に関しては、内部的なことは、長く申し上げませんが、捜査の現状報

告については報告していただきたいと、どのへんまで進んでいるのか。  

そして、この度はまた、町営施設「山香荘の食中毒事件」無許可営業の上に中毒

患者を出したと。中毒患者が出たから無許可営業が発覚したというふうに捉えてお

ります。問題は設備の改善等さまざまありますが、管理者間、あるいは管理者と一

般職員、一般職員同士等の信頼関係が失われた結果ではないのかと思いました。  

やり方が違っていたと思われる３町が、合併をして、また行政機構もがらりと変

わり、顔もあまり知らない上司のやり方や言い方に不満を持ちながら仕事をしてい

る職員は、相当いたと思われます。いや、まだまだ、人間関係はそう簡単にはなじ

めないのかもしれないと思っています。他人行儀な雰囲気で顔をつき合わせて仕事

をしているのかもしれません。  

２つの事件で管理職のトップである町長、副町長、担当課長。テレビでも、新聞

でも、議会でも低身低頭。当然、責任者ですから当たり前のことだと思います。が、

しかし、すこし腑に落ちないのは、当の関係者、直接の該当者が出てこない。生の

声、目を見て話をしたいと、質問をしたいとみなさんは、思わなかったのだろうか。  

全て共同責任、課長ばかりが、あるいは管理者ばかりがいけないのか。紛失事件

が起きたのは、または法令が守られなかったのは、管理者だけの責任ではないはず

です。管理職は、国、県、あるいは企業、団体あるいはですね議員のことに対して

も対外的なこと、出掛けていくことも多々あると思うのです。   

管理職の仕事は、まずまかせて、進ちょく状況、問題点などの報告を聞いて、さ

らに指示を出す。進めていく、叱るときには叱り時には励まし、それが管理者の本

来の仕事だと思います。  

課長の下に課長補佐、主幹、主任、何かあれば責任の一端を担っているわけです

から、皆さんがですよ、表に出してきてもわたしはいいじゃなかったのかなと思い

ます。実際の担当者は誰なのか、誰が担当したのか、これも実は聞きたかったとわ

たしは思っております。  

最近ですね、課長補佐になっても課長はどうもなー、議員の質問受けないけんし、
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仕事は多いし、このまま課長補佐でもいいわと考えている職員が結構いるとも聞き

ます。まあこれはですね、全国的なことのようです。企業の中でもそこそこの責任

をもって給料はそこそこあると、責任はちょっとえらいな、まあ気が楽だし、課長

に叱られていたら済むわい、このようなことがですね、まあこれは民間の中でもあ

ると思っていますが、このへんの考えはまずどうでしょうか。町長に伺いたいと思

います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  西尾議員さんのほうから、役場組織の機能充実という質問

につきまして、お答えさせていただきたいと思います。  

 先ほど質問の中にもございましたように、ごみ袋販売代金の紛失に続いての山香

荘の食中毒に関して無許可営業ということで、あってはならない不祥事を起こした

ということでありました。議会の初日の冒頭でもお詫びを述べさせていただいたと

ころでございます。原因は何かということ、そして反省をして再発防止に現在取り

組みを進めているというところでございます。  

 議員さんご指摘の管理者間、あるいは管理者と一般の職員、そして一般職員同士

等の信頼関係が失われた結果ではないかとのご指摘でございますけども、信頼関係、

あるいは人間関係を保つためのコミュニケーション、これは図ることはわたしも重

要であるという具合に考えておりますし、そういった思いの中から、あるいは現場

の状況や現場の取り組んでいる職員の課題、そういったことを把握するために、以

前にも申し述べさせていただいたことがありますけれど、昨年、８月から１０月に

かけて各課を回って職員との、管理職も含めてですけれども、意見交換会、これを

実施をいたしたところでもあります。また、４月に入りましてから人事異動で新し

い体制にもなりましたので、この４月に各課長、そして先ほどお話もございました

課長補佐、その課長補佐との各課での意見交換会、これも取り組み行ったところで

あります。わたしも管理職という立場の中で、課長だけではない、課長補佐の仕事

が非常に重要であるという思いの中でその取り組みをしたところであります。  

 そして今年度に入りまして、中で各課横断的な議論、あるいは情報交換、課の連

携強化そしてコミュニケーションを図るために、課長職で構成しますプロジェクト

のチーム、これを３チームに分けて発足させてその話し合いを行ってきたところで

もございます。このたび、この山香荘の事件がございましたので、このプロジェク

トチームで再発防止の具体策を検討して実施しているところでもございます。その

中でもやはり職員間のコミュニケーション不足との意見もあり、今後の課題である

という具合に受け止めているところでございます。  

 合併後の役場の組織は、一課当たりの職員数、この数が合併前に比べて圧倒的に

多くなりまして、課長の管理監督者としての指導、監督、あるいは確認、その職務

が増大したのは事実であります。  
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 各課に課長を補佐すべく課長補佐は１名ないし２名、配置しておりますが、町村

では課長補佐は職務を持ちながらの管理職であり、管理職としての管理業務ができ

づらい背景もございます。今後の課題として機構等の見直しも研究テーマであると

いうぐあいに考えております。  

 担当職員も当然のことながら職務について責任を持ち、遂行する高い意識を持た

なければなりません。管理職の管理責任だけの問題ではないことは私も十分理解を

しております。  

 行政の仕事が多様化して、徹底的な情報公開、説明責任が求められる今日、管理

職は相当な重圧の中で職務を遂行しなければならないという状況でもあります。  

その上で自分たちの住む大山町をより良い町に、次の世代にしっかりつないでい

く町にするために、それぞれが仕事に誇りをもち、職場のコミュニケーションを図

って、連帯も意識を高め、やりがいのある仕事への意欲、そういった意欲が高揚す

る職場環境を作ることが必要であると考えているところであります。終わります。  

○議員（８番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君）  町長のですね、思いはよく分かります。しかし町民

はそんなに甘くありません。えー、町民から言わせると、最近職員全体がたるんど

るで、たるんどるからこうなっとるんではないのと。これ言われてもしかたないの

かなと思います。まあアメとムチではありません。わたしは愛とムチだと思ってい

ます。信頼関係、例えば課長、課長補佐というのは信頼関係、あるいは主幹もそう

ですが、「課長、忙しかったですね。課長が大変だったと思ってしときましたわ」「い

やありがとう、悪いな。」わたしね、このような形が実はできておるんかな。愛とム

チだと、このように思いますが。昔、主従関係といいますか、上はですね下をかわ

いがり、下は上を慕っていくというような関わりが希薄になったせいだと、もう言

ってしまえば、そのようなことかもしれませんが、そうは言ってもですね、このよ

うな事件が起きた場合は、担当者が「課長、行くならわたしもついて行きますよ」

と、「わたしの責任、説明させてくださいよ」と。当然ね、そのようなことがないと

いけんじゃないのかな。これね、リスク管理のね、共同責任なんですよ。リスク管

理、危機管理がね、共同で共有するということがね、共有するということが、これ

からの事件を無くす、危険回避ができると、わたしはそう思います。  

この最初のこのごみ紛失事件は、これはね、まあモラルの問題だと思います。２

番目の食中毒事件、これこそね、法令遵守の問題、これコンプライアンスの欠落で

すよね。これねできていないんですよ、はっきり言ったら。指導する立場がこんな

ことじゃあ駄目でしょう。当然おかしいと思うでしょう。  

まして、熱い思いを語りながら、重点施策および解決すべき課題、政務報告、一

切でてきません。どこで出すんですか、これ。出してくださいよ。ねえ、やり方、
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このようなことでこれから困る、何をやってもこんなことできませんで。多分、政

務報告出てます。重点施策出ています。このような体系の中で、あるいは内部的な

ことの中で、ぎくしゃくしながらですよ、課長の言っていることだけやっているよ

うな話では駄目じゃないですかね。わたしね、そのへん、もっとちゃんとやってく

ださいよ。  

それと、今課長がですね、課長級っていいますか。２２名おられます。まあ倍近

くと言いましたが、補佐級、これ６０おります。今忙しい中で、課長なりたくない

といいながら、課長になってしまった方は、まあかわいそうなって言えばかわいそ

うですが、実は逆にですね、課長補佐の方にも役割分担をさせたらどうですか、も

っと。  

わたしね、まずその中で実は給料、なんで課長にはなりたくないって言うんだい

やと。手当て、残業、そして労働組合における立場の位置づけはどうなっているん

かな。正直申し上げてね、やる職員には仕事が集まります。やればやるほど仕事が

集まる。「いや、おらはもうこれはえらいわ」。それでも集まってきてしゃあない、

やらないけん。能力のある人はやってしまいます。しかしですよ、「課長になったら

もっと増えるかもしらんな、わし。怖くてやっとられんわ」と。このようになった

ら困るでないかと。わたしね、給料面からも、例えば４級、５級が補佐級になるん

ですか。６級以上が課長級になるんですか。残業手当とかそのようなこと。信頼関

係のこと。もう一度このへん教えてください。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  非常にたくさんのこと述べられましたので、その内容につ

いて全てお答えできるのかなというぐあいに思います。どの点が質問だったのかな

というのがちょっと分かりづらいところもございましたので、あとでございました

らお答え願いたいと思います。  

まあこの問題、ごみ袋の関係、それから無許可営業の関係、おっしゃいますよう

に、わたしも根っこの部分は、同じ根っこの部分であろうと思っております。合併

をいたしましてから数年経ち、５年経ちしておる中で、それぞれの職員の中での意

識の温度差、あるいはそれぞれの部署での担当の中での意識つけであったり、認識

であったり、あるいはわたしも議会のほうにおりましたので、その時にも非常に頻

繁な異動、いろいろな過去に事例があります。そういった経過の中で結果として今

回このようなお詫びを申し上げなければならない重要な案件が出てきたということ

で、あると思っております。非常に、町民の皆さんのほうからも、議員の皆さんの

ほうからも厳しいご指摘を受けて当然の事件であります。そういったことを踏まえ

て、今やらなければならないと思っておりますのは、公務員として住民の皆さんへ

の奉仕の精神をもって臨んでいく、その位置にあるということ、法令を遵守すると

いうこと、公務員としての一つひとつやるべきことを着実にやっていくということ、
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基本を着実に取り進んでいくこと、取り組んでいくということ、私はそこにもう一

度、職員全員が足元を見て、やるべきことを一つひとつ着実にやっていくというと

ころから、共通の思いや、これまでのいろいろな経過の中でのことを払拭しながら、

職員でありますから、プロであります。いろいろな諸問題、いろいろな抱えている

ものは当然あるわけですけれど、職員としての公務員としてのプロ意識をもって、

一つひとつやるべきことをやっていく、そのことが、わたしは今この時点でやるべ

きことであるというぐあいにまず考えております。そういう意味あいで、あとで副

町長のほうからも取り組んでいる事例を少し述べさせていただきますけれども、こ

れまでやっていたようでやっていなかった職員一人ひとりの免許証の提示、これ自

体も本来民間ですと年度の初めにはお互いに免許証を出し合って、車の免許証、本

当に大丈夫かいという点検をする。そういった「いろはのい」の字からの総点検を

指示をし、各課で取り組みを一つひとつやり、コミュニケーション連携、そういっ

たことも含めてやり始めているところであります。まあ長くなります。副町長の方

から少しやっていることの事例を述べさせていただきます。  

○副町長（小西正記君）  議長、副町長。  

○議長（野口俊明君）  小西副町長。  

〔「捜査段階も分かったらお願いします。」というものあり〕  

○副町長（小西正記君）  職員の研修ということで「わたしたちの行動基準」とい

う基準を平成２０年度に設定しておりますが、これは渡したきりで皆さんが熟読し

ていないというふうなことがうかがえました。今月の１７、１８日、２４日、５回

に分けて、全職員を対象にして研修会を今もっておるところでございます。研修会、

だいたい２時間半から３時間ぐらいかけてみっちり研修をしていただいております。

ただ座学ということで聞くばかりでなくて、研修を受けた後に、自分たちでグルー

プディスカッションをしながら、どういうふうに取り組んでいくかということを具

体的に研修、検討をしていただいた上で、それからもういっぺん全体会で意見を交

換してあって、お互いに認識を高めるというふうな努力をしておるとところでござ

います。そればかりではなくて、今後、接遇研修というのも計画しております。こ

れについても時間を調整しながら、全職員を対象にして取り組みをしたいというふ

うに思っておるところでございます。  

それからご質問のありました公金紛失に関わる捜査の関係でございますが、今八

橋署で捜査段階でございますので、具体的な内容については、ここで申し上げるこ

とはできません。このことはちょっとお詫びしたいというふうに思います。  

給料等の関係につきましては、総務課長のほうで答弁させていただきます。  

○総務課長（押村彰文君）  議長、総務課長。  

○議長（野口俊明君）  押村総務課長。  

○総務課長（押村彰文君）  西尾議員さんの質問にお答えをさせていただきます。
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まず課長補佐の労働組合上の位置付けでございますけども、課長補佐は組合員とい

うことで位置付けております。  

 課長の職務の級でございますけれど、課長は５級と６級に位置付けられておりま

す。課長補佐は４級でございます。以上でございます。  

〔「手当てとか残業分は」と呼ぶものあり〕  

○総務課長（押村彰文君） 課長補佐につきましては手当てが２万５，０００円で、

残業手当は支給されておりません。課長につきましては、残業手当はもちろん支給

されておりませんが、管理職手当は３万５，０００円でございます。以上でござい

ます。  

○議員（８番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君）  えー、まあですね、５級６級と、４級の差があって

ですね、手当てとしては１万円の差ということなんでしょうか。それプラスですね、

組合員であるということで、何かしらんですね、いろんなことで後ろ盾があるとい

うようなこともままあろうかなと思ったりもしますが、わたし何が言いたいかとい

いますと、やっぱりですね、同等の責任はやっぱり持つべきかなとわたしは思いま

す。そういった意味で、やっぱりですね、課長にたとえばいろんな話を聞いてもや

っぱりそぐわない。実際やっていない。やっぱりやっておる方、あるいはいま主幹

かもしれませんけれど、そのへんの方が出てきて説明をされる、そうするとね、や

っぱりね、中の輪も、やっぱり主従関係、逆に言ったらこれ全員でこれ対処せない

けん、全員で考えよう、このようなリスク管理のですね、共有のやり方っていうの

も考えていかなきゃいけんじゃないかなと。私事ですけども、今業界の中でも中で

もね、リスクマネージメントあるいはリスクアセスメント、まずリスクアセスメン

ト、危険基準の度合い、あるいはこれを数字に換算する、それからマネジメントと

いうのはどのようなことでこれを解するか、それを具体的な例として、だいたい毎

月いっぺん、これを提示せよということで具体例を挙げながら、それに評価を付け

て、数字を付けて、結果的なものをするというその１グループといいますか、その

ようなことを訓練せよと、労働基準局のほうからきておりまして、もう４年になり

ましたかね、やっております。若いほどがいろんな意見を出す。だんだんベテラン

になると「またかいや」みたいなことで出てきませんので、わたしとしてはね、そ

のようなこともね、どんどん共同管理ということでやらせていかんと、トップばっ

かり出てきて頭ぺこぺこ下げとって、これ直らんのでないかなと。愛とムチ、この

たるんどる時にですね、愛ばっかり、あるいはアメばっかりはどうかなと。ちった

あムチもないと。課長はいっつもムチで叩かれていると、その姿見たら課長もなり

たくない。それではね、やる気がなくなります。わたしこのへんをね、もうちょっ

とね、本気でですね、考えて欲しいんですよ。でないとこれからやろうとしている
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こともね、できなくなります。  

わたしね、いつも、いつもじゃない、前から思ってましたけども、課長というの

はちったあ飛び跳ねてもいいなと、前に進言したこともあります。ご存じの方おら

れると思いますけども、課長の中、皆さんご存じでしょう。観光カリスマっていう

のがありました。課長級、あるいは主幹級なのか、課長補佐級なのか分かりません

が、地域の振興、あるいは疲弊した観光地の復活、復興等を担った多様な人物が選

ばれるということで、内閣府あるいは国交省で、２００２年から２００５年の間に

１００名弱の方を選んでおります。これは大山にぴったりでして、１００名から漏

れたあるいは辞められた、亡くなった方がおられてはじめて補充が利く、認められ

るみたいなどうも制度らしいですが、わたしこのことに対して実はちょっと課長に

この話をしたことがあります。そうするとね「いやわしも実はね、したいだー」と、

でも「おらないけんだいや、ずっと」と。「なんだい課長補佐がおるのにできんだか

いや」と。「いやできん」と。このようなことであれば、なかなか出ていかれん。あ

るいは今大山寺の打開でもそうですよ。すべてにおいてこんなことが絡まっていく

んじゃないかなとわたしは思っております。  

町長もトップセールスになりたいだろうとわたしは思いますが、それもこれもこ

んなことであればなかなかできないと思います。もう一度ね、本当でね、この中で

も書いたりなんかしてやっぱりやらんといけんなと思いますよ。新聞出て一番大き

な写真新聞、出てますけども、わたしそのようなことをね、実際その管理しとる課

ぐるみで、うちはこうやっておると、課同士が競争するようなことはできないもの

か、町長どうでしょう。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  西尾議員さんの方から、熱い質問であったと思います。事

業を営んでおられる議員さんでございますので、そのことについても、また強くご

指摘をいただいたことだろうと思っております。私もおっしゃいますように、課長、

課長補佐、今の、これまでの流れで本当にいいのかなという思いの中でおっしゃい

ますことを思ってこの実は４月に、課長と課長補佐級合わせての課の現状や、問題

点やそういった意見交換を実はさせていただいた経過があります。でもそれで十分

だと思っておりません。おっしゃいますように、課ごとが一つひとつの大きな大山

町の中での業務の分担を持ちながら、それぞれが重い仕事であります。課長が大き

なその分野を背負いながら、担当職員を抱えて仕事を仕上げていくということであ

ります。課長補佐だけではなく、職員一丸となってそのいろいろなテーマについて

取り組んでいくという体制を私も作らなければならないと思っております。このた

びこうした大きな事件をある中で、先ほど副町長も申し述べましたけれども、いろ

いろな研修会を通じて先ほどご指摘をいただいたリスクの管理の共同責任、そうい

ったテーマも含めてですね、研修の中に加えながら、こういう機会でありますので、
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やらなければならないと思っております。いただきましたいろいろな事例、参考に

させていただきながらまた取り入れさせていただきながら、皆さんに答えられる職

員体制につなげていきたいなと思っております。  

 そして、もう一つは、職員一人ひとりが全てわたしはぐすいとか緩いとか思って

おりません。たくさんおる職員の中でどうしても個性があります。ただ個性は個性

であります。職務に対する温度差があると思っております。プロとしての職務に対

する温度差、これの改善は、徹底して行わなければならないと思っております。こ

の温度差をなくすこと、このことがまず大切な部分であるという具合に思っており

ますし、そういった部分はやるべきことをきちっとやるところから始めることだと

思っております。そういったこともこの取り組みの中で進めていかなければならな

いと思っております。  

そして観光カリスマということでございました。町の方でも観光カリスマという

形の中でのこの大山ツーリズムという取り組みも進めたりしておりまして、その方

への期待度も持ったりしておりまして、町の行政の取り組みの中でも観光カリスマ

の方を招いての取り組みをしておるところでもあります。わたしもそういう認識を

持ちながら、必要な方には来ていただいて、その刺激を受けていただいて、町民の

方々が、やはり豊かな感性の中で、このビジネス展開をしていただく、そういった

取り組みも必要であると思っております。まあ課長と課長補佐の関係というテーマ

につきまして、冒頭に先ほど述べさせていただいたところであります。大きなテー

マでありますけれども、やっていかなければならないテーマでありますので、職員

一丸となって、そういったことも含めて、臨んでまいりたいと思いますので、これ

からも厳しいご指摘もいただきながら、ご支援もいただきたいなと思っております。

よろしくどうぞお願い申し上げます。  

○議員（８番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君）  だいたい聞きましてお願いしたなと思いましたが、

観光カリスマのことはですね、呼んで講演をお願いするっていうような話でなくて

ですね、大山町からそのぐらいの方をですね、作っていくあるいは育てていくとい

うような考えの下で、わたしは言ったつもりなんですが、これをそうですね、講演

会を開くというような話ではなくて、大山の中からそのような方を作っていく、そ

のためにもいろんな中身的な充実ができて、あるいは親方であるトップ管理者であ

るね、町長の方が、引き受ける、責任をとるあるいは進める、押し上げる力になれ

ばですね、これいろんな意味で大山町ということがね、全国に発信されるんじない

かなと思ってみたりしている、わたしそういった意味で言ったんですけども、町長

どうですか。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  
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○町長（森田増範君）  地元から観光カリスマをという提案だろうと思っておりま

すけども、これは本人の感性であり本人の努力であり、本人のセンスであり、と同

時にやはりそれを周りの方がサポートしたり、育てるという感性を持ったり、一緒

になって汗をかいていくという土壌であったり、そういったものが総合的に、一つ

ひとつできる中で、あるいはそういった仕掛けをカリスマ的に仕掛けていくという

形の中でできていくことかなと思っております。まあこれは一朝一夕にしてできる

ということではないと思っておりますけども、大山町からそれができるエリアだと

思っておりますので、皆さんと一緒になってそういった方が、あるいはそういった

人を作り上げるというような視点での取り組みもあろうかと思っております。まあ

午前中に吉原議員さんのほうからの集落の健康診断、そういったことについてのお

話もございました。わたしはこれが、本当に大山町の中ででもどんどん定着をして、

皆さんのほうにしっかりと理解をして受け入れていただいてこれをベースにして大

山町が一つひとつ町づくりが進んでいく、これの仕掛け人であったり、これをきち

っとこう仕上げていく、これで大山町が本当に活力につながったというような一つ

ひとつの積み重ねの取り組みをしていただく方がもし出たとするならば、わたしは

これまた大きなカリスマ、有り得る方ではないのかなと思っております。  

 県内のほうでもこの取り組みについても関心があるようでございまして、視察と

か情報の収集を大山町の方に求められる場面がありますけれども、やはりそういっ

たことよりも地元でしっかりとそういったテーマについて仕上げていく。あるいは

皆さんと一緒になってやっていくことしかないと思っております。そのための旗振

り役はいたしますし、仕掛けもしていきます。皆さんと一緒になりながら、この取

り組みを何とか成就させていきたいなと思っているところであります。時間が掛か

るかもしれませんけども、一生懸命やらせていただきますので、よろしくお願い申

し上げたいと思います。  

○議員（８番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君） 次にいきたいと思います。堆肥センターはできるか。  

釈迦に説法かもしれません。町長は農業に大変詳しい方ですので、これからの農

業のキーワードは、エコ・有機・環境と思っております。まあ皆さん、これは同じ

認識だと思います。  

大山町も「大山ブランド」において欠かせないものだとわたしも思っています。

どうでしょう。汚物と思われている、糞尿を堆肥にし、有機肥料として農家の皆さ

んに提供する。  

この堆肥センターの問題点として、水分調整剤の確保が困難、悪臭公害による周

辺住民の反対、建設費用、管理監督、利用者負担の基準等、まあ多々あると思いま

す。まあしかしながら一つずつね、クリアすることが大事だと思います。わたしも
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委員会にこれ取り上げまして、いろいろやっておりますが、実は水分調整剤の不足

という点で、それから進捗を聞いておりませんが、これね、やっぱり一つずつクリ

アしていってほしいなと思います。そのことに対してお答え願います。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  西尾議員さんの２つ目の質問でございます、堆肥センター

はできるかということについてでございます。  

 まずご質問にございますように、これからの農業の取り組むべき方向性としては、

環境にやさしいエコ農業であると認識をしているところでございます。  

 このことから、本町では今年、大山町エコ農業野菜周年栽培プロジェクト、これ

を立ち上げ、環境にやさしい安全・安心なエコ農業の取り組みについて検討、その

取り組みを進めているところでございます。  

 また、「大山ブランド」の農産品といたしましても、大山町特産であります、大

山ブロッコリーにつきまして、生産者がエコファーマーの認証に取り組み、環境に

配慮した生産に取り組んでおられるところでありまして、昨今の食の安全がとりざ

たされている中、環境に配慮した農業で「安全・安心」な、農産物が消費者に求め

られていることは言うまでもありません。  

 エコ農業の取り組みにつきましては、化学合成資材の活用に代わって、有機資材

の活用が求められますし、農産物生産における有機資材の活用としては、畜産の堆

肥、これの活用が有効であると考えております。  

 しかしながら、畜産堆肥利用に関しましては、皆様もご存じのとおり、耕種農家

の利活用と、畜産農家の堆肥生産のマッチング、需要と供給という関係になります

けども、それがまた重要な問題ともなっております。  

ご質問の「堆肥センターはできるか」とのことでございますけれども、堆肥セン

ター建設となりますと、建設の費用もさることながら、堆肥センターの運営には、

堆肥となります畜産資源の確保、先ほど述べられました水分調整のための副資材の

確保、耕種農家の生産作物や農地に求められる堆肥成分を考慮した製品化、堆肥運

搬や散布経費等のクリアすべき問題点などなど、いろいろな問題点があることはご

承知のことと思いますし、先般も議員の皆さん、あるいは担当課の方といたしまし

ても、昨年度、日南町であったりまた伯耆町の堆肥センターのほうにも視察をされ

たりしてるところでもございます。また大山町内での畜産の廃棄物処理問題等もあ

わせて検討もしてきているところでございますけれども、堆肥の供給元であります

畜産農家の経営状況や運営状況、堆肥の状況、そういったところも考慮すべきであ

りまして、早急になかなか結論は出ていないものというところでございます。議会

のほうでも特別委員会等で調査をされながら、そういったお答えも出したりしてお

られるところでもございます。  

 しかしながら、先に述べました、エコ農業によります農産物生産、この有機資材
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活用という点では、やはり重要であると思っておりますので、全国的な先進事例も

取り入れながら、また近隣の有機資材の利活用も検討していきたいと思っておりま

す。周辺の状況、利用できるものはいろいろあるかどうか、そういったこともこれ

からも調査しなければならないと思っております。  

これからの大山町農産品の品質向上と生産者の意欲向上、あるいは安定した生産

のためにも、大山ブランド品を作り上げるためにも、農協や大山乳業等の関係機関

との協議会、そういったものも設置をしたり、検討会を立ち上げるなどしながら、

この良質な有機堆肥の供給体制づくりを進めていきたいというぐあいに考えている

ところでございます。少しずつまだまだ調査すべき案件が多いとは思いますけれど、

そういった取り組みでまいりたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。

終わります。  

○議員（８番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君）  農協あるいは大山乳業等の関係機関との協議会を設

置しと、進めたいというふうにまあ言っておられますが、当然そうなるといろんな

意味で、農協や供給元の大山乳業の関係と協議しなければならないと思います。  

 ただまあ、大山ブランドのね、トップランナーであるとわたしは認識しておりま

すが、ブロッコリーなども有機栽培の取り組みということで、全国にあるいは関東、

全国でないですね、関東のほうにも進出していきたい、あるいは大山ブロッコリー

をアピールしたいということで、今がんばっているということで町も支援している

わけではあります。その中で、やはりこの堆肥センターが重要な、これすべてにお

いてと思いますが、重要な拠点になっていくんじゃないかなというふうに思います。 

 そこで、町長もご存じではないかなと思いますが、町長あるいはいろんな方と接

触しながらまあ上の、例えば管理者同士の中で、例えばＪＡの管理者であられる方

とか、接触もあると思います。わたし聞いた話ですが、小竹にですね、全農の施設

であります畜産団地、あるいは肥育牛と種豚場だったと思いますが、肥育を引きあ

げると、儲けにならんので引きあげるわ。ところがその横にですね、堆肥センター

がございます。またその周りには、１５へクか１６へクだったと思いますが、牧草

畑もございます。これ全農が引きあげるとなれば、当然遊休地あるいは荒廃地、誰

かが使う場合は別として、せっかくセンターが、堆肥センターがあるわけです。こ

れ何とかならんのかなと、実は見に行って２回ぐらい見に行ったんですかね。結構

大きなものでして、これはおもしろい、たとえば新しく作る場合に一番問題なのは、

やっぱり周辺住民の同意、あるいは持っていくときの道路辺りのですね、方が「う

んこがこぼれてるがな」とか、いろんな問題が発生するはずですわ。実際問題とし

てですよ。それはすごく時間がかかると私思うんですわ。そうなった場合に、今の

ある施設、あるいは許可が出た施設を利用することによって、建設費用も浮くわけ
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ですし、逆に言うと試運転的なことでお願いできたらおもしろいじゃないかなと、

わたし単純ですから深くあまり考えない分です。単純に考えたら、そのようなこと

も可能でないかなと。水分調整剤は、隣りの１５ヘクの中の牧草で、賄えたりすれ

ばこれはうまいこといけへんだろうかなというふうに素人考えですよ。町長の方が

逆にいや知っとるわい、西尾さん、それはペケだわと言われたらどうしようかなと

思ってますけれど、そのあたりは町長どうでしょうか。わたし逆にそのへんのこと

をアタックされたのか。あるいはご存じだけども実は進んでるのか、進んでいない

のか、お伺いしたいなと思います。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  西尾議員さんのほうからの質問でございます。素人考えで

というぐあいに謙遜しておられますけれど、わたしも同じような思いを実はしてお

りまして、どういう状況だかいなということで担当課の方に指示をして確認をさせ

ていただいたりした経過も実はございます。同じような思いをおった経過がありま

す。    

最終的にはですね、あそこが補助事業で建てておる事業であるということで、町

で同じ事業をするということであるとするならば、ひょっとしたら可能性があるの

かもしれませんけれども、たとえば堆肥だけ、あるいはそういったところの用地だ

けっていうことになりますとどうもそういうわけにはならないのではないか。管理

をしておられます全農のほうの方のほうから、この現在の施設にあった形で利用が

あるということであるならば、そういった方への移行は可能であるというようなニ

ュアンスの話であったようでございますけども、まあおっしゃるような思いで聞い

てみたときには、それはなかなか対象にはなりませんよというような状況の返答を

いただいたというのが現状でありました。以上です。  

○議員（８番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  西尾寿博君。  

○議員（８番  西尾寿博君）  補助金絡みの事業っていうのは、変更すると返還だ

とかいろんなことがついてまわるというのが当然わたしも分かっております。しか

しながらよく考えてみると、国の施策の一番の失敗点はですね、それによってもの

が、箱物がですね、いつも言われていることが、状況が変わった場合に、それはは

っきり言って最終的にはただ同然のように民間に売ってしまったりとか、ちゃんと

した話があるのに、いい加減なことで頓挫して、わけのわからんうちにどっかいっ

てしまったというようなこと、多々あるわけですわ。そのへん、わたしはですね、

何が言いたいかと言いますと、最初の言い訳といいますかいろんな状況というのは、

必ずそうやって文書的な机の上の話をもってくるわけですが、最終的なことになっ

てくると、もういい加減なことになってしまってですね、もうただ同然みたいなこ

と、何べんも言うですけども、なる可能性もわたしはなきにしもあらず。全農がで
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すね、じゃあどっかにお願いする場合に、民間にやってしまったりなんかした場合

だったらもっとすごく安くて、たぶん民間はそんな簡単にお金を出したりしません

ので。わたしその可能性は実はあると思うんですけどね、一発で引かずにですね、

いろんな角度からもういっぺん攻めてもらうというような思いはありますか。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  詳しいところ、担当課長の方から述べさせていただきたい

と思いますけれども、この畜産の団地の経営の利用の仕方ということが大きなポイ

ントでないのかなあと思っておりまして、その利用をされる方があるとするならば、

その方のほうが、使われていく道筋かなというぐあいに思っておりますけども、全

農のほうが引き揚げるという方針を出しておられるということであるとするならば、

また町としてもあそこがどういう状況になるのかということについての把握やある

いはその後の利活用ということについても状況を把握していかなければならないと

思っておりますので、先ほどご指摘のありました件についても、全農のほうへの状

況の把握等についての運びは、確認をしながら進めてみたいとは思っています。状

況について担当課長のほうから少し述べさせていただきます。  

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。  

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。  

○農林水産課長（山下一郎君）  全農の件でございますけども、全農のほうにお聞

きしましたところ、議員言われるとおり、７月末で全農としての事業は辞めるとい

うことでございまして、その後については、今現在承継者を探しておるという状況

でございますし、あくまで全農の施設ですので、まあ承継者を探したにしても、そ

の方に貸付をしながら施設を有効利用していきたいという考えで今はおられますか

ら、現時点で町が今の施設についてどうこう言える状況にないというふうに考えて

おります。あとはまた、町長の答弁のとおりだと思います。  

○議員（８番  西尾寿博君）  了解しました。終わります。  

○議長（野口俊明君）  これで西尾寿博君の一般質問は終わります。ここで休憩い

たします。再開は３時１５分。  

午後３時３分  休憩  

────────────────・───・─────────────────  

午後３時１５分  再開  

○議長（野口俊明君） 再開いたします。続きまして一般質問を行います。５番  野

口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  はい。５番、野口でございます。今日の一般質問は

２問、一般質問させていただきます。  

最初に汗入農免農道の交通安全対策についてということで質問をさせていただき
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ます。汗入農免農道につきましては、着工から２０年以上経っているのではないか

なというぐあいに思ったりするわけでございますけれども、非常に工期が長く、ま

た、費用につきましても、大きな橋をたくさん架けてございまして、たくさんの多

額の費用が掛かっている大工事であるというぐあいに認識しているところでござい

ます。それがこの一昨年ぐらいに、中山地区と名和地区のところ、つなぐ深い谷で

ございましたが、ここの橋が完成して、中山地区から名和地区のほうにスムースに

いけるという状況になりました。私、この前、新茶祭りがございまして、これに参

加するためにですね、この逢坂、汗入農免農道を通って行きましたが、羽田井から、

羽田井の上から入りまして、本当に近い道のりでございましてですね、すぐに神田

のほうに着いたというような状況でございました。通ってみますとですね、このこ

こが、この位置が汗入農免農道が停車しなければならない場所、交差点なのだろう

かというようなところにですね、停止ライン、停止ラインていうですか、白いライ

ンが引いてございまして、停止というようなことは書いてございませんけれども、

ここが、汗入農免のほうが止まるんだなと、いうように認識したわけでございます

けれども、そこらあたりがですね、非常に不明確な道路だなというぐあいに思った

わけでございます。  

そうして、走る中でですね、下市、高橋下市停車場線、という二本松の県道がご

ざいますけれども、この県道のところはですね、はっきりと、県道側が優先でです

ね、汗入農免のほうに、一時停止という標識とですね、それから、道路のほうにも

止まれというマークがですね、ついておりまして、ここはきちっとしているなと、

ここは止まらなければいけないということがはっきり分かるなというぐあいに感じ

たわけでございます。東西道路でございます、この東西道路といいますと昔はです

ね、国道９号線が東西道路でですね、各町の間のですね、この連絡道路としてあっ

たわけでございますけれども、それが今度は農免農道とかというようなことでです

ね、東西を結ぶ南北を結ぶ道路はたくさんあるわけでございますが、東西を結ぶ道

路になったわけでございます。前にですね、中山地区のほうで、大型農道というの

ができまして、ここのところがですね、場所でいいますと、樋口集落のすぐ下でで

すね、県道と大型農道とが交差するところがあったわけでございますが、現在もあ

るわけでございますが、そこのところの交差点がですね、非常に、事故が多かった

と、いうことでございます。ここの交差点でですね、大型農道のほうも立派な道路

がつきますし、県道のほうも立派な道路でございましたから、どちらが止まるかと

いうようなことでですね、このへんがはっきりしないような状況が最初にありまし

てですね、非常に事故が多く発生したことがございました。最終的には信号がつい

てですね、今、信号がついてそれからというものは、事故は落ち着いたわけでござ

いますけれども。前からですね、交差点なんかを整備して、信号なんかをつけても

らおうかというぐあいに考えればですね、大きな死亡事故でも起きたら信号でもつ
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くわいやと、いうような話があったりするわけでございますけれども、そういうこ

とでなくしてですね、やっぱり事前にここは危ないなというようなところがですね、

交通規制をかけながら安全なですね、交差点にしていかなければいけないでないか

と、いう具合に思ったりするところでございます。それでその、汗入農免農道につ

きましてですね、皆さんと話をしてみましても、交差点の安全標識が不備だと、そ

うしてですね、どちらが止まっていいか分からないようなことが多いんだと、いう

ようなことで、非常に皆さん方が、あの道路は怖いぞというような話しを聞いたり

するわけでございまして、そういうことからですね、この汗入農免農道とか、ああ

いう幹線道路でですね、こういう悲惨な事故が起きないようにという考え方からで

すね、私、一般質問しているわけでございます。  

また、この前ですね、総務常任委員会のほうで視察を行いましたが、この中で、

奥地のほうをいろいろと走る中でですね、やっぱり、ちょっと交差点の規制ってい

いますか、その、どちらが優先するか、させるかというようなことがですね、不備

な点があるなと、これだと交通事故が起こりやすいでないだろうかなというぐあい

に思ったりしたようなことでございまして、交通安全対策につきましてもですね、

どうか町のほうもですね、しっかりと練っていただいて、実施していただかなけれ

ばいけないなというぐあいに思っております。  

それで、質問といたしまして、１でですね、汗入農免農道は、本町の管理になっ

ているか。汗入農免農道は、県の農政局ですか、県のほうのですね、が造っておら

れましたけども、今ですね、町の管理になっているかということ。なっているとす

ればですね、いつ頃から町の管理になっているかということをお尋ねします。  

２点目としましてではですね、町は道路利用者の交通安全を考えて、事故の起き

ない総合的な交差点規制などの検討をしたかと、また現在も検討をかさねているか

ということでございます。  

それから、３点目はですね、県道高橋下市停車場線の交差点は、「止まれ」の書き

込み、それから、一時停止の標識もきちっとできておりますが、これは、県のほう

がですね、公安委員会に申請してできたのか。それとも町が申請してですね、ああ

いうきちっとした標識ができたのか、ということをお尋ねします。  

４つ目としまして、町長は、いつ頃を目安にですね、利用者の安全を考えた交通

安全対策を行うかということでございます。以上、４点についてですね、最初に質

問いたします。  

○議長（野口俊明君）  町長、森田増範君。  

○町長（森田増範君）  はい。野口議員さんの１つ目の質問でございます。汗入農

免農道の交通安全対策についてということにつきまして、お答えさせていただきた

いと思います。  

まず、1 つ目であります汗入農免農道は本町の管理になっているか、なっていると
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すればいつ頃か、ということについてでございます。汗入農免農道は、昭和６１年

度に事業採択となりまして、主要地方道豊房御来屋線から主要地方道赤碕大山線を

結ぶ全延長６，２６９メートルで同年、工事を開始して、２４年間、７６億５，０

００万円をかけて平成２１年度に事業完了となったところでございます。  

 平成１５年度から、県から町への土地改良財産贈与が、譲与が始まり、主要地方

道赤碕大山線側から以西、西側ですけれども、県道下市高橋停車場線までは平成１

９年度に譲与が終了しております。  

また、県道下市高橋停車場線以西、主要地方道豊房御来屋線の間は、平成２１年

度より県と管理協定を締結いたしているところでございます。  

 平成１５年度からの土地改良財産譲与以後、町といたしましても、中央線、そし

て、外側線の引き直し、路線の沈下やひび割れに対応した維持工事、法面、路肩、

側溝の草刈等維持管理作業を鋭意行ってきていることころでございます。  

２つ目の道路利用者の交通安全を考え、総合的な交差点規制などを検討したかと

いうことの質問でございますが、従来から、交通安全指導員さんや集落等への協議

をしながら、停止線、優先道路標示、交差点案内板の設置等を行ってきておりまし

て、一部の交差点におきましては、地元の要望により南北の路線が優先になってい

る箇所もございます。  

しかしながら、優先道路につきましては、平成２２年度に町内で第２大名４期地

区工事完了後、汗入農免農道、大名農免農道、佐摩農免農道が一本でつながること

から、平成２１年１１月１９日に関係区長に参集をしていただいて、意見交換を通

して、完成後の平成２３年度からは、県道交差点を除き、原則、農免農道を優先に

することでご理解をいただいているところでございます。  

現在、警察、県などと協議をしながら庁内関係各課で啓発、施設整備などの交通

安全対策を進めているところでございます。  

３つ目の県道高橋下市停車場線の標識等の申請は県か町かということについてで

ございますが、町は関与しておりませんので県が整備したものでございます。  

４つ目のいつ頃を目安に利用者の交通安全対策を行うのかということについてで

ございますが、先程申し上げましたように、大山町内、横断する新たな幹線であり

ますので、交通安全対策につきましては既にその取り組みを進めているところでご

ざいます。遅くまでも、完成までにはその進捗を進めてまいる所存でございます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

なお、申し上げるまでもなく、皆がルールを遵守すれば基本的に交通事故は発生

しないものだと、理解をしておりますので、今一度、交差点では、必ず安全を確か

める、という安全運転５原則のひとつをこの場で議員の皆さんあるいは、町民の皆

さんと共に、そういったこと確認しあって、事故のない安全な大山町を実現してい

きたいというぐあいに考えておるところでございます。どうぞよろしくお願い申し
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上げます。  

○議員（５番  野口昌作君）  はい、議長５番。  

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  最初にですね、この道路の管理は町のほうが１９年

度に譲与終了してですね、やっているということでございます。１９年からいいま

して、３年ぐらいと、３年程になるわけでございますけれども、この間にですね、

そういう交通事故が起きる交差点でございますから、何て言いますか、取り組みと

いうものをですね、なぜやってこられなんだかと、いうことでございます。やっぱ

り、本当に毎日通行してですね、万一のことがあったらですね、町内同士ででも、

誰にしてもですね、交通事故ということが起きた場合は、非常にこの困難極めるこ

とが起きてくるわけでございましてですね、そういうことがないように、ないよう

にということをですね、行政の方では考えていただかなければいけないというぐあ

いに思うものでございまして、この１９年にですね、そういうことが譲与なされて

からにはですね、きちんとした標識と、道路に書くだけでもですね、きちっとした

状況というものをですね、なぜできなんだかということを１点質問いたします。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。１９年度以降の安全対策ということについての質問

であると思います。担当課のほうから述べさせていただきたいと思いますのでよろ

しくお願い申し上げます。  

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。  

○企画情報課長（野間一成君）  １９年度までの汗入農免の交通安全の取り組みで

ございますが、農免、汗入農免の、が、基本的に優先の道路になってございますが、

萩原から下りる町道のところだけが従前から関係者の皆さんの話し合いで町道が優

先になってございます。それ以外のところにつきましては、汗入農免のほうに中央

線が各交差点でずっとこう入っておりますので、これはいわゆる道路交通法でいう

ところの優先道路でございますから、それなりの設備がしてあるというぐあいに理

解をしております。以上でございます。   

○議員（５番  野口昌作君）  議長５番。  

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  今、言われましたですね。住吉萩原線、町道のね。

あそこの交差点のことですけれども。いわゆる１９年に譲与を受けて、町の管理に

なったという状況の中で、２０年、２１年、２２年、３年経つわけでございますが、

この間にあそこが汗入農免に横線が一本引いてあるだけでございます。あれらにつ

いてですね、やっぱり本気で考えた場合に、交通安全という立場から見れば、きち
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っとした一時停止の標識なり、それから、止まれという字をですね、書き込むぐら

いのですね、配慮が必要でなかったかと、いうぐあいに思うわけでございまして、

町長、この点どういうぐあいに思われますか。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。具体的な詳細について、担当課長のほうから述べさ

せていただきます。  

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。  

○企画情報課長（野間一成君）  あそこの道路の交差点ができましたのは、県から

の譲与は１９年度だったかもしれませんけども、それより以前からあそこは交差点

でできておりました。で、汗入農免が全てこう通過、二本松の県道まで通過できる

ようになったのがその頃だったかもしれませんけども、それまでは、行き止まりの

道路でございますから、あそこは、当時の状況としては当時の中山町のほうで判断

をされて、農免農道のほうに停止線を引かれて優先の度合いを示させたということ

できておりますから、それできております。特に関係集落の皆さんのほうからも、

反対にしたほうがええだないかっていうような話しも指導員さんのほうからも特に

聞いておりませんでしたから、そういった格好できておりました。  

ただ、今度は、佐摩農免まで全線、一本になりますと、従来とは道路の位置付け

が全然変わってまいりますので、昨年の末にそういった会議を持たせてもらって、

先程申し上げたような取り組みの方向を示したというところでございます。以上で

ございます。  

○議員（５番  野口昌作君）  議長、５番。  

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  具体的にですね、さっきの道路の話しでございます

けれども、今、汗入農免を優先的にしてですね、２３年頃からの整備をしようかと

いうことでございます。私がさっき尋ねたのはですね、町が道路の管理を受けてか

ら、受けてから、いわゆるそういうような標識等をきちっとしてですね、交通安全

対策と、交差点の安全対策というものが、なぜ取れなかったかということを質問し

ているわけでございまして、前は大鷹橋までの通行止めの道路でございましたから、

今課長が説明したことはですね、私も理解できます。  

が、しかし、貫通してですね、供用開始になって、全線供用開始になってからと

いうものは違ってきておるわけでございますから、そういう中でですね、是非、逢

坂、汗入農免がですね、停止しなければいけないというところは、きちんとそうい

うようなですね、対策をとってほしかったなというところでございます。ここでも

述べてあります、皆さん、今さっきも回答がありましたようにですね、高橋下市停
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車場線の県道につきましては、県がですねきちっと手続きを取って、汗入農免のほ

うに止まれという道路標識を立てて、そして、道路にもですね、止まれという大き

な字を書き込んでいるようで、町のほうは関与していないということでございまし

たから、やっぱり、その道路の管理者がですね、本気になってやっていれば、でき

るということでないかと思います。そういうことでですね、この、具体的な場所と

しては、さっき言いました、萩原線の道路のところでございますけれども、この２

３年からはということで、大体に、その関係集落との話しがですね、できて、汗入

農免のほうを優先させるということになっているということでございますと、やっ

ぱり、ああいうどちらが止まっていいか分からないような状況ではいけないと思い

ます。できるだけですね、早くそういうような、もう話もできている状況ですとで

すね、今、色々な仕事がなされておりますから、そういう中でですね、少しのお金

でも割いていただいてですね、そういうような取り組みをできるだけ早くしていた

だいて、もしもですね、今、交通事故があそこで起きた場合は、これは私がここの

場所を今、指摘しておりますが、起きた場合、本当に人災になるというように考え

たりするところでございますから、どうかそのへんをですね、早くやっていただか

なければいけないというぐあいに思うものでございまして、町長、この点どうです

か、答弁願います。  

○町長（森田増範君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君） はい。野口議員さんのほうからの質問でございますけども、

先程担当課長のほうから、述べましたように、過去の経過の中で、そういった利用

形態把握する中で迎えてきたという中で、２３年度に向けて、一本化する中での取

り組みを、交通安全対策取り進めてきているという状況でございます。おっしゃい

ます現状について、担当課のほうでもう一度、現地を確認する中で、そのことにつ

いての判断をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げたいと

思います。  

○議員（５番  野口昌作君）  議長、５番。  

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  町長さん。町長さんは、今年のですね、予算編成の

一番基本としておるところは、町民の安全・安心、これを基本とするということを

最初の予算編成のときの答弁でございました。予算編成の理念がですね、町民の安

全安心ということをですね、第一として町政を担っていくという考え方、いうこと

をおっしゃっておられましたが、この交差点なんかについてですね、本当にすぐに、

いつ事故が起きるかわからないようなですね、非常に状況の難しい交差点でござい

ます。これらについてですね、話が大体に関係集落なんかともできているんだった

ら、すぐにでもやりますという答弁がなぜできないか。再度、答弁願います。  
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○町長（森田増範君）  はい。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。なぜ、答えができないかということでございますけ

ども、先程申し述べましたように、２１年の１１月１９日に関係区長さんに参集い

ただいて意見交換をしていく中での、話の中で、そういった取り組みをしていると

いうことであります。そういった区長さん、集まっての中での意見交換であります

ので、そういったことも踏まえて、今後、議員さんのご指摘も含めて、反応させて

もらうということでお願い申し上げたいと思います。  

やはり、区長さんのほうの、集まっていただいて、意見交換する中で、判断をし

ていただいて、交通安全対策を進めていくということについてご理解願いたいと思

います。そして、詳しいところについて、担当課長のほうからも、述べさせていた

だきます。  

○企画情報課長（野間一成君）  議長、企画情報課長。  

○議長（野口俊明君）  野間企画情報課長。  

○企画情報課長（野間一成君）  ご指摘の箇所につきしては、ご指摘のようにでき

るだけ早くしたいとは思いますが、いずれにしても交差点の規制の標識につきまし

ては、管理者が単独でできるものではございませんから、従前にこの各区長さんと

話をした際に、警察のほうとも協議をしておりますけども、改めて、正式に協議を

した上で、公安委員会の判断を待って、それから対応ということになると思います

が、時間的には頂戴することになるかもしれませんけども、方向としてはそういう

ことでございます。以上でございます。  

○議員（５番  野口昌作君）  議長 5 番。  

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  町長、答弁の中でですね、関係集落との話しを進め

るというようなことでありましたけれども、最初の答弁では、関係集落との話しは

済んでいるという答弁がされておりますのでですね、その点また考えていただきた

いなというぐあいに思います。  

次の問題に入ります。２問目でございますが、２問目がですね、家畜伝染病口蹄

疫に対する初動対応の体制についてということでございます。  

これ今現在ですね、宮崎県のほうで口蹄疫が発生してですね、非常に大変な事態

になっているわけでございますけれども、本県でもですね、そういうことになった

ら非常に困るわけでございますが、本庁でもですね、備えあれば憂いなしでですね、

なんとか備えを強くしていただきたいなという考え方からですね、この質問をする

わけでございまして、そういう意味でございますので、どうか、そういう面からで

すね、ご答弁いただきたいなというぐあいに思います。  

宮崎県内で発生した家畜伝染病の口蹄疫はですね、峠を越えたかというぐあいに
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思います、思われましたけれども、４月の２０日から６月の、今日は２２日でござ

いますから、ちょうど２カ月越えてしまいました。都城にですね、感染してもう非

常な事態になってですね、６月１２日にはですね、菅首相がですね、宮崎県を訪れ

て、「国家的危機だ」とか、それから「宮崎県のですね、口蹄疫をどこで終わらせる

かが日本の農業を占う」とか発言されておりまして、国も全力で拡大防止に努める

方針を表明しているところでございます。  

本県ではですね、１１日に初動対応を徹底する防疫連絡会議を開いてですね、県

内発生に備えて、市町村やＪＡ等の役割を確認したと報道されておりまして、わが

大山町の畜産農家の方もですね、非常に心配されていると思っとります。家畜伝染

病に対する対応についてですね、次の点を質問いたします。  

家畜伝染病でですね、前にも、鳥インフルエンザの対応もあったりですね、それ

から、ＢＳＥのですね、話しもあったりしたことがあるかと思いますけれども、今

のところはですね、口蹄疫の話でございますが、最初にですね、本町での初動対応

の体制について、話し合いをもっているか、ということでございます。もっている

とすれば、どのような内容で相手の組織あるいは団体はですね、どういうところで

ですね、話しをしておられるかということでございます。  

２番目としまして、県の指導などで実際に直面した時にですね、実際、口蹄疫が、

もしもですね、最悪の場合、もしもの場合にはですね、実行が難しいというような

ことがあったらですね、どんなことがあるかということでございます。それから、

３点目として、これまで行政が直接行ってきたことは、また今後ですね、対策とし

て行う考えのものはどういうものがあるかと。いうことをですね、お尋ねします。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  町長  森田増範君。  

○町長（森田増範君）  はい。野口議員さんの２つ目の質問であります、家畜伝染  

病口蹄疫に対する初動対応の体制についてということについてでございます。  

まず、１番目の『本町での初動対応の体制について、話し合いをもっているか、

またどのような内容で、相手の組織あるいは団体はということについてでございま

す。  

この質問につきましては、５月の２７日の日に西部家畜保健所、西部家畜保健衛

生所と打ち合わせを行い、町の初動対応の役割分担を確認をいたしておるところで

ございます。  

具体的な初動対応の中身につきましては、６月の１１日の日に、鳥取県のマニュ

アルが提示されたところでありまして、現在検討中でありますけれども、本町にお

きましては、平成２０年４月の１日に「大山町の高病原性鳥インフルエンザ初動対

応マニュアル」を作成いたしておりまして、基本的にはそれを軸に初動対応マニュ

アルの作成を進めていきたい考えでいるところでございます。  
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 また、４月３０日に鳥取県家畜伝染病対策協議会が開催をされまして、関係各機

関の役割分担を確認をいたしておりますけれども、確認をしていると、いうところ

でございます。今現在の県内未発生時の市町村の役割といたしましては、県等から

の情報収集、管内畜産農家への情報提供、風評被害対策のための広報等でございま

すが、本町におきましては、緊急対策といたしまして５月の２５日に大山町家畜伝

染病対策協議会を立ち上げて、関係機関と密に連携を図り、情報の共有や今後の対

策について協議検討いたしているところでございます。  

この協議会の基本的な構成は、県、特に家畜保健所、普及所、あるいは農林局、

そして、ＪＡ鳥取西部農協大山営農センター、あるいは大山乳業、香取農協といた

しておるところでありますが、必要に応じてその他の機関にも協力をいただいてい

くということでございます。  

 次に、２番目の県の指導などで実際に直面した時に実行が難しいと思われること

について、どんなことがあるかということについてでございます。実際に口蹄疫が

集団発生した場合に、多数の家畜等の死体及び汚染物質を焼却又は、埋設する必要

があります。埋却する必要がありますが、その焼却、あるいは埋設する等に行なう

場所の確保、これが懸念をされるところであります。基本的には、各畜産農家の自

己所有地での埋却になりますが、それで対応できない場合の埋却場所をあらかじめ

想定しておく必要があるところでございます。町有地等での対応になろうかという

ぐあいに思いますけれども、その関係集落又は、隣接する土地の所有者の方々への

説明であったり、理解を得た上で行う必要があるところでございます。その点がな

かなか難しい、実行が難しいところではないかなと思っておりますが、迅速な対応

が求められるところでありまして、準備を進めていく考えで、その取り組みであり

ます。  

 次に、３番目のこれまで行政が直接行ってきたことは、今後、対策として行う、

今後の対策として行なう考えは、ということについてでございます。宮崎県での口

蹄疫発生後から防災無線や、大山チャンネルで町民の方々に周知を行ってきたとこ

ろでございます。特に防災チャンネルのほうでは、度々協力をお願いいたしたとこ

ろでございます。  

５月１４日から鳥取県が偶蹄類の家畜を飼養しております農家の方を対象に消毒

薬を配布をいたしましたけれども、趣味でヤギやヒツジを少数飼養している方々へ

の配布、そういったことが漏れているということもございまして、大山町におきま

しては、防災無線での配布漏れのある方々への呼びかけも行なったところでありま

す。また、鳥取県が６月の中旬から行う第２弾の消毒薬等、配布までの緊急の措置

として、５月の２８日の日に町の独自で牛や、豚、ヤギなど偶蹄類を飼養する方々

全員に消石灰の配布をいたしたところでございます。  

 今後の対策といたしましては、引き続き関係機関との連絡を密にしながら、早急
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にまた、口蹄疫の初動対応マニュアルを作成をして、不測の事態にも対応できるよ

う体制を整えていきたいというぐあいに考えておることころでございます。以上で

終わります。  

○議員（５番  野口昌作君）  議長、５番。  

○議長（野口俊明君）  野口昌作君。  

○議員（５番  野口昌作君）  今、答弁を聞きましてですね、非常に内容が密な答

弁であったでないかという具合に思ったりしとります。こういうような考え方でで

ですね、やっていただければ、感染の防止ということができるなというぐあいに思

ったりするところでございますが、町長、最後にですね、このような口蹄疫という

ようなことをですね、発生させないために、こういうようなこと、今、答弁いただ

いたようなこともございますけれども、町長のですね、考え方として、もっと思っ

ておられるところがあったらですね、お聞かせいただきたいと思います。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  議長、はい。野口議員さんのほうから、もっとという話が

ございましたけれども、今、述べさせていただいたところでございまして、とにか

く、今、沈静化しつつあるのかなと思いますけれども、鳥取県下の中でも、もし発

生をしたらという想定をしたマニュアル等もそう、作りながら、初動の取り組みに

ついても詰めをしておるところであります。県と一体となって、もしも、という時

の、初動についての対応が一番大切だろうと思っておりますので、その部分につい

ては機敏に、あるいは緊張感を持って、臨まなければならないと思っておりますの

で、よろしくお願い申し上げたいと思います。  

○議員（５番  野口昌作君）  以上で終わります。ありがとうございました。  

○議長（野口俊明君）  これで、野口昌作君の一般質問は終わります。これから休

憩いたします。再開は４時５分。  

午後３時５５分  休憩  

────────────────・───・─────────────────  

午後４時５分  再開  

○議長（野口俊明君）  再開いたします。ここで傍聴者の皆さん、議員及び管理職

のみなさんにお断りをいたしますが、次の１５番  椎木議員の一般質問通告の時間

は、４０分ということであります。  

本日の一般質問は、５時までに終了したいと思いますので、椎木議員を最後の質

問者にいたします。  

残りました通告９番、９番の大森議員以降の議員の一般質問は、明日継続して行

いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。１５番、椎木  学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長、１５番。  

本日最後ということでございますけれども、私も手短にご質問申し上げますんで、
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的確なご答弁お願いしたいと思います。  

２項目について質問させていただきます。1 項目めが転作率達成と米所得補償。そ

して、２項目めが中山間地域等直接支払いの拡大ということで質問させていただき

ますが、まず始めにこの戸別、米所得保障制度といいますのは、水田農業推進協議

会が窓口であるということは十分に理解はしておりますけれども、副会長が町長、

会員の中に、会員は農林水産課長も会員であるということを聞いております。また、

この制度が農業政策であり、税金が投入されるということから町長に質問をしたい

というふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。  

 米の戸別補償制度は、与えられた米の作付面積の割り当てを下回って作付けをし

た場合、すなわち、個人の転作割り当てを達成して、対象にとなると理解していま

すが、実際のところ、必ずしもそうではないという話を聞いております。１００％

の転作を申告した農家から不満を聞いております。補償制度の加入申し込み期限は

６月３０日となっておりますが、戸別の農家で割り当ての解釈に差異があるように

聞いております。実際にどうなるのでしょうか。町長の見解を求めます。  

○議長（野口俊明君）  町長  森田増範君。  

○町長（森田増範君）  はい。椎木議員さんのほうから転作率達成と米所得補償に

ついてでございます。特に米の所得、戸別保障制度は個人の割り、転作割り当てを

達成して対象となると理解していたが、必ずしもそうではないということについて

の件についてでございます。  

おっしゃいますとおり、米の戸別所得補償制度は、米の生産数量目標に即して生

産した農家の方が対象になるということでございます。  

ただ、個人に米の生産目標…生産数量目標これの配分割り当てを行うことが本来

は可能でありますけれども、本町におきまして、先程申されました、大山町の水田

農業推進協議会の中で審議をしております中で、その取り組みといたしましては、

過去の経緯や現状を踏まえて、集落への配分とさせていただいているところでござ

います。集落への配分といたしましても、実際の配分割り当ては個人の方々の積み

上げということにいたしておるところであります。  

お一人お一人、個人に一律に配分をした場合、田んぼの何割かしか植え付けでき

ないなどの不合理性が必ず生まれますし、水稲しかできない田んぼもあったりして、

転作しか、また、転作しかできない田んぼがあったりと、色々な事情が各集落にあ

ろうと思っております。そういった状況に合わせて各集落内で協議、調整をしてい

ただいて、集落での達成をお願いをいたしているところでございます。ご理解を賜

りたいと思います。以上でございます。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  答弁に対して関連して追及質問をさせていただき
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ます。先ほどのご説明で理解できる点もあるわけでございますが、作りたいが協力

するために与えられた作付面積を守ったと、いう人もいらっしゃいます。しかし、

自分は米を全部作りたいから全部作付けしたと。そういう色々な考え方の中で、結

果的に集落の面積がクリアしたと、いうことではありえますが、これは税金がから

む問題であるわけでございます。更に、交付金の申し込みについては、個々の転作、

あ、生産目標の面積というのは明示をされておりません。ここに確認野帳というこ

とでございますけれども、ここには、個人の数量目標は明示されておりませんけれ

ども、そういう中で税金が投入されるわけですから、と、合せて、例えば、大山町

では、集落に対して一律５７．０２％の作付け目標面積、各集落平等に配布してあ

るわけです。で、例えばの例で、２反３反しか作ってない人でも、仕切って転作は

消化しなくてはいけないというような考え方、結構多く入っております。で、例え

ばでございますけども、私の集落については、の例を挙げてみますと、区長さん大

変苦労されます、いつもながら。あなたの耕作面積は、１ヘクタールですよと。配

分率は５７．０２％です。水稲作付面積は５，７０２平米です。転作の割り当て面

積は４，２９８平米ですと。そういうようなこまごまと丁寧に対応されるわけです

けれども、やはり、１割前後のプラスマイナスはあるわけでして、ただ、１００％

自分は全部作付けたいということがあっても通ると。それでしかも税金の対象にな

ると。いうのはいかにも不合理であるような気がいたします。  

合せまして、合併して５年以上経つわけですけれども、大山町、あるいは旧大山

町、新大山町、旧名和町、旧中山町、それぞれ配分率が違うというような話も聞い

ております。また、集落によって配分率も違うというようなことも聞いております。

これは同じ町でありますけれども、各地域によって違えていいものなのかどうか。

ここの標高が高いから、米がしかできないから、この地域についてはそれを認めま

しょうと。でもこちらの西の地域では、標高が高かろうが、低かろうがそれは認め

ませんと。同じ一律ですと。そういうような地域、地域によって異なる、考え方で

対応しております。現実に対応していらっしゃると思うわけですけども。行政が絡

んでいなかったら、税金が絡んでいなかったらそれもそれで、可とするわけでござ

いますけども、その点についてどういう見解を持っていらっしゃるでしょうか。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。椎木議員さんのほうから、ご質問がございました。

この取り組みについての経過、等々については、担当課のほうから述べさせていた

だいて、ご理解を賜りたいと思いますけれども、配分率ということについてのお話

もございました。この点についても、色々とそれぞれの集落、あるいは地域である

いは旧町ごとに配分、転作についての配分について色々と過去の経過の中で議論を

し、され、現状やそれ地域、地域の状況を踏まえながら今の形のものになってきて

いるのであろうとわたしは理解をしております。合併をして一律にという提案もひ
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とつの声としては理解できるところでありますけれども、やはり、これまで先人の

方々が色々と努力しながら今日に至っているこの状況もやはり重いものがあると思

っております。  

そういった事を踏まえて、この度の新しい政権の中で、米の戸別保障の制度がで

きました。この、これについて取り組みを進めております、町の水田農業推進協議

会におきましても、非常に短かい期間の中で、あるいは５月あるいは６月というこ

との中で、農家の皆さんのほうに取りまとめを、というような流れもあったりして、

非常に急々、緊急を要するような形での新しい取り組みでございます。色々な点に

ついてのご指摘もあろうと思いますけども、まずはご理解いただきながら、取り組

んでいかなければならないのではないかなと思っております。経過については担当

課のほうから述べさせていただきたいと思います。内容についても述べさせていた

だきたいと思います。  

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。  

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。  

○農林水産課長（山下一郎君）  椎木議員のご質問に答えさしていただきます。現

状ではこの配分につきましては、水田協のほうで各集落への配分という形を、にな

りましたことにつきましては、町長が申し述べましたとおり、過去の経過等がござ

いまして、そういった形で今年度はお願いをするという形になったところでござい

ます。そういった中で、各集落での作付け目標面積というものを定めまして、大山

地区、名和地区、中山地区、それぞれ差異はあるのが現実ではございます。議員言

われますとおり、本来であれば、個々の面積は大山町に、の目標面積がイコール個々

の面積ということが一番わかりやすいわけでありますけども、そうはいっても、今

までの取り組みの経過の中でそれがなかなか出来えないと、いう状況の中で、今年

の水田協の中では、集落ごとでの目標達成をお願いをしたいというところで進めて

おります。そういった中で、集落の中で、やはり米の作付面積が個々の面積、同じ、

先程言われました、５７％というようなことに皆さんがすれば一番いいわけですけ

ども、そういった中でも、個々の事情等もございまして、それぞれの作付面積が違

うということにつきましては、言われるとおり、不満ですとか、不公平感というと

ころが拭えない面も確かにあるわけではございますけども、今回の集落での配分と

いう形でせざるをえなかったということもご理解をいただきまして、お答えにさし

ていただきたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君） 今、答弁を聞きました。課長の答弁を聞きました。

が、今年度は、ということで、「は」は、今年に限ってという言葉というふうに解釈

できるわけですけれども、じゃあ来年度は個人目標を定められるんですかと。いう
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ふうなことで、ちょっと確認させていただきたいんですが。時間がなかったから今

年度についてはこれでいくと。で、来年度は、検討したうえで個人目標、あるいは

割り当ての、合併後５年も経っているわけですから、環境として、そんなにそんな

に、環境、水田の状況とは違わないわけですから、そこらへんはどういうふうなお

考え、今年度は理解させていただきました、来年度についてはどういうお考えで対

応されるのでしょうか。  

○町長（森田増範君）  はい。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。椎木議員さんのほうから、来年度は、なのかという

言葉についてのご質問でございますけれども、今年の場合、特に新政権の中でこの

取り組みがモデル的にやられるということであります。この１年間を踏まえて来年

度どのような形にまた、形が変わってくるのか。そこは、分かりません。モデル的

にやられた、試行的にやられる中で、状況をもって、要綱が変わってくるのかも知

れませんし、そこは分からないところであります。課長のほうから今年はというこ

とで、ございましたけども緊急的に取り組みが提示される中で、今年については過

去のこういった経過を踏まえながらこれでいかないといけないんではないかという

ことで、方向性を出させていただいた中での輪ということでご理解を願いたいと思

っております。来年に向かって、この、これをベースにしていくという形になるか

もしれませんし、やはり、そういったことを踏まえて検討していくことになるのか

もしれません。そこについては、今年の取り組みを踏まえた中で検討していくとい

うことではないのかなと思っておるところでございます。来年に向けても、そうは

言いながらやはり、ここの、ずっと転作ということについて配分率の問題であった

り、こういった姿勢できているということには変わらないわけでございまして、大

きなベースは、私は、変わらないのではないのかな。私がここでお答えをするとい

う立場ではないですけれども、そういったこの水田協の流れの中でそのような感じ

を持っているところでございます。その程度で、答え、答弁については、答えさせ

ていただきたいと思います。将来についてはなかなかこうだということには、言及

できないということでご理解願いたいと思います。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  なるか、なるかもということで、それは分かりま

したが、一応念頭に入れて、税制、税金絡みの事業になりますんで水田協に出席し

ていただきたい。念頭に入れてですね。それから、今後も、続ける、現状続けるか

もしれないということであるならば、こういう差があって、不公平感がありますよ

と。過去の経緯でこれこれしかじかで差がありますということは、やっぱり、皆さ

んが理解したうえで対応しないと、いけないんじゃないかというふうな感じを受け
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るわけですけども、まあ分からなければ、よそは多い、こっちは少ないっていうや

なこともあるわけです。そこの点が１点。  

それから、税金の補助金の投与ですけども、集落に配分して、集落が達成したか

らああよしと、じゃあ個人は関係ないんだというような結果的にそうなっておりま

す。個人は好きな数字を出したとしても、集落単位でクリアしてるんだから、それ

はオッケーだと。そこには非常に集落内で、非常に不満も出てくるわけでございま

すけども。で、集落に配分するなら、集落に戸別補償を出してもいいか、出しても

どうなの、というような話もできるわけでございますけども、まあその２点につい

て見解を求めたいと思います。  

○町長（森田増範君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  椎木議員さんのほうから細かなところについて担当課長の

ほうから答えれるところについては述べさせていただきたいと思います。集落につ

いての取り組みについて、それぞれのやり方の中で不満がある、不満がないという

ことであろうと思っております。集落でこれまで、この転作関係のほうについて集

落単位でそれぞれ配分をさしていると、もらっていると、いう経過の中で、おっし

ゃいますような不満が出ておるという集落もあったりしておりますし、逆に集落内

でお互いに調整ができて、ああこれがいいな、という集落もあっております。そう

いった、それぞれの集落の中で、あるいは個人の中で感じられる点が違うわけでご

ざいまして、そういった取り組みについてのことについては、やはり、これまで過

去の色々なさまざまな経過の中でここまで来ておるということも私は大きな大切な

ことではないかなと思っております。  

今日いただいたご意見については、水田協のほうでも検討したり、判断をしたり

いうことに、あるいは参考にさしてもらったりということになると思いますけども、

大きな考え方の、してのベースは、やはり過去の色々な経過の中で、今日きている

もの、そこが大きなウェートがあるんではないかなという具合に私、個人としては、

感じておるところであります。ただ、協議会のほうで、たくさんの委員の皆さんの

中で、協議をされていってどのような形になるのか、それはやはり全体の中での、

方向性だろうと思っておりますので、その点についてはご理解を願いたいと思って

おります。  

それから、もう１点については、担当課長、もう１点については何でございまし

たかいね。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  割り当てが、集落にあるならば、集落に対しまし

てもいいんじゃないかなという考え方はどうなんですか。  

○町長（森田増範君）  ちょっと休憩を。  
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○議長（野口俊明君）  休憩します。  

○議長（野口俊明君）  再開します。森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい、担当課長のほうから。  

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。  

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。  

○農林水産課長（山下一郎君） このたびの、この制度におきましては、あくまで、

個人の方、戸別の補償ということで、法的に仕組まれておりますので、集落のほう

に出すということは不可能かと思います。以上です。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  理解しておりますが、あくまでも個人ということ

をおっしゃるならば、来年度は個人に目標を明示するべきではないでしょうか。今、

あくまでも、個人のということをおっしゃいましたわけですけども、集落に配分と

いうのは、水田協の、まあめんどくさいところは、部落でやってくれというような

短絡的な話しにも聞こえるわけでございますけども、いかがでしょうか。この件に

ついて、この質問については今の質問で終わりたいと思いますが、お願いいたしま

す。  

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。担当課長のほうから述べさせていただきます。  

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。  

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。  

○農林水産課長（山下一郎君）  ご指摘のように、基本としては戸別ということが

法的には大原則だろうと思いますけども、今までの取り組みの経過等につきまして

は、先人から積み上げられた経過もございますし、各々の集落それぞれの対応なり

今までの取り方等もあろうかと思いますので、今後につきまして、水田協の中で色

んな形での団体の方も入っておられます。そういった方々のご意見が最終的な来年

度以降にはどういった格好になるのかということになろうかと思っております。以

上です。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君） それでは、２番目の質問に移らせていただきます。

中山間地域等直接支払制度の拡大ということでご質問いたします。  

 過疎法の見直しにより、大山町のほぼ全域が対象となりましたが、新規申し込み

の状況はいかがなのでしょうか。大山町、新大山町一円が、圃場整備完了後、３０

年前後経過して、農道、用排水路等の農業施設の補修が継続的に発生をしておりま
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す。昨今の農産物の価格、高齢化等、農業環境により費用と人材の面から、適正な

保守管理が進んでいない地域も多くみられると思います。積極的な加入を進めるべ

きと考えております。この加入することによりまして、資金の、負担金の面につい

てはクリアできるわけでございますけども、人材の面については今後の検討、また、

町長の答弁で聞きたいというふうに思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（野口俊明君）  町長  森田増範君。  

○町長（森田増範君）  はい。椎木議員さんの２つ目の質問でございます。中山間

地域等直接支払制度の拡大ということにつきまして、お答えさせていただきたいと

思います。  

ご存じのように、平成２２年４月の１日から過疎地域の指定を受けたことにより

まして、ご質問ございましたように、町、大山町全域がこの中山間地域等直接支払

い制度の対象地域となりました。これによりまして、今まで２０分の１以上の急傾

斜を含む農地しか認められていなかった対象の農地、これが、１００分の１以上の

緩い傾斜の農地でも取り組むことができるようになったところでございます。本制

度は、高齢化の進展する中で、耕作放棄地の発生を防止をし、農地の持つ多面的機

能を守り、あるいは担い手の育成等による自立的かつ継続的な農業生産活動の体制

整備に向けた取り組みを推進するものでございます。  

 本年度より始まります第３期対策では、集落ぐるみでの持続的なサポート体制の

取り決めに対して交付金が交付されるようになりました。高齢者の方々にも安心し

て農業に取り組む、取り組むことができる体制づくりを支援する、できるものであ

ります。  

大山町が取り組むべき課題も、担い手の育成や、耕作放棄地の拡大などの防止で

あります。この制度への取り組みによりまして、集落ぐるみで農地を守っていくサ

ポート体制づくりがなされること、これを期待するものでございます。  

制度への取り組みの周知につきましては、４月に従前から、取り組んでおられま

す集落の方々への説明会を行いましたほか、５月には新たに対象の地域となられま

す集落向けの説明会を計４回行ったところでございます。  

職員のほうも複数名で地区担当制として、集落からの問い合わせ等に応えれる体

制を取っているところでございます。６月の１５日現在で、この事業の取り組みを

予定されております集落、対象集落１１１集落の中で７５集落、パーセンテージで

は６７．６％という具合になっております。  

なお、取り組んでいただけれない集落の中には、対象地が５ヘクタール未満で少

ない。あるいは、既に農地・水・環境保全事業に取り組んでいるので、あるいは、

他の集落のほうに水田があって、自分自身の集落ではなかなか取り組めない等が主

な理由のようでございますけれども。それでも、１０ヘクタール以上の対象地があ

る集落が１２集落もあるようでございますので、引き続き事業に参加をしていただ
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くよう、広報等々で進めてまいりたいというぐあいに思っておるところでございま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい。取り組んでもいい、取り組む可能性のある

現実的な集落が１２集落あるということで、そのほか大変努力されたということは

認めて、認めなくてはならないと思うわけですけれども。私が、住まいにします赤

松におきまして、１０年前から取り組んでおりますが、最初に不安に思ったのは、

非常に資料等で難しいと、いう最初の印象があったわけです。で、何とかクリアし

て今回まできたわけですけれども、新規に取り組まれる集落の皆さんにおいては、

非常にそこらへんが不安に感じられる。いや、うちの集落はパソコン使うもんがお

らんけんな、ようやらんわ、とかですね、そういう懸念を持ってちょっと二の足を

踏んでいる、というような集落も、私はあると、聞いたこともございますけども、

そういうこともあるかも知れません。  

で、わたしが思いましたのは、この新規、対応集落につきまして、問題は、色々

と５年後にクリアしていなかったらさかのぼって返還だとか、そういう恐ろかされ

たような過去の経過もありますけれども、報告書等で、あるいは、どういうふうに

報告書を作ったらいいのか、途中で経過で、講習会を開いて、だから、あるいは、

先進の集落の皆さんと一緒に報告会の勉強をするとか、それか、あるいは、水田が

対象ですので、土地改良区の力を利用しながら、土地改良区の職員あるいは、理事

さんの知恵を借りながら、決算報告書の作成の講習会とか指導とか、そういうこと

があれば、若干でも事務手続きに対して不安解消になると思うんですが、町長その

点いかがでしょうか。  

○町長（森田増範君）  議長。  

○議長（野口俊明君）  森田町長。  

○町長（森田増範君）  はい。細かなところは担当課長のほうから事務体制等々に

ついて述べさせていただきたいと思いますけれども、おっしゃいますように、椎木

議員さんも赤松集落のほうでそういった取り組みをされておりまして、先進的にや

っていただいておるというところでございます。私もこの説明会のほうに旧町単位

ごとで集まっていただいたりしておりますので、説明会にも顔を出さしていただい

て、是非ともこういった取り組みをしていただきたいと。特に農地守るということ、

耕作放棄地ということもありますけども、こういった県のほう、国のほうから、面

積に応じて交付金がくると。この交付金を活用して集落で色々な話し合いをしてい

ただいて、守っていく、あるいは修繕をしていく、そういった、あるいは、畦畔や

農地を、あるいは美化を進めていく。色々な取り組みがなされる、できるわけでご

ざいまして、ある面、今進めております集落の健康診断的な本当にお互いに集落の
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中で話し合っていく大きなこれもまたきっかけのひとつであると、いうぐあいに思

っております。  

たくさんの集落のほうに是非とも取り組んでいただきたいという思いの中で、出

席をさせていただき、あいさつもさせていただいたところであります。会検という

ことがありますので、やはり事務処理ということについては、しっかりとした形で、

臨まなければならないと思っております。そういった取り組みについて、前例がお

られますたくさんの、既に進んでおられます、集落の方々の取り組みの状況等を把

握さしてもらったり、そういった事例を報告していただいたり、述べさしていただ

いたり、紹介をさしていただくということが、まず一番、こう分かりやすいのかな

と思いますけれども、それを踏まえながら、事務局のほうでもどのような体制にし

ているかということを述べさせていただきたいと思います。  

○農林水産課長（山下一郎君）  議長、農林水産課長。  

○議長（野口俊明君）  山下農林水産課長。  

○農林水産課長（山下一郎君）  この度の中山間事業におきましては、今まで担当

者、中山間については１名で全町カバーということでやっておりましたけども、地

区ごとにこの度は担当者を置いております。当然加入される、参加される集落が多

いということも予想されておりますので、そういった形にさしていただいておりま

すし、きちんと役員さん等が相談にこられれば、マンツーマンで対応さしてもらっ

ております。言われたように今後のその、決算でありますとか、色々な、実際に集

落の方でやらなければならない事務等についてもきちんとした説明なり、をさして

いただきなら、いただきながら、進めたいというふうに思っております。以上です。  

○議員（１５番  椎木  学君）  はい、議長。  

○議長（野口俊明君）  椎木学君。  

○議員（１５番  椎木  学君）  非常にこの事業に対して、前向きな答弁が聞けて

大変ありがたく、うれしく思っておるわけでございますけども、是非是非この１２

集落是非、対応するということで、一層の努力をしていただきたいということを申

しまして、この質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。  

○議長（野口俊明君）  これで、椎木学君の一般質問を終わります。椎木議員さん

の協力により、予定時刻までに終了いたしました。ありがとうございました。  

以上で本日の日程は、終了いたしました。次回は、明日６月２３日水曜日、水曜

日に本会議を再開します。引き続き一般質問を行ないますので、定刻９時、午前９

時３０分までに、本会議場に集合してください。本日はこれで散会します。ご苦労

さんでした。  

────────────────・───・─────────────────  

午後４時４０分  散会  
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